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勇者リンの伝説




Lv.4　ニーナが王女で王女がニーナで、風雲急を告げる舞踏会。
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　人生で初めて、『もう豚でもいいかな？』って思える旅──そうだ、王都行こう






　とある晴れた日の朝。街道を行く一台の馬車、その幌ほろが内側から勢いよくめくられた。

　ごとごとと揺ゆれる荷台から身を乗り出して、リンが「わあっ」と歓かん声せいを上げる。

「ねえカイ、道が広くなってきた！　旅人がたくさんいるよ、行商人もっ！　この人たち、みんな王都に行くのかなぁ!?」

「あー、たぶんなぁ……」

　眩まばゆい陽光に照らされた幼おさな馴な染じみの横顔に、カイは目を眇すがめた。白くなめらかな肌はだにひときわ映はえる翡ひ翠すい色の大きな瞳ひとみ、風をはらんでふわふわと揺れる猫ねこっ毛。いつでも元気をみなぎらせている小さな身体からだが、今日は輪をかけて歓かん喜きに満ちあふれている。

「見て！　あの荷馬車、たくさん果くだ物ものを積んでるよ！　あっちの動物は何だろう！」

「リン、あまり身を乗り出すと危ないわよ」

　花屋の制服に身を包んだ少女──ニーナが、リンの上着をつまむ。口ではたしなめながらも、その唇くちびるには優しい微笑ほほえみが浮うかんでいた。

「なるほど、人の往来が増えてきたな。さすがに都会は物量が違ちがう」

　しきりと感心しているのはジルだ。いつものごとく半はん裸らの鎧よろいに伝説の剣けんを背負った出いで立ちは貫かん禄ろくにあふれていて、とても遊ニびー人トには見えない。

　冷たく冴さえた朝の空気にちりんっと首元の鈴すずを鳴らしながら、リンが振ふり返る。

「王都ってどんなところなんだろう、楽しみだねぇ！」




　冬の気配が漂ただよいはじめた十一月の中ちゆう旬じゆん、カイが所属する冒ぼう険けん者育成機関ユースタシア学園一年二組の面々は、担任教師アイリスに引率されて王都へと向かっていた。学園祭の人気投票で、一年二組の出し物──メイド喫きつ茶さが一位を獲かく得とくしたご褒ほう美びとして、王おう宮きゆうで開かい催さいされる社交パーティーの招待券を授じゆ与よされたのだ。

　クラスの違うリン、そして学生ですらないジルとニーナが同行しているのは、学園祭を魔ま女じよの手から守った功績をたたえようという、学園側のはからいだ。

　五台の馬車に分乗して学園を出しゆつ立たつすること五日。総勢三十五名の大所帯は街道を南下し、今日の昼前には王都に着く予定になっている。

「ところでカイ、乗り物酔よいは大だい丈じよう夫ぶ？」

　首を傾かしげるリンに、カイは眉み間けんのしわを深くした。

「いや、正直きついわ……油断するとアレだ……アレがアレしそうでアレだ……」

「そっか、ただでさえアレなアレがアレになるくらいアレなんだね……」

　学園を出発して以来、カイは壮そう絶ぜつな乗り物酔いに悩なやまされ続けていた。もともと険悪な目つきをさらに険しくしているさまは、伝でん記き士というよりもただのごろつきだ。

「もう五日目だもんね、ごはんもあんまり食べてないし、ちょっと瘦やせちゃったかなぁ？」

　心配そうなリンに眉間を揉もまれるがままにしながら、カイは力なく呻うめいた。

「俺のことはいいから、着いてからの自由行動の相談でもしてろよ。お茶会が始まるまで、あんまり時間ないんだからな」

「うんっ！　まずは舞ぶ踏とう会のドレスを買わなきゃね！　でもどんなお店があるのかなぁ？　私、王都に行くの初めてだよ！　ニーナは？」

「私は大陸守護騎き士し隊に所属していたころに、何度か訪れたことがあるわ」

「すごい！　じゃあもしかして、王宮に入ったこともあるの？」

「いいえ。でもずっと憧あこがれていたから、まさか招待してもらえるなんて、夢みたいよ！」

　ニーナは菫すみれ色いろの瞳で、遠い空を仰あおぐ。

「私ね、小さい頃ころから、王宮の華はなやかな暮らしを一度でいいから見てみたいと思っていたの。できることなら、私もおとぎ話に出てくるお姫ひめさまみたいになりたかった……ピンチの時には助けにきてくれる白はく馬ばの王子さまを夢見たりなんかしてね」

「そうなんだぁ！　ニーナ、ドレスとっても似合いそうだよ！　舞踏会、楽しみだね！」

　恥はずかしそうにはにかむニーナの横顔を、カイはぼんやりと見守った。普ふ段だんはドＳで強気なニーナだけど、意外と乙女おとめだったりするんだよなぁ……。

「しかし馬車の旅も乙おつなものだが、ケイトラならば、王都までひとっ飛びだろうになぁ」

　ジルの呟つぶやきに余計なヒントを得たのか、リンが「そうか！」と手を打つ。

「ニーナ、召しよう喚かんだよ！」

「えっ？」

「異世界なら、乗り物酔いを一発で治なおすお薬があるかもしれない！　カイのために、異界のお薬屋さんを召喚してあげて！」

「なるほど、分かったわ！」

「い、いや遠えん慮りよしとくわ！　もうすぐ到とう着ちやくだし……っ！」

　おののくカイを華か麗れいに無視して、ニーナは狭せまい馬車の中で魔ま法ほう陣じんを広げる。その桜色の唇から、美しく流りゆう麗れいな呪じゆ文もんが流れ出し──

「出でよ、異界の住人！」

「──！」

　鮮せん烈れつな光が満ち、風が渦うず巻まく。現れたのは、黒い服に身を固めた、七三分けの男──

『タハタさん!?』

　驚おどろくリンとカイに、タハタは相変わらず甲かん高だかい声でまくし立てはじめた。

「はいはい、わたくし田畑と申します！　今回はどのような御用件でしょう!?」

「あの、ちょっと酔いがひどくて、吐はき気けと目まいが……」

　人選に不安を覚えつつも症しよう状じようを訴うつたえるカイに、タハタはしたり顔で頷うなずく。

「なるほど、つまりご自分に酔っていらっしゃると！」

「違ちげぇよ！　吐き気を覚えるほど自分に酔うとか、どんなナルシストなんだよ俺は!?」

「そんなツラ～イ自分酔いにうってつけの商品がございます！　ハイ、本日の商品はこちらっ！　真ラ実ーの鏡ィィイイイ！」

「そんな残ざん酷こくな現実の突つきつけ方があるか！　ううっ、やめ、やめてくれ……！」

「さあとくとご覧くださいご自分のお顔っ！　この吊つり上がった三さん白ぱく眼がん！　覇は気きのない表情！　何より隈くまがひどいですね～！　ということは!?　そう、睡すい眠みん不ぶ足そく！　というわけでこの真実の鏡、本日は低反発枕まくらもお付けして、なんとお値段五万円！　高いっ！」

「高いって自分で言っちゃってるじゃねぇか!?　もういいから帰ってくれ！」

　しゅるしゅると帰っていくタハタを見送りながら、カイは涙なみだ目めで顔を覆おおった。

「くっそ、こうなると思ったんだよ！　もうニーナの召喚は絶対にあてにしねぇ……！」

「なんですって!?　せっかく召喚してあげたのに、随ずい分ぶんな言い草じゃないのっ！」

「だいたいな、お前の召喚は精度が低すぎるんだよ！　何なんだ、異界の一いつ般ぱん人を呼び出せるって!?　役に立たないにも程があ──」

　あれっ？　でも気が紛まぎれたせいか、少し吐き気がおさまってる……？

　胸を押さえたカイの耳が、ぽきぽきと指の鳴る不ふ穏おんな音を拾った。

「あ……ニーナ……？　その貫ぬき手ては一体──」

「うふふふ、今日という今日は覚かく悟ごしなさい、カイ。最近、下半身をもぐだけじゃワンパターンかなって思ってたの……二度と私に口答えできないようにしてあげるわ……！」

「ニーナ、待っ、鳩みぞ尾おちはやめてくれ！　せっかく吐き気がおさまったのに内臓口から出ちゃう！　内臓口から──モゲぇぇえええ!?」

「いやああああ！　カイの中身が！　カイの中身がぁぁぁあああ！」

「おいニーナ、内臓をもぐなんてそんなマニアックなプレイ、カイばかりに堪たん能のうさせてたまるか俺の腎じん臓ぞうももいでくださいお願いします！　右の腎臓からお願いします！」

　王都へと続く煉れん瓦が敷じきの街道、徐じよ々じよに増えてきた往来を縫ぬって、馬車は賑にぎやかに南へ下る。







　一年二組一行が王都に到着したのは、予定よりも早い午前十時のことだった。

「うわぁ、すごい、すごいよ！　うわぁぁぁ……！」

　馬車から飛び降りたリンが、口を開けたまま立ち尽つくす。

　そこには大都会の風景が広がっていた。きれいに整備された石いし畳だたみに、せわしなく行き交う人々。客寄せに余念のない露ろ天てん商しように、火を噴ふく大道芸人。通りの左右には色とりどりの果物を並べたテントが並び、屋台では焼けた肉が香こうばしいにおいを振りまいている。

「うわあぁあ、すごいよカイ、こんなに人がいる！　お店もいっぱいっ……！　王都ってとってもエキサイティング！　ファンタジスタ！　ミラクルノベンバぁぁぁ！」

「リンやめろ！　そんなに腕うでを振り回すな、また出る、俺の内臓口から出ちゃう……！」

　カイとて多少浮かれてはいるのだが、馬車を降りたことで心のたがが緩ゆるんだのか、猛もう烈れつな吐き気が襲おそってきてそれどころではない。

　と、最後に馬車から降りたアイリスが「集合～」と手を打った。

「みなさん、長旅お疲つかれさまでした！　ここからは観光を兼かねた自由行動になります！　次は午後二時に王宮前広場に集合、それまではお茶会と舞踏会に向けて準備を整えてください～！　舞踏会用のドレスやアクセサリーは、支給したお小こ遣づかいの範はん囲い内におさめて、華か美びすぎないものを選ぶのですよ！　では、解散～っ！」

　それを合図に、学生たちは鎖くさりから解き放たれた犬のごとく一いつ斉せいに散って行く。

「[image: あ゛][image: あ゛]……地面が揺れてる気がする……」

　リンはよろめくカイにまとわりつき、鈴の音をまき散らして大はしゃぎだ。

「ねえみんな、あの屋台は何かなぁ!?　見たことのない食べ物がたくさんあるよ！」

「それより、先に舞踏会用の服買おうぜ……」

「そうだった！　でもどのお店に入ればいいんだろう？」

「リン、良かったら私が案内しましょうか？」

「本当!?　わあ、ニーナがいてくれて良かった！　とっても心強いよー！」

「ふふ、お役に立てて嬉うれしいわ！　さあ、行きましょう！」

　ニーナを先頭に大きな通りへ入ってすぐ、カイはふと違い和わ感かんを覚えて眉まゆをひそめた。

「……ニーナ、お前、妙みように注目されてねぇか？」

「そうなのよ。昔から、王都を訪れるたびに視線を感じるの。何がそんなに珍めずらしいのかしらね？」

　リンはそんな周囲の目も気にならないらしく、賑やかな景色にすっかり夢中だ。

「わあ、可愛かわいいお店がいっぱい！」

「ここは王宮前広場に繋つながっている大通りのひとつなのよ。王都にはこんな通りがたくさんあるの。でも裏路地はとても入り組んでいるから、迷い込まないようにね」

「はぁい！」

　意い気き揚よう々ようと通りを行く仲間たちに、カイもふらふらとついていく。と、

「……──ん？」

　道みち端ばたの露天を通り過ぎようとして、カイはふと立ち止まった。

「どうしたの、カイ？」

　足を止めたリンたちに、路上に広げられた商品を示す。

「なあ、あの露店で売られてんのって……」

「えっ!?　あ、あれは──」

　リンが息を吞のんだとき、背後から「おー」と能天気な声が上がった。

「封魔球レチツド・ボールじゃん。へー、あの噂うわさってマジだったんだー」

「マーレイ！」

　振り返ると、さっそく買い食いをしているマーレイの姿があった。童どう顔がんの悪友は、怪あやしげな商人が広げている封魔球へと、興味深そうな視線を注いでいる。

「噂ってなんのことだ？」

「えー、知らねーの？　最近、王都近辺で、封魔球が大量に出回ってるらしーぜー？」

　カイは「は？」と眉をひそめながら、路ろ傍ぼうに並んだ露店へと目を戻もどした。

「一般市民が扱あつかうことを禁止されてる代しろ物ものが、なんで普ふ通つうに流通してんだよ……それも、よりによって国王陛へい下かのお膝ひざ元もとで……」

　マーレイは「それがさー」と吞のん気きにクレープにかぶりつく。

「最初は政府も必死に取り締しまってたみたいなんだけど、ここ三か月くらいかな？　封魔球が流通しはじめるようになってから、魔ま物ものの数が激減したらしくってさー。今じゃ封魔球による魔物の捕ほ獲かくを大々的に推進する貴族もいて、国王陛下も露ろ骨こつに取り締まれなくなってきたみたいでよぉー。今じゃ半ば公然と売買されてるっつー話だぜー」

「…………」

　悲しげなリンの横顔を見つめながら、カイは学園祭で出会ったワイバーンとのやりとりを思い出していた。

『封魔球は、本来この世界にあってはならない物……この邪よこしまな道具が使われ続けるならば、いずれ魔物と人間のバランスは崩くずれるでしょう』

　その苦しげな声こわ音ねまでもが蘇よみがえって、カイは我知らず拳こぶしを握にぎった。と──

「おい、兵士たちが来たぞ！」

　大通りの先から濁だみ声ごえが上がり、露天商たちが慌あわただしく封魔球をしまい始める。

「なんだ、ガサ入れか？」

　カイがそう呟いた矢先、数十人という兵士がなだれ込んできた。これは大おお捕とり物ものになりそうだ──と思いきや、兵士たちは露店には目もくれず整列し、その間に商人は一人残らず逃にげ出してしまった。

　と、ひときわ目立つ銀の甲かつ冑ちゆうに身を包んだ騎士が駆かけ付けるや、兵士たちに指示を飛ばし始める。

「いいか、まだそう遠くへは行っておられないはずだ。ソフィア殿でん下かに万が一のことがあってはならん、必ず捜し出せ！」

『ハッ！』といういらえを残して、兵士たちが路地や店先へと散開する。

「何だよ、封魔球を取り締まりに来たんじゃねぇのか」

「何かあったのかしら？」

「ソフィア殿下って誰だれだろう？」

　首を傾かしげるリンに、マーレイがまたもや「ああ」と物知り顔で指を立てる。

「ソフィア殿下ってのは、国王陛下のご息女──つまり我が国のお姫ひめさまってやつだな！」

「わあ、お姫さま！」

「そうそう。それがさぁ、そのお姫さま、めっちゃ美人らしいぜー？」

「さすが、耳が早はえぇな」

「まあ、口く伝でん士たるもの情報集めは基本だしー？　っつーかおれ、今回の舞ぶ踏とう会、実はそれが目当てで参加するようなもんだしなーっ！」

「はあ？」

　マーレイは冗じよう談だんとも本気ともつかない笑みを浮うかべて声を潜ひそめる。

「なんたって、国王陛下が目に入れても痛くないほど溺でき愛あいしてる一ひと粒つぶ種だねだ。この舞踏会でうまいことお近づきになれたら、婚こん約やくを取り付けてゆくゆくは王子に～、なんてなっ」

「お前、王族にまで手を出す気かよ。怖こわいもの知らずというか、無む謀ぼうというか……」

　カイが呆あきれ返った時、「マーくん、行くよ～！」と黄色い声がして、マーレイは慌てて口の端はしのクリームを拭ぬぐった。

「あっ、悪いケド、おれ今から五人分のドレス見てやんなきゃなんねーんだよー、まじウケるしー！　んじゃなーっ！」

「聞いてねぇよ、リア充め」

　軽かろやかに去っていく悪友の後ろ姿を、カイは苦々しく見送った。

　ふと視線を移すと、リンは再び路傍に広げられた封魔球を見つめて立ち尽くしている。

　……王都で買い物するの、あんなに楽しみにしてたのになー……。

　カイはがりがりと頭を掻かくと、リンの肩かたに手を置いた。

「リン。今俺たちにできることはない。王宮に入ったら、情報を集めてみよう。そのためにも今は、必要な準備を整えようぜ？」

　カイを見上げたリンが、「うんっ！」と頷く。

　様々な人で賑わう大通りを、四人は再び歩き出した。










「わああ、すごい、ふわふわキラキラしてるっ！」

　店に入るなり、リンが大きな瞳をこぼれんばかりに見開く。

　どうやら人気のブランド店らしく、きらびやかな店内は若い女性たちでこみ合っていた。中には見慣れたクラスの女子の姿もあり、皆ドレスの試着に忙いそがしそうだ。

「ジル、お前の場違い感ハンパねぇぞ」

「カイこそ、ショバ代をたかりにきたチンピラにしか見えんが」

「…………」

　神しん妙みような顔で鏡を覗のぞき込むカイの背に、突とつ如じよとして「わーははは！」と耳慣れた哄こう笑しようがぶつかった。

「き、奇き遇ぐうだな、カイ・アンバー！　ここで会ったが百年目ーっ！」

　のろのろと振ふり向くと、案の定、仁に王おう立ちになっているクロトの姿があった。

　ひとつに編んだ亜あ麻ま色いろの髪かみ、きめの細かいすべすべした肌はだ、青くて大きな猫ねこ目め。小さな身体からだを精せい一いつ杯ぱい反そらしているその姿は、馬車が別々だったのでずいぶん久しぶりに感じる。

「なんだクロト、尾つけてきたのか？」

「!?　そ、そそそんなわけねーだろっ!?　たまたまだ、たまたまっ！」

　乗り物酔よいですっかりやつれているカイを見上げて、クロトは「けっ」と鼻を鳴らす。

「相変わらずシケた面つらしやがって、その様子じゃ楽しい予定のひとつも入ってねーみてーだなっ！　そこで、だ！　そんなお前のために、その……お、おおおオレのドドド、ドレ、ドレス、ドゥレスを、選ぶ、権利を、だなっ！　く、くれ、くれてやっても──っ」

「[image: あ゛][image: あ゛]……？　ドレスがどうしたって？」

「!?　!?　!?」

　折あしく吐はき気けの波に襲われて顔を歪ゆがめたカイを見上げて、クロトは怖おじ気けづいたように後ずさった。その青い目にみるみる涙なみだが盛り上がる。

「あ、あ、あの……や、やっぱり、何でもな──……」

「わあい、クロトちゃんだー！」

　横からリンに飛びつかれて、クロトは「うわっ!?」と素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「は、離せよ、リン・アルクスっ!?」

「ちょうど良かった！　クロトちゃんも一いつ緒しよにドレス選ぼうよー！」

「えっ！」

「今から試着するところなのよ。良かったら、私が素敵なドレスを見立ててあげるわ？」

　ニーナが微笑ほほえみかけると、今にも泣き出しそうだったクロトの顔にパァァアアっと喜き色しよくが広がった。

「し、仕方ねーなっ！　そんなに泣いて頼たのむなら、付き合ってやらなくもないぞっ!?」

　いつにも増して挙動不ふ審しんだと思ったら、ドレスの選び方が分からなかったらしい。

「へえ、ちょっと意外だな。お前のことだから男装するのかと思ってたけど」

「お、俺がドレス着ちゃ悪いのかよっ!?」

「誰もそうは言ってねぇだろ」

　光こう沢たくのある生地をこわごわ撫なでているクロトを眺ながめながら、カイは学園祭のマフィンづくりでクロトと徹てつ夜やした日のことを思い出していた。そういえばこいつ、うちのクラスに好きな奴やつがいるんだっけ。舞踏会でそいつと踊おどりたいのかもしんねぇな……。

「ふふっ、こういうのって、女の子の特権よね！」

　ニーナは手慣れた様子で、二人に色とりどりのドレスをあてがう。三人とも嬉しそうに頬ほおを染めて、とても微笑まし──

「それにフィッティングと称しようして、試着室という密室でリンやクロちゃんにあんなことやこんなことができるなんて……ホンマ、女の子の特権さまさまやでぇ、じゅるり……！」

　……あれ？　なんかうるわしい光景に似つかわしくない台詞せりふが聞こえた気がする……。

　一歩引いたカイの元に、リンとクロトが代わる代わるやってくる。

「ねぇカイ、このドレスどうかなっ？」

「ん……あぁ、いいんじゃねぇ……？」

「か、カイ・アンバーは何色が好きなんだっ？」

「あー、別に……似合ってれば何でも……」

　カイは次第にそれどころではなくなりつつあった。どうも店内に立ち込める香こう水すいのにおいのせいらしい、吐き気がぶり返すどころか頭痛までしてきた。

　たまらず額を押さえると、リンたちが心配そうに寄ってくる。

「カイ、平気？　顔色が悪いよ？」

「すまん、ちょっと気分が……」

「少し横になったほうがいいよ！」

「いや、縦たてになったらどうだ？」

「いっそ斜ななめになっとけよ！」

「うぅ……」

「どうやらツッコむ気力もないようね、これは重じゆう症しようだわ」

　ニーナの手が、そっと背中に添そえられる。服を通して伝わる冷たさが心地ここちいい。

「カイ、ここは私に任せて、外の空気でも吸ってきたらどう？」

「ああ、ごめん、そうさせてもらうわ……。あ、ニーナ」

「なぁに？」

「悪いんだけど、俺の服も適当に見み繕つくろっておいてくれねぇか？　安物でいいから」

「えっ？　それはいいけれど……でも、せっかくの舞踏会なのに安物なんて……」

「俺に金かけたって仕方ねぇだろ。余った分は、お前らで好きに使っていいから」

　ニーナは「まあ」と目をみはり、それから嬉うれしそうに頷うなずいた。

「じゃあ、お言葉に甘えさせていただくわ。リンとクロトちゃんに素敵なアクセサリーをそろえてあげたいと思ってたところなの。それにしても……」

　細いあごに指を当てて考え込む。

「迷っちゃうわ。無難に黒でいいかしら？」

「あー……俺は白が好きだな……」

「えっ、白い燕えん尾び服ふく？　ちょっと気き障ざじゃない？」

「ああ、悪い、お前のドレスの話かと思った」

「えっ……」と声を失うニーナに背を向けて、カイは力なく手を振った。

「前から思ってたけど、お前は白が似合うと思うよ……それじゃ、お前らのドレス姿、楽しみにしてるから……ジル、悪いけど俺の分まで荷物持ち頼むな」

　店を出る直前「あいつ体調が悪い時ほど男前になる呪のろいでも掛かけられているのか……？」というジルの呟つぶやきが聞こえた気がしたが、その意味を問い返している余よ裕ゆうはなかった。

　人ごみを避さけて、薄うす暗ぐらい路地裏に逃げ込む。

「ぅぅ、情けねぇなぁ……うっぷ……」

　けれど静かな日ひ陰かげに入ったことで、吐き気は少し軽くなった。

　壁かべに両手をついて呼吸を落ち着けていると、突如として慌あわただしい声と複数の足音が狭せまい路地に反はん響きようした。

「いたか!?」「いや、確かにこっちに逃にげたはずなんだが……！」

「……なんだ……？」

　ただごとでない気配に顔を上げる。

「ああ、そういや、お姫さまがどーのこーのって言ってたな……」

　口の中で呟いた瞬しゆん間かん、ふいに転がるように角を曲がってきた少女と目が合った。

「え……っ？」

　一いつ瞬しゆん、我が目を疑う。長いスカートの裾すそをひるがえしながら一目散に駆かけてくるのは、嫌いやというほど見慣れた姿──

「ニー、ナ……？」

　呟いてから、（違ちがう……）と直感する。造りものめいた麗うるわしい顔立ちに、絹のような長い髪、瞳ひとみの色までニーナそっくりだが、これは──

「きゃっ……！」

　突とつ然ぜんの人ひと影かげに驚おどろいたのだろう、立ち止まろうとした少女の足が、石いし畳だたみのわずかな段差につまずく。

「あ、危ねっ……！」

　カイはよろめいた少女をとっさに支えようと腕うでを広げた。しかし、

「あっ……！」

　しっかり受け止めたつもりが、乗り物酔いが祟たたって体勢が崩くずれ──身をかわす暇ひまもなく、ほんのわずか、唇くちびると唇が触ふれていた。

「っ……!?」

「……えっ……今……？」

　口を押さえ、互たがいに呆ぼう然ぜんと見つめ合った時。

「こっちから声がした、行くぞ！」

　野太い声がし、二つの足音がばらばらと迫せまってくる。

「っ！」

　少女が一瞬身を竦すくませ、そして菫すみれ色いろの双そう眸ぼうに決意を宿したかと思うと、カイの首に細い腕を回した。少女の髪から立ち上る柔やわらかな香かおりが、鼻び腔こうをくすぐり──

「し、失礼いたしますっ！」

「……あ……？」

　何が起ころうとしているか考えるよりも早く、人形のような相そう貌ぼうが間近に迫り、再び柔らかい感かん触しよくが重なっていた。

「っ……!?　!?　!?　!?」

　唇を塞ふさがれたままぐいと襟えりを引かれ、たまらずつんのめって壁に手をつく。自然、少女を腕の中に閉じ込める形になった。

「殿でん下か！　ソフィア殿下ーっ！」

　大声で呼ばわりながら姿を現したのは二人の兵士だった。路地に駆け込んでくるや「うわっ！」と声を上げて後ずさる。

「お、お、おい、お取り込み中だ、他を捜せ！」「くそっ、リア充爆ばく発はつしろォォォオオ！」

　兵士たちが呪いの捨すて台詞ぜりふを吐いて走り去ると、耳が痛くなるような静せい寂じやくが降りた。

　ややあって、「んっ」という吐と息いきとともに、唇が離はなれる。

「い、行ったようですね……」

　少女の声すら耳に入らず、カイは胸を押さえた。心臓がドッドッドッとはちきれそうなほど脈打っている。

「あ、あのっ、ありがとうございます、助かりました……！」

　少女が可か憐れんな花のようにふわりと笑う。カイは改めて、ニーナにそっくりなその容よう貌ぼうを見つめた。服こそ質素だが、その裾や襟には品のいい刺し繍しゆうがほどこされ、ひと目で上質な生地だと知れる。その優しげな微笑みには、言いようのない気品がにじみ出ていた。

「いや……あの……」

「え？」

　カイの目が艶なまめく唇に吸い寄せられ、それに気付いた少女が慌てて口元を覆おおい隠かくす。ミルク色の頬がぽわぁ、と上気した。

「あっ……わ、わ、わたくしったら、なんということを……！　あの、本当に、失礼なことをいたしまして……っ」

　カイは返事もできずによろめいた。頭がくらくらして、胸が苦しい。喉のど元もとまで何かが込み上げてきている。これは……これは……っ！

「あの……どうかなさいました……？」

　少女の細い指が、ためらいがちにカイの頬に触れた瞬間──

「う、おうぇえええええ！」

「いきゃああああああああ!?」

　口を押さえてうずくまったカイの背中を、少女が懸けん命めいにさすってくれる。

「だだだ大だい丈じよう夫ぶですかっ!?　ごめんなさいごめんなさいっ、わわわわたくしが、いき、いきなりくくくく口づけなんかしたからっ！」

「あ、いや、コレ乗り物酔よいだから……あの、ホントそういうのと違うんで……もうなんか、マジですんません……！」

　半泣きの少女のためにも、カイは必死に吐はき気けを堪こらえた。と同時に、今さらのように実感してしまう。……やっぱ、キス……されたんだよな……？
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　カイがごくりと喉のどを鳴らした、その時。

「カイ、こっちにいるの？」

「えっ!?　ぅ、あッ、ニーナ……っ!?」

　カイの声を聞き付けたのだろう、ほどなくして路地の先に現れたニーナは、うずくまっているカイを見てぎょっと立ち止まった。

「まあ、何してるの、こんな所で？　そちらの女の子は──？」

　カイの隣となりに視線を移し──その目が大きく見開かれる。

「えっ……!?　わた、し……!?」

「まあ……！」

　呆然と見つめ合う二人は、まさに生き写しという表現がぴったりだった。

　ニーナそっくりの少女とキスをしたという事実がいよいよ気まずくなって、カイは取り繕つくろうような引きつり笑いを浮うかべた。

「あ、ああ、ニーナ……ドレスは？　もう買ったのか？」

「え、ええ。リンたちはアクセサリーを選んでいるわ。あなたの燕尾服も見繕ったから、一度見てもらおうと思って……けど、それより──」

　見開いた目を少女に据すえたままニーナは「こんなことって……」と呟く。

「本当に、そっくり……まるで鏡を見ているようです……」

　少女が夢を見ているような口調でそう零こぼした時、遠く呼ばわる声が路地に反響した。

「ソフィア殿下ーっ！」

　少女がびくりと肩かたを竦ませて、カイのローブを掴つかむ。

「い、いけない、隠れなくては……っ！」

「えっ!?　あ、こ、こっちに……！」

　狼ろう狽ばいする少女を慌てて樽たるの陰かげに押し込み、自分たちも身をひそめる。路地の先を兵士の影が横切るのを見届けて、ニーナが縮こまっている少女を覗のぞき込んだ。

「もしかして、追われているの？」

「は、はい……」

「今のって、王宮の兵士よね。一体どうして……それに、ソフィア殿下って……」

「そういえば、さっきもそう呼ばれてたな。なんか聞き覚えがあるような──って!?」

　ニーナもほとんど同時に気付いたらしい。

「ま、まさか……!?」

　驚きよう愕がくを込めた二人の視線の先で、少女が観念したように頷く。

「は、はい……わたくしの名はソフィア……この国の王女です……！」

『えええええええええ!?』

　カイとニーナの絶ぜつ叫きようがきれいに重なった。

「な、なななななんでお姫ひめさまがこんなところに!?」

「それが、どうしても今夜の舞ぶ踏とう会に出たくなくて、王宮を逃げ出してしまって……」

「まあ……！」

「舞踏会って、ユースタシア学園の学生との……？」

「はい、冒ぼう険けん者育成機関のみなさまと──えっ、あっ、もしかしてその制服は……!?」

　ソフィアはカイの制服を見て、ようやく目の前の人物が件くだんの学園の生徒であることに気付いたらしい。

　カイはニーナと顔を見合わせると、ソフィアに視線を戻した。

「ど、どういうことか、詳くわしくお聞かせ願えませんか？」

「何か力になれることがあるかもしれないわ」

　ソフィアはしばし目線をさまよわせていたが、やがて腹をくくったのか、薄うす桃もも色の唇を引き結ぶと小さく頷いた。

「実は、三か月ほど前から、その、とある貴族に求きゆう婚こんされているのですが……ここ最近、王都近辺で封魔球レチツド・ボールが氾はん濫らんしている件はご存知ですか……？」

「は、はい。さっき聞きかじったばかりですが……」

「わたくしに結婚を迫っている貴族、ダグラス侯こう爵しやく──彼こそが、封魔球の普ふ及きゆうを唱える急きゆう先せん鋒ぽうなのです……！」

「！」

　貴族ダグラス、そいつが王都に封魔球をばら撒まいている黒幕ということか……！

「彼が提唱する、『封魔球で魔ま物ものの数を減らす』というやり方に、わたくしはどうしても賛同できないのです。封魔球が氾濫して以降、確かに魔物は減りましたが……なんだかこの世界に連綿と続いてきた掟おきてを覆くつがえすような、大きな間ま違ちがいを犯しているようで……」

「…………」

「それにあの方はとても熱心に愛を語ってくださるのですが、どうしても素直に信じることができなくて……これはわたくしが、本当の恋こいを知らないせいかもしれませんが……」

「ご両親──国王陛へい下かと王おう妃ひ殿でん下かはなんと？」

「父は多くを語りません。母も、自分の身の振ふり方は自分で決めなさいと……。ダグラス卿きようはそれをいいことに、日に日に強引になって、もう顔を合わせるのも憂ゆう鬱うつなのです」

「なるほど、それで王宮を抜ぬけ出したんですか」

　しかし……。カイは広場で見た騎き士しや兵士たちの姿を思い出していた。このままではソフィアが連れ戻されるのは時間の問題だろう。

「今夜の舞踏会でも、きっとまた求婚されてしまいます……最近ではなんだか、あの方の目つきがいっそう凄味を帯びてきて、もう断り切れる自信がございません……！」

　ソフィアはくすんと鼻をすすっていたが、やがてハッと顔を上げた。

「いけない、こんなところを見つかっては、あなたがたを巻き込んでしまいます！　ご、ご迷めい惑わくをお掛かけしました！　それでは……！」

「あっ、待っ──」

　カイが呼び止める前に、ニーナがその細い腕を掴んでいた。

「待って！」

「えっ!?」

　戸と惑まどうソフィアを、菫色の瞳ひとみがまっすぐに覗き込む。

「話は分かったわ。私で良ければ力になりたい……今日一日、入いれ替かわりましょう！」

「え、ええええっ!?」

「ちょ、待っ……急に何言い出してんだよ、お前!?」

　うろたえるカイを、しかしニーナは自信に満ちた双そう眸ぼうで見返した。

「替え玉作戦よ！　今夜の舞踏会、私がソフィアさまに成り代わって、その貴族のこと、二度とソフィアさまに近付けないくらいこっぴどく振ってあげる！」

「で、ですが、そんな……！」

「待て待て待て！　冷静になれよ、ニーナ！　入れ替わるって、相手は一国の王女だぞ!?　そんな軽々しく請うけ合っていいもんじゃないだろ！」

「でも、こんないたいけな女の子に無理やり結婚を迫せまるなんて、たとえ貴族といえども許せないわ！」

「だからって、バレたら危険な目に遭あうのはニーナなんだぞ!?」

「……もしかして、心配してくれてるの？」

　小首を傾かしげるニーナに、カイは「そりゃあそうだろ！」と声を荒あららげた。

「ソフィアさまの話を聞く限り、その貴族もうさんくせぇ奴やつみたいだし、それに……！」

　続きを吞のみこんだのは、ニーナの瞳が嬉うれしそうに細められたからだった。

　ニーナは柔やわらかな微笑ほほえみを不敵な笑みに変え、肩かた口ぐちにかかった髪かみをさらりと払はらう。

「ねぇカイ、私を誰だれだと思っているの？　これでも大陸守護騎士隊員まで務めた身、心配いらないわ！　それにね、言ったでしょう？　おとぎ話のお姫さまに憧あこがれてたって。今、とってもわくわくしているの！」

「……っ」

　言葉に詰つまるカイを置いて、ニーナはソフィアに向き直る。

「ねぇ、お願い、ソフィアさま！　私、一度でいいからお姫さまの生活を体験してみたかったの。私に任せてくれたら、今後一切、絶対にその貴族を近付けさせないと約束するわ！　だから今日一日、私と入れ替わってくれないかしら？」

「まあそんな、わたくしこそ、願ってもないことです！」

「おいおい、マジかよ……！」

　カイは額を押さえて、身を絞しぼるような呻うめきを漏もらした。ニーナはすっかりやる気のようだ。それに──と、目を輝かがやかせて両手を握にぎっているソフィアを見下ろす。確かに事情を知った以上、このまま放っておくことなどできない。だが……！

「でも、そうなると……ソフィアさま、あなたにも、ニーナとして俺たちと行動を共にしてもらう必要があります。一いつ般ぱん人のふりなんてできますか？」

　カイの懸け念ねんを弾はじき飛ばすように、ソフィアはこくこくと何度も頷いた。

「大丈夫です！　こんなこともあろうかと、国民の生活を一いつ生しよう懸けん命めい勉強しておりました！　わたくしの一般人っぷりを、ぜひご覧くださいっ！」

　ソフィアは路地にしゃがみこんだかと思うと、壁かべ際ぎわに生えていた雑草をむしった。

「まず、草を食べます！」

「ちょっとタンマ！」

　初しよっ端ぱなからすごい勢いでつまずいた！

「わ、わたくし何か間違えましたか!?」

「何かっていうかもう、えっ、何で!?　何でいきなり草を!?」

「庶しよ民みんの方は隙すきあらば道草を食べるものだと、じいやに教わりました！」

「じいやさん大事な王女さまに何教えてんだ！　道草を食うっていうのはそういう即そく物ぶつ的な意味ではないです！」

「はっ！　それとも何か特別な作法が!?」

「違ちがうよ！　ちょっといったん草から離はなれましょ……食べないで！　ちょ、食べ、食べるなって！　どんだけ草食いたいんだ、この草食系王女は!?」

　やっとのことで雑草を取り上げると、ソフィアはもじもじと指をすり合わせた。

「でも、他に庶民らしいことなんて……あっ、では会いたくて会いたくて震ふるえます！」

「誰にそんなに会いたくて!?」

「おかしいですね、巷ちまたでは流は行やっていると聞いたのですが……！」

「震えるのが!?　寒くもないのにそんな震えてたら白魔ま術じゆつ師し呼ばれますよ!?」

「ならば行ぎよう儀ぎよくまじめなんてできやしないので校舎の窓ガラスを壊こわしてまわります！」

「怖こわい！　何なの、欲よつ求きゆう不ふ満まんなの!?」

「では愛のままにわがままにわたくしはあなただけを傷付けませ──」

「さっきから何でそんな複雑なシチュエーションから入るんですか!?　この人は一般市民の知識をどっから仕入れてんだ！」

　ヤベぇぞこれ覚かく悟ごしていた以上にヤベぇ！

「ちょ、無理だろこれ！　前ぜん途と多難にも程があるだろう！　やっぱりやめねぇか!?」

「何を今さら怖おじ気けづいてんのよ」

「だって入れ替わりがバレてみろ、下手すりゃ打ち首だぞ!?　そもそもお前だって、王女らしい振るまいなんて──！」

「そこは私の演技力の見せ所よ！　見るがいいわ、私の王女っぷりを！」

　ニーナは洗練された仕草でスカートの端はしをつまんだ。高らかに吠ほえることには、

「みなさま、ごきげんうるわしゅうロイヤル！」

「どういうこと!?」

「やだ、パーフェクトゥだわ……！」

「何その『自分の才能が恐おそろしい』みたいな感じ!?　待て待て、何なんだその語ご尾びは!?」

「王族っぽいでしょう!?」

「どこが!?　お前王族がみんな語尾にロイヤルつけてるとでも思ってんの!?」

　しかしソフィアは感極きわまった様子で両手を組み合わせ、今にも涙なみだを流さんばかりだ。

「か、完かん璧ぺきですロイヤルっ！」

「ロイヤルいただきましたぁぁぁ！　いや待て、ちょっと判定甘すぎるだろう！　お姫さまの身代わりこんなんでいいの!?」

「こんなのとは何よ、失礼ねっ！」

「さすがにロイヤルはないだろ、ロイヤルは！　しかも舞踏会ってことは、当然踊おどらなきゃならないんですよね？」

「そうでした！　ニーナさま、ダンスのご経験は……!?」

　ニーナは「そうね……」と真しん剣けんな面おも持もちで考え込み、晴れ晴れと頷いた。

「タップダンスなら！」

「お前タップダンスできんの!?　逆にすげぇ！　舞踏会でタップダンスとか、独ひとり舞ぶ台たいも甚はなはだしいけどね!?」

　怒ど濤とうのツッコミで声を枯からしながら、カイは頭を抱かかえた。あっちもこっちも問題が山積みじゃねぇか……！

「な、なあ、やっぱりニーナがお姫さまなんて無理があるんじゃ──」

「あら、何なら自じ慢まんのタップダンスを今すぐ披ひ露ろうしてあげてもいいのよ？　カイの上で」

「全身全ぜん霊れいで遠えん慮りよする！　やめろ、俺をステージにするな！　ぐぬぬぬぬ……！」

　取っ組み合う二人を神しん妙みような顔つきで見守っていたソフィアが、「あ、あのっ！」と身を乗り出した。

「お二人は、お付き合いされておられるのですか!?」

「おられませんが!?」

　急に何言い出すのこの王女さまは!?

「というか、今のやりとりのどこがそう見えたんですか!?」

　しかしソフィアは目を輝かせて、すっかり恍こう惚こつとしてしまっている。

「いいえ、どんなにお隠かくしになっても、わたくしの目はごまかせません！　ケンカするようでいながらも、互たがいに信しん頼らいを寄せきったお二人の表情──気心の知れた男女の仲とお見受けいたしましたっ！」

「待ってください、誰がこんなポンコツ召しよう喚かん士と──モゲェッ!!」

「さあ見せてあげるわソフィアさま、これが愛のタップダンスよ！　タッタタン、タッタタン！　フッフゥ！」

「[image: や゛][image: め゛]テ、腎じん臓ぞう出る！　口から腎臓出ちゃ[image: う゛]！」

　ついに引き倒たおされてニーナに踏ふみしだかれるカイを前に、ソフィアは両手で顔を覆おおう。

「は、激しい……！　これがお二人の愛の形なのですね……！」

「こんな愛の形があってたまるか！　あと指の隙すき間まから見てるのバレバレですよ!?」

「わたくし、カイさまの恋こい人びと役として恥はじぬよう、精いっぱいお相手を務めさせていただきます！」

「この王女さまは気持ちいいほど人の話を聞かないなぁ!?」

「まずはニーナさま流の愛情表現からやってみますね！　カイさま、失礼いたします！」

「え、ちょ待っ──」

　ソフィアはドレスをたくしあげると、ニーナと入れ替わりにひらりとカイの胸むな板いたに飛び乗った。

「げっほォ！」

「カイさま、愛しておりますわ！　何の記念日でもないのに毎日カイさまをかたどった金の彫ちよう刻こくを送り付けるほど愛しております！」

「重い！　色んな意味で愛が重い！　そしてこれニーナじゃない！　っつーかそれ以前の問題！　に、ニーナ、助け……っ」

「ニーナさま、いかがですかっ!?」

　しかしニーナは重々しく首を振ふると、カイの上で踊り狂くるうソフィアをそっと降ろさせた。

「ダメね……こんなことでは、とても私とは言えない……」

「げほ、げほ……っ！　そ、そうだよな、やっぱり入れ替わりなんて無理があ──」

「まずは敬語をやめるべきだわ！」

「他にやめなきゃいけないことがあるだろうに!?」

「そ、そうですね、確かに愛し合うお二人の間に敬語など、無ぶ粋すいでございました……！」

　ニーナは「それにね、ソフィアさま」と、真しん摯しな瞳ひとみで諭さとす。

「年とし頃ごろの庶民は、愛しているだなんて軽々しく口にしないものよ」

「えっ!?　では今時の若者は、一体どのように愛を伝えるのですか!?」

「そうね……たとえばこうよ！」

　ニーナはそう吠えるなり、カイの胸倉をつかみ上げた。

「この醜みにくい豚ぶた野や郎ろう！　あんたの大好きな麻あさ縄なわで縛しばり上げてハムにするわよッ！」

「前から思ってたけど、お前の愛情表現って歪ゆがんでない!?」

「ここで大事なのは、たっぷりと愛を込めることね！」

「今の愛込められてたんだ!?　光栄です！」

「さらにはたまに褒ほめて、存分に調子に乗らせてから突つき落とせばイチコロよ！」

「そんなんでイチコロなの一部の人だけだよ!?　少なくとも俺は喜ばねぇよ!?」

「わ、分かりました、やってみます！」

「んなもんやらなくていいです──ぶっ!?」

　ソフィアはカイの頬ほおをベチム！　と両手で挟はさむと、噛かみ付かんばかりに吠え猛たけった。

「この肥ひ沃よくな大地でのびのびと育った豚さんめっ！　最高級桜チップでじっくり燻いぶしてベーコンにしたら、太陽をいっぱい浴びたフレッシュなトマトやレタスと一いつ緒しよにこんがりと焼き上げたパンに挟んで、ＢＬＴサンドにしてしまいますわよっ!?」

「ヤベェ俺いますげぇハイソに罵ののしられてる！　あやうく高級食材の気分になる！」

「味付けは、あえて塩コショウのみにさせていただきますわよ!?　脂あぶらのうまみを存分にいかしてしまいますわよ!?」

「ああ、なんか豚でもいいかなって思えてきた、不思議！」

「い、いかがでしょうか、ニーナさま!?」

　息を切らせて振り返ったソフィアに、ニーナは感かん慨がい深ぶかげに頷うなずいた。

「合格よ！」

「どこが!?　お前自分のキャラ一度見直したほうがいいよ!?」

「でもちょっと声量が足りないわね……」

「声量うんぬんじゃない！」

「ソフィアさま、発声練習よ！　リピートアフターミー、『このゴキブリが』！」

「『このcockroachが』ッ！」

「何それすげぇカッコイイ！」

「『このウジ虫が！　あんたなんて生ごみがお似合いよ』！」

「『You　scum！　Garbage　suits　you　well』!!」

「うわあ、なんかゾクゾクする！　いっそ罵られたい！」

「いい調子よ、ソフィアさま！　さあ、ラストスパート！　『この※※※の※※※※がァァァア』！」

「こっ、この※※※の※※※※で、※※※※※※※なんか※※※※※※がぁぁぁあ！」

「ちょっと待って、お前お姫さまになんつぅこと吹ふき込んでんの!?　ソフィアさまも余計なアレンジとか加えなくていいですから！　っつーかどこでそんな隠いん語ごを覚えてくるんですかねぇ!?」

　この王女さまノリノリだな!?　荒れ狂う二条の竜たつ巻まきに木この葉のように翻ほん弄ろうされまくるカイを置き去りにして、ニーナとソフィアは固く手を取り合う。

「素晴らしいわ、ソフィアさま！　それでこそ一いつ般ぱん的な庶民よ！」

「違うよ!?　王女さまに平然と嘘うそを刷すり込まないで!?」

「ああ、ありがとうございます、ニーナさま！　おかげで庶民としてやっていく自信がついてまいりました！　今なら王宮のバルコニーから、我が国が抱かかえる少しよう子し高こう齢れい化問題と社会資本の需じゆ要よう変化について演説できそうな気がいたします！」

「その時点で庶民じゃないですけどね!?」

「さあソフィアさま、総復習よ！」

「はいっ！　カイさま、お覚悟っ！」

「え、総復習って──うォォオオいっ!?」

　二人がかりでのしかかられて、カイはたまらずひっくり返った。

　逃にげようともがくカイの肩かたを踏み付けて、ソフィアはぎゅうっと体重を乗せる。

「どうですかカイさま、愛を感じますか!?」

「感じませんよ!?　感じるのは抉えぐるようなヒールの感かん触しよくだけですよ!?」

「甘いわソフィアさま、もっと踏みにじるのよ！　カイの腕うでがもげるくらいに！」

「はいっ！　こうですか、カイさま！　こうですか!?」

「違います！　もうどこで間違ったのか分からないけれどとりあえず違います！」

「ソフィアさま、私が見本を見せるわ！　こうよ！」

「下半身は許して！　割とマジでもげる！」

「さあカイは陥かん落らく寸前だわ！　すかさず罵るのよ！　このゴミ虫がッ！」

「このオオサタンカブトムシがッ！」

「この薄うす汚ぎたない豚がッ！」

「この緑豊かな放牧場から直輸入した霜しも降ふり牛さんがッ！」

　罵ば倒とうの雨を浴びながら、カイはぎりぎりと歯を食いしばった。くっそ、何なんだよこの状じよう況きようは!?　もうこうなりゃヤケだぁぁあああ！

「もっと踏んでください！　もっと強く！　そうです、俺は醜い豚野郎ですッ!!」

「……カイ……？」

　ハッと視線を振ると、路地の先に呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしているリンとジルの姿があった。

　リンが信じがたいものを目まの当たりにしたように、口を押さえてぶるぶると震ふるえだす。

「か、カイが……カイが……！」

「ち、違うんだリン！　これはあくまでアレがアレであってそういうアレでは──！」

「カイが二人のニーナに踏まれてる……!?」

「そっかぁ、俺改めてすげぇ絵え面づらに巻き込まれてるんだなぁ！」

「カイ、お前という男は、この俺を差し置いてこんな夢のようなプレイをッ……うらやまけしからんんんん！」

「じゃあ代わってくれよ!?」

　ソフィアはようやくカイから足を降ろして、目を丸くしている。

「あの、この方々は？」

「私たちの仲間の、プリティー勇者リンと、腐くされニートのジルよ」

「まあ、お仲間の……！」

　リンの手を借りながら、カイはようやく立ち上がった。

「ね、ねえカイ、これはどういうこと!?　もしかして分身!?　ニーナが分身したの!?　ニーナはニンジャだったの!?　すごい、サインくださいひゃっほぉぉぉぉう！」

「リン、落ち着け。今から順を追って説明するから……」

　かいつまんで顛てん末まつを話すと、リンは目を輝かがやかせながらソフィアとニーナを見比べた。

「すごいや、ニーナが王女さまとそっくりなんて！　こんなことがあるんだねぇ！」

「っつーわけで、俺たちは今日一日、この二人が入れ替かわってることを隠し通さなきゃならねぇんだが……協力してくれるか？」

　リンはドンと胸を叩たたいた。

「任せて！　二人の秘密は、私たちが命をかけて守り通してみせるよ！　そう──じっちゃんの名にかけて！」

「お前のじいさんただの農夫だけどな」

　ジルも興味深そうにうなずく。

「なるほどな。確かにこれだけ似ていれば、入れ替わっていてもそう簡単には見み抜ぬけなさそうだ。しかし……まずは、服を替える必要があるのではないか？」

　ジルに指し摘てきされて、三人は顔を見合わせた。

「あ……」




　二人が物もの陰かげで着替えをする間、カイはそわそわと腕を組みかえながら待っていた。

「どうかしら？」

　ニーナの声に振り返って、「おおっ」と目をみはる。

　そこには清せい楚そなドレスをまとったニーナと、花屋の制服に身を包み、魔ま法ほう陣じんを背負ったソフィアが並んでいた。

「すごい、どっちがどっちか分からないよ！」

「ああ、これなら充じゆう分ぶんにだまし通せそうだな！」

　しかし胸のサイズまで完かん璧ぺきとは、本当に瓜うり二ふたつ……！　……いや待てよ、王女さまのほうが若じやつ干かん小ぶりなような……？

「ねぇカイ、一体どこを見比べてるのかしら？」

「なななな何でもないＤＥＡＴＨ……！」

　掴つかまれたこめかみがミシリと悲鳴をあげて、カイは邪じや念ねんを追おい払はらった。

「よし、あとはいかに誰だれにもバレずにお茶会と舞ぶ踏とう会を乗り切って、こっぴどく貴族を振ふるかだな……！」

　そこまで呟つぶやいて、ドレスに身を包んだニーナに目を移す。

「特にニーナは一人で王宮に乗り込むんだ、不安もあるだろうが……俺たちもすぐに合流するからな。頼たのんだぞ！」

「ええ、任せて！」

　胸に手を当てるニーナの隣となりで、ソフィアも力強く頷く。

「わたくしも誠心誠意、ニーナさま役を務めさせていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします！」

「うん！　よろしくね、ソフィアちゃん！」

「はいっ！」

　五人が顔を見合わせて固く頷き合った時、張りのある声が凜りんと響ひびいた。

「見つけましたぞ、ソフィア殿でん下か！」

「!?」

　路地の先に現れたのは、銀甲かつ冑ちゆうの騎き士しであった。

「このような所をうろつかれては困ります！　本日はお茶会、そして夜には大切な舞踏会が控ひかえているというのに！　さあ、王宮へ帰りましょう！」

　騎士が王女に扮ふんしたニーナの腕を掴み、ぐいと引っ張る。

「あ……！」

　反射的に踏ふみ出しかけたカイに、ニーナが片目をつむってみせた。

「大だい丈じよう夫ぶ、何も心配いらないわ！　王宮で会いましょう！」

　軽かろやかな囁ささやきを残して連れ去られるニーナを、カイはぐっと拳こぶしを握にぎりながら見送った。頼んだぞ、ニーナ……！

「……あれ？　そういやクロトはどうしたんだ？」

「武器屋さんを見てまわりたいから、後で合流するって！」

「ああ、そうか」

　せっかくの王都だもんなと納得するカイの隣で、リンが通りを指し示した。

「ねえ、まだちょっとだけ時間もあるし、私たちも街を散策してみようよっ！」

「おお、いい考えだな。特にソフィアさまには新しん鮮せんだろうし……」

　ソフィアが「まあ、嬉うれしいです！」と声を弾はずませる。

「わたくし前々から、庶民の生活を体験してみたいと思っていたのです！」

　大通りに出るなり、ソフィアは感極まった表情で両手を空へと差し上げた。

「ああ、これが……これがシャバの空気っ！」

「シャバとか大声で言っちゃダメです！」

「わたくし今、自由の身なのですね！　降り注ぐ陽光の、なんて清すが々すがしいことでしょう！　国民のみなさま、ご機き嫌げんうるわしゅうロイヤルぅぅぅうう！」

「落ち着いて、いったんテンション下げて！　めっちゃ注目浴びてるんで！」

「大丈夫です、今こそ特訓の成果を見せる時！　みなさまどうぞご覧ください！　わたくしの庶民力を！」

「だから草は食べないで！　あんた庶民のこと何だと思ってんの!?」

　リンがソフィアに手を貸して立ち上がらせながら笑う。

「ソフィアちゃんは草が好きなんだねぇ！」

「はい！　でもせっかくでしたら、もっといろいろなものを食べてみたいです！」

「じゃあ、クレープはどうかな!?」

　リンが示した先では、一いつ軒けんの屋台が甘いにおいを漂ただよわせていた。

　人々が手にしている黄金色の菓か子しを見て、ソフィアは目を丸くする。

「あれが、クレープ……ですか!?」

　おそらくどんな食べ物か知らないのだろう。ここはいいところを見せておくか……。カイはスマートにいちご生クリームクレープを買い求めると、したり顔で差し出した。

「いいですか、ソフィアさま。クレープというのは──」

「クレープというものは、お皿に乗っていて平たくて、パティシエが目の前でフランベしてくれるもののはずですけれど……!?」

「ああ……そうスか……」

　興きよう味み津しん々しんといった瞳ひとみを向けつつも、ソフィアはなかなかクレープに手を伸のばさない。

「あ、あのっ、フォークとナイフは……？」

「あー……思いっきりかぶりつくのが、庶民の作法です」

「庶民の作法っ！　了りよう解かいいたしました！　……でも、あの、フランベは……？」

「…………」

　カイは大道芸人が吹ふく火でクレープをあぶると、押し付けるようにソフィアに手て渡わたした。

「ありがとうございますっ！　……あのぅ、仕上げのオレンジソース──」

「あとはもう身体からだで感じてください！」

「まふっ」

　やや強引にクレープをソフィアの口に突つっ込こむと、ソフィアは素直に咀そ嚼しやくし、みるみる目を輝かせた。

「こ、これが……これがシャバの味……！」

「どう、ソフィアちゃん？」

「おいしいです、とっても……！」

「うふふ、良かった！」

「ああもう、指がべたべたですよ……」

　カイが指を拭ふく間にも、ソフィアは夢中になって庶しよ民みん式クレープをほお張っている。

「カイさま、わたくし存じ上げております！　これは『買い食い』というものですね！」

「そうですね」

「買い食い！　ああ、これが買い食いっ！　何という解放感でしょうか！　今すぐ盗ぬすんだ白馬で走りだしたいくらいですきゃっふうううううううう！」

「落ち着いて！　それただの犯行予告です！」

「カイさま！　カイさまもどうぞっ！」

「えっ!?　い、いや、俺は──んむっ!?」

　お返しとばかりに食べかけのクレープを思いっきり突っ込まれて、カイは口を噤つぐんだ。

「どうですかっ？」

「あ、ああ……おいしい、デス……」

　愛想笑いしたものの、味などほとんど分からなかった。王女さまと間接キスなんて、恐おそれ多すぎて──あ、違ちがうわ、よく考えたら俺、本物のキスしたんだった！　これ王宮にバレたら処しよ刑けいモンですわ……！

「リンさまもどうぞ！　思いっきりかぶりつくのが、正しい作法ですよ！」

「ありがとう！　わあ、とってもおいしいねぇ！」

「はい！　あっ、あの猫ねこじゃらしをトッピングしたらもっとおいしそうですよ！」

「うん、猫じゃらしはトッピングしないかな!?」

　リンにツッコませるとは、あの王女さまただ者じゃねぇな……！

　ソフィアのはしゃぎようを見守りながら、ジルが面おも白しろそうに顎あごをさする。

「今回も、なかなか楽しいことになりそうだな」

「そうか？　俺はもう胃が痛くてしょうがねぇよ……」
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　カイは力なく肩かたを落とした。勢いで引き受けちまったけど、先が思いやられるな……このにわか替かえ玉作戦、どこまで押し通せるものか……！

「あっ、そろそろ王宮前広場に集合する時間だ！」

「まあ大変、こんなところでオリーブオイルを売ってる場合ではございませんね！」

「行こう、ソフィアちゃん！」

「はいっ！　カイさま、ジルさま、お急ぎくださいっ！」

「は～い、はい……」

　カイは胃の辺りを押さえながら、足を踏み出し──

「カイさま！」

　弾んだ声に顔を上げる。雑ざつ踏とうに、あどけない笑顔が咲さいていた。

「わたくし、とても楽しいです！」

「…………」

　我知らず、口元が綻ほころぶ。まあ、あれだけ喜んでもらえるなら、多少の苦労も悪くはないかな……。

　カイはやれやれと首を振りながら、弾むように歩く仲間たちの後を追ったのだった。








　第二章　お客様の中に王子さま、もしくはマナー違反の鬼はいらっしゃいませんか!?






「いいですか、みなさん！　王おう宮きゆうでは冒ぼう険けん者としての節度を保って、決して失礼がないように！　おさない、かけない、しょうがなああああああい！　せっかくの王宮ですもの、少しくらいはしゃいでもしょうがなあああああああい！」

「まず先生が落ち着いてください!?」

　いよいよ王宮入りした一年二組の面々は、案内の兵士に先導されて廊ろう下かを歩いていた。

　大理石の花か瓶びんに、高い天てん井じよう、毛足の長いじゅうたん。左右を流れるきらびやかな景色に、学生たちから押し殺した歓かん声せいが上がる。

「うわあ、ここが王宮か！　何だかすごくいいにおいがするよひゃっほぉぉぉおおう！」

「リン、あんまきょろきょろすんな、目立ってるぞ！」

「わ、わー、すごいですー！　キレーイ、ゴーカ、トレビアーン！　あの肖しよう像ぞう画がの裏に、王族しか知らない隠かくし金庫があったりするのでしょうかー！　きゃっふぅぅぅうう！」

「ソフィアさまはあんまりわざとらしい感想を漏もらさないでください！　そして知ったら抹まつ殺さつされそうな機密事じ項こうをノリで暴ばく露ろしないで!?」

　カイは冷や汗の伝う額を押さえた。ただでさえさっきから、兵士や使用人たちの「えっ、王女さま!?」という不ふ審しんげな視線を集めまくりなのに、大だい丈じよう夫ぶなのかよコレ……！

　と、既すでに心労で倒れそうなカイの袖そでを、ソフィアが握にぎった。

「カイさま！　あれが例の貴族──ダグラス侯こう爵しやくです……！」

「っ！」

　見ると、廊下の向こうから風変わりな三人組が歩いてくるところであった。その先頭を歩く、大おお柄がらな男に目を据すえる。

「あれが王都に封魔球レチツド・ボールをばら撒まき、ソフィアさまに求きゆう婚こんしてるっていう例の貴族か……！」

　見るからに一ひと癖くせありそうな男だ。年の頃ころは二十代半ば、こげ茶の頭とう髪はつはばか丁てい寧ねいに撫なでつけられ、口元を覆おおうヒゲがひどく高圧的な印象を醸かもしている。後ろにつき従う二人も、一方はフードをすっぽりとかぶった黒衣の女に、もう一方は黒くろ髪かみの子どもと、王宮には不ふ釣つり合いすぎていかにもうさんくさい。

　ダグラスの蛇へびのように底光りする双そう眼がんが、学生の集団をジロリと舐なめる。

「っ！　ソフィアさま、顔を伏ふせて！　なるべく俺の陰かげになるように、こっちに……！」

「は、はい……！」

　しかし一歩遅おそく、鋭するどい視線が、カイの背後に隠れようとしているソフィアの姿を捕とらえた。ダグラスの目が見開かれる。

　しまった、見つかったか……！　カイが身を固くした刹せつ那な──

「やっだぁぁぁぁあン！　ソフィアさまぁぁぁぁあン!?」

　驚おどろく学生たちを跳はね飛ばしながら、大男が地じ響ひびきを上げて突進してきた。

「えええええええ!?」

　ダグラスは驚くカイの横を擦すり抜ぬけてソフィアに抱だき付くや、太い腕うでで締しめ上げる。

「えーうっそォー！　こんなところでお会いできるなんて超ちようラッキー！　え～、何この服、イメチェン的なァ!?　ヤダ、似合ってるんですけどぉゥ！　か～わ～い～い～！」

「うう……おヒゲが……痛いです……！」

「んもうっ、言うよねェ～！」

「お、お、お……！」

　身をくねらせる大男を恐きよう々きようと見上げながら、カイは全身全ぜん霊れいで絶ぜつ叫きようしていた。

「おネエじゃん!?」

　何これどういうこと!?　ソフィアさまってオカマに結けつ婚こん迫せまられてたの!?

　と、ソフィアが「ふぇぇ……」と力なく鳴いて、カイははっと我に返った。

「ちょ……ちょちょちょっ！」

　万まん力りきのようにソフィアを締め上げている腕を引き剥はがすと、二人のあいだに身体をねじ込む。

「も、盛り上がってるとこスミマセン！　こいつは王女さまじゃなくて……っ！」

「…………」

　ダグラスは食い入るようにカイを覗のぞき込んでいたかと思うと、唐とう突とつにその頬ほおをバチィン！　と両手で挟はさんだ。

　思わず「いってぇ!?　何すんだこの──」と声を荒あららげたカイを、野太い声が遮さえぎる。

「やだ、ひどい三さん白ぱく眼がん……！」

「は……？」

「アタシ好みだわァン……！」

　ぎらぎらと濡ぬれ光る眼に搦からめ捕とられて、カイの全身がぶわぁっと粟あわ立だった。
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「アアン、このやんちゃな犬けん歯し！　生意気そうな目元！　苦労の滲にじみ出た顔つき！　いいわァ、たまらないッ！　最高よゥ、ボクぅぅぅうん！」

「何これどういうこと!?　やめっ、ちょっ、リン、助けっ──むぎぎぎぎ……！」

「うわぁぁぁん！　嫌いやだよ貴族さん、カイをソッチの世界に連れて行かないでぇぇえ！」

「ソッチの世界って何!?　俺はどこに連れて行かれようとしているの!?」

「まあ、カイちゃんっていうのねェン！　犬みたいな名前もス・テ・キ！」

「謝れ！　俺と全国のカイさんに謝れ！　オイ何なんだよこれ!?　だ、誰だれか──」

　助けを求めるも、学生たちは唖あ然ぜんと立ち尽つくしているだけだ。

「先生、助けてください！」

　しかしアイリスは「う～ん」としょっぱい顔で首を振ふり、

「先生、オカマさんには食しよく指しが動きませんねぇ！」

「あんたの趣しゆ味みは聞いてねぇよ！」

「カイ、お前はまた妙みような輩やからばかり引き寄せおって！」

「えっ、コレ俺が悪いの!?」

　タコのようにへばりつく男をジルに引き剥がしてもらいながら、カイは直感していた。

「やべぇよ、これマジな人だ！　このオネエ貴族がソフィアさまに求婚とか、絶対に有り得ねぇ！　明らかに玉ぎよく座ざ狙ねらいだろ……！」

　こういう手合いはここではっきり断っておかなければ、面めん倒どうなことになる！

　カイは肉にく食しよく獣じゆうのような目つきをしたダグラスの前に、バッ！　と左手を突き出した。

「すみませんが、俺はそういう趣味はな──」

　言葉半ばに、ふと炙あぶるような視線に気付いて見下ろす。ダグラスの連れ──黒髪の子どもが、じっとカイを睨にらみ上げていた。

「女……？　いや、男か……？」

　緩ゆるくウェーブのかかった髪は短く、顔立ちも中性的で、少女とも少年とも判別しがたい。ただ身につけている黒い礼服で、男と知れた。大きな黄金色の瞳ひとみが、親の仇かたきとでもいわんばかりにカイをねめつけている。

「どうした？　俺の顔に何か付いてるか？」

　少年はカイの問いに答えず、ぺこりとおじぎをした。

「ん……？　あ、ああ……」

　初対面の挨あい拶さつというやつか。さすがは上流階級、子どもまで礼れい儀ぎ正ただしいな……！

　カイも深々と頭を下げようとした、瞬しゆん間かん、

「ふんっ！」

　光速で繰くり出された頭ず突つきが、鳩みぞ尾おちを直ちよく撃げきしていた。

「はっぐぅ……!?」

「ひゃあああ!?　カイ、大丈夫!?」

「ちょっとアンタ！　カイちゃんに何てことしてくれてんのよゥ！」

　ダグラスがカイを助け起こしながら叱しかりつけるが、少年は「あーっはははは！　やーいやーい引っ掛かかった！　ざまあみろーッ！」とカイを指さして大笑いしている。

「こんのガキ……！　危あやうく内臓こんにちはするところだぞ……！」

　と頭に血が上りかけて、カイは慌あわてて首を振った。

　他愛もない子どものいたずらだ、この程度で切れてしまっては男がすたる……！

「い、いけないぞぉ、ぼくぅ～！　むやみに人に頭突きしちゃいけないって、お父さんとお母さんに教わらなかっ──」

「ペッ！」

「よぉし、表に出ろ！　決けつ闘とうだ！」

「あああん!?　望むところですよ、この凶きよう悪あく面づらの腐くされ伝でん記き士がッ！」

「カイ、落ち着いて！　相手は子どもだよーっ！」

　と、カイと取っ組み合う少年の首根っこを、黒衣の女がむんずと掴つかんだ。

「これっ！　あんたもいけんよ！」

「っ!?　コキュ！　放せよっ！」

　コキュと呼ばれた女は、フードの奥でへらりと笑う。

「ほんまにこの子が失礼しよったねぇ」

「そうよ、アンタ！　カイちゃんに謝りなさいよゥ！」

　しかし少年は引き下がるどころか、「はァん!?」とカイにガンを飛ばす。

「謝るのはこの三白眼の方ですよ！　ぼくがこいつに何をされたと思う!?」

「ああ!?　何をしたも何も、初対面だよ！」

「初対面だって!?　このぼくにあんなことをしておいて、一体どの口がッ──むぐっ！」

「これっ！　やめい言うとるじゃろ！」

　少年は口を覆われたまま、「ぐるるる……！」と獰どう猛もうな唸うなりをまき散らしている。可愛かわいいなりをして狂きよう犬けんのようだ。

　コキュが「も～」と呆あきれかえる。

「ダグラス！　あんたも、そんな男の子にかまってる場合じゃなかろうに！」

「アラやだ、そうだったわァ！　ごめんなさいねェ、ソフィア殿でん下か！」

　ダグラスはソフィアの両手を握にぎると、ぞりィっと頬をすり寄せた。

「アタシが愛してるのはあなたダ・ケ！　オッケーの返事をくれるまで、何度でも挑ちよう戦せんしちゃうわよ～ン！　今夜の舞ぶ踏とう会だって張り切っちゃうんだからァ～！」

「あ、あ、あのっ！　わたくしはソフィアではなくっ……！」

　ソフィアが震ふるえながらも声を振り絞しぼった時、

「ダグラス卿きよう！」

「あっ！　あれは街で見かけた騎き士しさんだよ！」

　学生たちをかき分けて現れたのは、路地裏でニーナを連れ去った、白銀の甲かつ冑ちゆうの騎士であった。

「ダグラス卿、人ひと違ちがいにございます。その方はソフィア殿下ではございません！」

「えええっ!?」

　騎士はつかつかと歩み寄るなり、切れ長の瞳でソフィアを一いち瞥べつした。

「確かに、双ふた子ごと見み紛まがうほどにそっくりですが……ソフィア殿下はただいま、自室でお召めしかえの最中です。自分がこの目で確認しておりますので、間違いございません！」

「え、おかしくね？　この目で確認って、え、何、着き替がえを覗いたってこと？」

　ドン引くカイをよそに、ダグラスは素すっ頓とん狂きような声を上げている。

「そうなのォ!?　やっだぁ、アタシったら勘かん違ちがいしちゃったァ！」

　突つき飛ばされてよろめくソフィアを、カイは慌てて受け止めた。

「んもう、ごめんなさいねェ!?　あっ、もしかしてみなさん、今夜の舞踏会に招かれてるっていう学生さん!?　ヤダヤダ、恥はずかしいトコ見せちゃったわァン！　行きまショ、アンタたち！」

　まだガルルル、と唸っている黒髪の少年を引きずりながら、貴族たちは廊ろう下かの奥へと消えていく。角を曲がる直前、ダグラスがブリ～ン☆と振り向いた。

「カイちゃぁぁん、また舞踏会で会いましょうねぇぇぇン！」

　重量級の投げキッスを死にもの狂ぐるいで叩たたき落とすカイの横で、リンが「ほぇぇ」と気の抜けたため息を吐つく。

「なんだかすごい三人だったねぇ！」

「ふぁぁ……やっぱりわたくし、あの方は苦手です……」

　カイは満まん身しん創そう痍いのソフィアを支えながら、声をひそめた。

「何なんですか、あいつら!?　貴族はまさかのおネエだし、あの二人組も──黒衣の女はともかく、あのガキは!?」

「彼らはダグラスのお気に入りのようで、最近よく連れて歩いているのです」

「お気に入り？　とてもそうは見えんな、むしろいがみ合っていたようだが……」

「それにあの子、カイのこと知ってるみたいだったねぇ？」

「あんな狂犬みたいなガキに覚えはねぇよ……。っつーか、あの貴族どう見ても女に興味ねぇだろ、完全にアッチ系の人だろ！」

　リンが「へ？」と首を傾かしげる。

「じゃあ、ソフィアさまへの求きゆう婚こんは──」

「形だけだな、明らかに玉座狙いだ……！　心もないのに口先ばっかり調子のいいこと言いやがって……あんな不届きものに、うちのソフィアさまはあげられません！」

「どうしたのカイ、急に父ふ性せい愛に目覚めたの!?」

　ぎりぎりと奥歯を噛かみしめながら、カイは使命感に燃えていた。

　あんな玉座しか見てねぇオカマ野や郎ろうなんぞとソフィアさまを結けつ婚こんさせてたまるか！　この舞踏会で奴やつの企たくらみ、絶対にぶっつぶしてやる……！

　と、ざわめく学生たちの前に、銀甲冑の騎士が進み出た。

「お騒さわがせいたしまして、大変失礼いたしました。ユースタシア学園のみなさま、ようこそ王宮へ。わたくしはソフィア王女の親衛隊長を務めます、聖騎士アランにございます。どうぞお見知りおきを」

　折り目正しく一礼する様はいかにも堅かた物ぶつそうだが、その面おも差ざしは整っていて、切れ長の双そう眸ぼうがひとつに結んだ銀ぎん髪ぱつによく映はえる。背は高く、四し肢しはすらりと伸のび、まさに聖騎士という称しよう号ごうが相応ふさわしい男だった。

　女生徒が上げる黄色い声に紛まぎれて、カイはソフィアに囁ささやきかける。

「ソフィアさまの親衛隊長だったんですか、あの聖騎士」

「ええ。常にわたくしの身辺を警護しておりまして……あの者には要注意です……！」

　ソフィアの強こわ張ばった面持ちを見て、カイはごくりと喉のどを鳴らした。

「なるほど、普ふ段だんから傍そばにいるならば、ささいな仕草などから入いれ替かわりに気付かれる可能性が──！」

「なにせ、なぜかわたくしの下着の色も毎日把は握あくしているほどの猛も者さですから……！」

「それ訴うつたえたほうがいいですよ!?」

　あの聖騎士、涼すずしい顔してそんなストーカーみたいなことしてんの!?

　聖騎士アランは自らに降りかかるストーカー疑ぎ惑わくなど露つゆ知らず、淡たん々たんとスケジュールを告げる。

「みなさまにはこれより、国王陛へい下か、王おう妃ひ殿でん下か、王女殿下ご臨席のお茶会ののち、休きゆう憩けいをはさんで礼服に着替えていただき、夜七時より舞踏会に出席していただきます。今宵こよいのお部屋は北の館やかたにご用意させていただきましたので、どうぞ心行くまで宮きゆう廷ていの夜をご堪たん能のうください。それではただいまより、お茶会の会場へとご案内いたします。こちらへどうぞ」










　会場の扉とびらが開くなり、学生たちから歓かん声せいが上がる。

　フルーツのコンポートに花模様のティーセット。サンドイッチにスコーン、マカロン、クレープシュゼット、瓶びんに詰つまった色とりどりのキャンディ、目にも楽しいカップケーキ──純白のクロスが敷しかれた長テーブルに、まるでおとぎ話のような世界が広がっていた。

「どうぞ、お好きな席にお着きください」

　学生たちが目当ての菓か子しに近い席を奪うばい合う中で、カイは思案に沈しずんだ。ニーナとソフィアを近くに座らせるのは得策ではない、ここはなるべく王族とは離はなれた席に──鋭するどくめぐらせたカイの視界に、王女席で手招きしているソフィアの姿が飛び込んできた。

「カイさま、こちらです！」

「ナチュラルに王女さまの席に着かないでください!?」

「あっ、そうでした……！」

　ソフィアは慌てて立ち上がったが、その時にはすでに学生や給仕たちの不ふ審しんそうな視線を集めてしまっていた。

「しまった、出だしから怪あやしまれた……！」

「大丈夫、ここは私に任せて！」

「リン!?」

　リンはソフィアを背に庇かばうと、上うわ擦ずった声を張り上げた。

「か、彼女の名前は、ニーナです！　ニーナは、私の、友達です！　ニーナは、王女さまにそっくりですが、王女さまでは、ありません！」

「何だよその九官鳥みたいなしゃべり方、余計に怪しいよ！」

　しかし周囲は一応納得してくれたようだ。怪け訝げんそうな目線が散るのを待って、カイはソフィアに口を寄せた。

「ソフィアさま、頼たのみますよ！」

「すみません、つい……！」

「練習した通り、ニーナのふりに徹てつしてください！」

「う、うるさいわね、この豚ぶたさんが！　あなたなど舌ビラメの香こう草そう焼きでも召し上がっていればよろしくてよ!?」

「隠かくしきれない高級感！」

　そうこうしている内に、一行は王族にもっとも近い席になってしまった。カイの右みぎ隣どなりにソフィア、向かいにはリン、はす向かいにジルが座る。

　さあ、ここからが本番、何としてでも切り抜ぬけるぞ……！　カイは子どものようにそわそわしているソフィアを横目に見ながら、テーブルの下でぐっと拳こぶしを握りしめ──ふとリンの視線を感じて顔を上げた。きらきらと使命感に燃える瞳ひとみを見つめ、硬かたく頷うなずき合う。さすがは俺の幼おさな馴な染じみ、阿あ吽うんの呼吸だぜ──！

「私も同感だよ、カイ……やっぱり真っ先に狙ねらうはマカロンだよね……！」

「誰だれもお菓子の話はしてねぇよ……！」

　思った以上に意い思し疎そ通つうができてなかった……！　そしてこいつ、お茶会エンジョイする気満々だ……！

「国王陛下ってどんな人なのかなぁ？　緊きん張ちようする～！」「あのケーキすごいおいしそう！　早く食べたいねー！」「王女さまに好きなタイプ聞いてみよ～っと！」

　学生が和わ気き藹あい々あいと王族の登場を待つ中、アイリスが突とつ然ぜんテーブルを叩いて立ち上がった。

「みなさんっ！」

　驚おどろく学生たちを、お茶会にそぐわない沈ちん痛つうな面持ちで見み渡わたす。

「いいですか、楽しむのもけっこうですが、これだけは心得ていてください。このお茶会──少しでもそそうがあれば、首が飛びますよッ！」

「嫌いやだよそんな命がけのお茶会は!?」

「すみません、首が飛ぶのは言いすぎました！　せいぜい拷ごう問もんです！」

「マジで!?　そんなガチな感じなの、このイベント!?」

「はい！　特に王妃殿下はとてもマナーにお厳きびしい方だそうですから、間違ってもそそうのないように！　国王陛下への不敬など、もってのほかですよっ！」

　ええええ、そうなの!?　王さまと和なごやかにお茶を囲む会だと思ってたのに、想像以上に物々しいんですけど……!?

　思わぬ展開にカイをはじめ学生たちが震ふるえあがった時、扉の脇わきに控ひかえた聖騎き士しアランが朗々と声を上げた。

「みなさま、お待たせいたしました！　国王陛下のお出ましにございます！」

「！」

　ただでさえ凍こおり付いていた空気が、さらに引き絞しぼられる。我らが国を一身に預かる男、一体どんな……！

　熱い視線が集まる中、よく磨みがき込まれたマホガニーの扉が開き、その奥から恰かつ幅ぷくのいい壮そう年ねんの男が現れた。額には荘そう厳ごんな王おう冠かんを戴いただき、背せ丈たけこそ高くはないが、重厚なマントに包まれた肉厚の肢し体たいからは、王者の貫かん禄ろくがあふれ出ている。

「冒ぼう険けん者のたまごたちよ、よくぞ参った！　わしこそが国王、ロムルス二世じゃ！」

　しかしそんな威い厳げんあふれる自己紹しよう介かいを、学生たちはほとんど聞いていなかった。──明らかに国王の頭とう髪はつがズレている……！　というか後ろにズレすぎて、ほとんどカツラの体ていをなしていない。なんかもうみかんのヘタみたいになっている。

　周囲の学生と同じく、カイは必死に頬ほおの肉を噛んで耐たえ忍しのんだ。

「笑うな、笑うな俺っ……今笑えば、間違いなく打ち首……！　カツラごときで処しよ刑けいされたんじゃ、死んでも死にきれねぇぞ……！」

　ダメだ、笑ってはいけないと思うほど笑いの沸ふつ点てんが下がる……！　どうにかして失礼がないように指し摘てきしたい……ああ、でもまともに顔を上げられない……！　詰んだ、俺の人生詰んだ……っ！

　と、ぶるぶると震えるカイの膝ひざを突つつくものがあった。リンだ。

「カイ、私がさりげなく指摘してみるよ……！」

「リン!?　だ、だがお前、失敗すればただじゃ済まないぞ……!?」

「でも、これじゃあ全員共とも倒だおれだよっ！」

　翡ひ翠すい色の瞳に貫つらぬかれて、カイは声を詰まらせた。確かにこのままでは、誰かが犠ぎ牲せいになるのは時間の問題だ……！

「頼んだぞ、リン！　なるべくオブラートに包むんだぞ！　オブラートに……！」

「任せて！」

　リンはひとつ深呼吸をすると、「は、は、は……」と大きくのけぞり、

「はっくひゅぅぅぅううん！　カツラずれてますッ（早口）！」

「そんなアグレッシブなオブラートがあってたまるかぁぁぁぁあああ！」

　光の速さでリンの口にジャムをたっぷり塗ぬったスコーンを詰め込むが、時すでに遅おそし。

「リン殿どの……」

　聖騎士アランの指がゆらりと持ちあがり、リンを貫く。

「マナー違い反はんです！　くしゃみをする場合は口に手を当てること！」

「ああ、そっち!?　カツラ発言に関してはスルーなの!?」

　と、国王が不自然な髪かみの束をふぁさりと持ち上げた。

「うーん、これカツラじゃなくて帽ぼう子しじゃからね！」

「紛らわしい帽子だな!?　こんなんで処刑されたらますます浮うかばれねぇよ！」

　ちなみに露あらわになった国王の頭髪は、がっつり後退しつつも未練がましく頭皮にしがみついていて、余計に哀あい愁しゆうを誘さそった。

「マナー違反を犯されましたリン殿は、厳げん罰ばつに処させていただきます！」

　アランの宣告に、「なっ!?」と目をみはる。

「厳罰だと!?　そんな……！」

「ここは厳正なる王宮、罪を犯せばしかるべき罰を受けるのは当然のこと──！」

「ま、待ってください！」

　皆みなまで言わせず、カイは立ち上がっていた。

「リンへの罰は、俺が受けますッ！」

「カイ!?」

　揺ゆるぎないカイの瞳を見返して、アランは「なるほど」と頷く。

「お仲間の身代わりになろうというその心意気やよし……その者を取り押さえよ！」

「そんな、カイ……！」

　給仕たちに両りよう脇わきを固められながら、カイの脳のう裏りに数々の残ざん虐ぎやくな光景がよぎる……焼きゴテ、石抱だき、火責ぜめ、水責め──あまりの苦痛に、拷問半ばで命果てる者も多いと聞く。ふ……短いが、いい人生だった……！

「リン、後のこと、よろしく頼むぜ……！」

「カイ……！　いやだよ、カイーっ！」

「拷問官をここへッ！」

　アランの声と共に、弾はじけ飛ばんばかりに扉が開く。カイはせめて死神の姿をその目に焼き付けようと、顔を上げ──

　現れたのは、黒いドミノを着けてボンデージに身を包んだ女性だった。

「あたしの鞭むちを受けたいのはどこのどいつだいッ！」

「なんかＳＭ女王さまみたいな人が来ちゃったんだけど!?」

　生まれたての子こ鹿じかのように震えるカイへと、ＳＭ女王は手にした鞭をしならせながら歩み寄る。

「ふん、あんたかい！　なかなか叩たたき甲が斐いのありそうな坊ぼうやじゃないか、ケツを出しな！」

「いやおかしいだろコレ、拷問官じゃねぇよな!?　明らかに性的な方面で叩くのを生なり業わいとしているお方だよな!?」

「つべこべ言ってんじゃないよ！　歯を食いしばりなっ！」

「えっ、ホントに!?　ちょ、ちょっと待っ、心の準備が──！」

　言いも果てず、ばちーん！　という鞭の音と「いッてぇえ！」という悲鳴が重なった。

「あーダメだこれ、マジなお方だ！　すっげぇ腰こしが入ってるんだけど、何者なのこの処刑人は!?」

「うむ、紹介しよう！　彼女こそ我が最愛の妻、エリザベートじゃ！」

「王おう妃ひさまなの!?　これが我が国の王妃さまなの!?」

　ＳＭ女王は華か麗れいにドミノを取り払はらい、鞭を床ゆかに打ち付ける。

「その通り、あたしが王妃エリザベートさッ！　宮きゆう廷ていでのそそうは、このあたしが許さないよッ！」

「いやおかしいだろ、一国の王妃さまが何でボンデージ着てんだよ!?」

「ふぉふぉふぉ、驚いたであろう！　何を隠そうわしはドＭ、そしてエリザベートはドＳで──（バチーン！）おっふ!?」

「気安く呼ぶんじゃないよ、このご機き嫌げんハゲダヌキがッ！」

「その暴言こそが一番のそそうなんじゃないの!?」

　しかし国王はうっとりと身み悶もだえている。

「おお、我が妻よ……その容よう赦しやない鞭さばき、今日も冴さえ渡わたっておるぞ……！」

「ああ、真性だわ、この人たち真性だわ……！」

　ジルが「シンパシーを感じるな……！」などと熱い視線を注いでいるが、遊び人と一国の王を同列に並べるなど恐おそれ多いやら恐れ多いやら恐れ多いやらで本当に恐れ多い！　あとケツが割れそうに痛い！

　王妃はすっかり硬こう直ちよくしている一同を見渡して鞭を鳴らす。

「いいかい、このお茶会はほんの前座だ！　あんたらには舞ぶ踏とう会に備えて、宮廷にふさわしいマナーを身に付けてもらうよ！　少しでもそそうがあった時にはこのあたしが直じき々じきに鞭をくれてやるから、覚かく悟ごおし！」

　アイリスが「ああ！」と感かん涙るいにむせぶ。

「みなさん、王妃さま自ら躾しつけていただけるなんて、めったにないことですよ！」

「だからってケツを叩く必要はなくねぇ!?」

「はん、本来なら処刑すべきところをケツで済ませてやろうってんだ、感謝するんだね！」

「いや確実に趣しゆ味み入ってますよねぇ!?」

　どうなってんのこの王宮!?　と度ど肝ぎもを抜ぬかれるカイの肩かたに、ソフィアが「カイさま……」とそっと手を置いた。

「王宮ではよくあることです！」

「えっ、よくあるの!?　コレ王宮あるあるなの!?」

「ええ。懐なつかしいですわ、これぞ王宮式のスパルタ教育！　わたくしも幼少のみぎりは、よく母上の愛の鞭を受けたものです……！」

「もしかしてソフィアさまが愛情表現を勘かん違ちがいしてるのって、ご両親のせいなんじゃないの!?」

　この王宮マジで物ぶつ騒そうすぎるだろ！　これニーナとソフィアさまの入いれ替かわりなんかバレた日には、ただじゃ済まねぇぞ……!?

　ＳＭ女王王妃が席に着いたところで、国王が嬉き々きとして声を張る。

「さて、最後にわしの娘むすめを紹介しよう！」

「っ！」

　いよいよ王女に扮ふんしたニーナのお出ましだ！　頼たのむぞ、ニーナ……！

「わが最愛の愛まな娘むすめ、ソフィアじゃ！」

　そして奥の扉とびらから現れる、淡あわい水色のドレスに身を包んだ少女──まるで一枚の絵かい画がのような凜りんとした美しい佇たたずまいに、カイですら一いつ瞬しゆん我を忘れて見み惚とれた。

　我に返った学生たちの間にざわめきが広がる。

「わぁ、きれいな人……それに、ニーナさんそっくり！」「マジ似すぎっしょ！　どっちがどっちか分からねー、ウケる！」「むしろあっちが影かげ武む者しやじゃない？　なんちゃって！」

　影武者という単語に、カイの肩がびくりと跳はねる。こ、この流れはまずいぞ、何とか注意を逸そらさねぇと……！

　しかし焦あせるカイをよそに、ニーナは優ゆう雅がにドレスをつまむと軽かろやかに膝を曲げた。輝かがやかしい笑顔で言うことには、

「みなさま、ごきげんうるわしゅうロイヤりゅ！」

「やっちゃった！　しかも噛かんだ！　そしてすげぇドヤ顔だ！」

　これ完全に怪あやしまれただろぉぉぉ……！　しかしカイの絶望とは裏腹に、学生たちは好こう奇き心しんに満ちた表情から一転、「笑うな！」「そそうがあったらケツを引っぱたかれるぞ……！」と緊きん張ちようした面おも持もちで互たがいを励はげまし合っている。

　そ、そうか……！　カイは遅おくればせながら、ニーナのドヤ顔の意味を理解していた。あいつ、注目をかわすためにわざと噛んだのか！　これで当分は疑われることも──

「それにしても、そこのニーナ嬢じようとやらは、本当に我が娘と瓜うり二ふたつじゃのう！」

　国王陛下ぁぁぁあ、空気読んでぇぇぇええ!?

「そそそうでしょうかっ!?　そんなに似てるかなぁ、俺にはそう見えねぇけどなぁ！」

「う、うんうんっ！　たたたたた他人のそら豆っていう言葉もあるしねっ！」

「リン、それを言うなら他人のそら似だ！　それじゃあただのそら豆泥どろ棒ぼうだ！」

「そうですわ！　わたくしの名はニーナ、ただのそら豆泥棒です！」

「どんな自己紹しよう介かい!?」

　しかしソフィアはカイよりもよほど肝きもが据すわっているようだった。自分の父親に向かって、恐れ気げなく胸を張る。

「国王陛下、わたくしが王女殿でん下かに似ているなどと、とんでもない！　わたくしは一いつ介かいの庶しよ民みんですもの！　その証しよう拠こに、ほら！」

　手を伸のばすなり、皿に乗ったクレープシュゼットを豪ごう快かいに鷲わし掴づかみにし、

「クレープを手で食べます！」

「べったべたじゃないですか！」

「ですがカイさま、これが庶民の作法なのです！」

「違ちがいます！　物さえあれば庶民だってフォークとナイフを使います！」

「さらに通な食べ方をお見せしますわ！　大道芸人をここへ！」

「あれは悪い見本です！　あれは完全に俺が間ま違ちがってましたすみません！」

　カイの必死のフォロー虚むなしく、アランのジャッジが下される。

「ニーナ殿どの、マナー違反にございます！」

「ああ……！」と頭を抱かかえるカイの横で、王妃が鞭を手に席を立った。

「クレープを手掴みするとは驚おどろいたね！　こんな重大なマナー違反、娘に似ているとはいえ容赦はしないよ！」

　ソフィアを立たせようとする王妃を、「王妃殿下！」とカイの咆ほう哮こうが引き止めた。

「叩くなら俺を──俺を引っぱたいてください！」

「なっ!?　大たい抵ていの人間は一度で懲こりるってのに、あんたまだあたしの鞭を受けたいのかい!?」

　その場にいる全員の心中を代弁するように、ジルが感かん慨がい深ぶかげに呻うめく。

「カイ、お前ついに目覚めたか……！」

「違ちげぇよ！　むしろお前が叩かれろよ、大好物だろこういうの!?」

　俺だって好きで鞭打たれるわけじゃねぇよ!?

　涙なみだ目めのカイを、給仕たちが取り押さえた。

「ふ、ふ。何て命知らずな坊やだい、気に入ったよ。さあ、歯を食いしばりなっ！」

「あー無理無理無理ッ、やっぱ怖こわい、怖いって怖いって──（バチーン！）いやっほぉぉおおおおう！」

　椅い子すにくずおれたカイに、ソフィアがそっと身を乗り出す。

「カイさま、わたくしがはしゃぎすぎたばかりに、申し訳ございません……！」

「いえ、いいです……！　でもただでさえ入れ替わりで神経すり減ってるんで、頼むからリンもソフィアさまも、これ以上マナー違反しないで……！」

　カイが二人に念を押した矢先──

「クロト殿、マナー違反にございます！」

「!?」

　思わぬ展開に視線を向けると、皿の上でマカロンを丁てい寧ねいに分解したまま凍こおり付いているクロトがいた。あいつはあんな離はなれた席で何をしでかしてくれてんのォォオオ!?　さすがに俺のケツも限界だよ!?　もうかばいきれねぇよ!?

　クロトは会場中から注がれる視線にたじろぎ、その目にじわりと涙が溜たまる。

「ご、ごめんなさ……お、お、オレ、宮廷のマナーとか、よく分からなくて……こんなお菓か子しも、初めて見たから……」

　緊張しながらも、可愛かわいいお菓子に手を伸ばさずにいられなかったのだろう……俯うつむいたその肩が震ふるえているのを見て、カイは腹を決めた。

「お、お、俺が代わりに──！」

　カイは名乗りを上げつつ立ち上がろうとし──しかし三度目はなかった。

　王妃の冷たい目が、カイを貫つらぬく。

「ふん、仲間を庇かばうのも大たい概がいにしな！　あんただって、本当はもう限界なんだろう？」

「っそ、そんな……！」

　カイが鼻はな白じろむ間にも、王妃はゆっくりとクロトへ歩んでいく。ちょっと待て、ヤバいぞ！　あんな鞭むち、常人が受け切れるもんじゃねぇ、どうにかして気を逸らさねぇと……っ！

　焦るカイの視界の隅すみで、王妃が鞭をしならせ──

「は──はーっはっはっはっは！　甘いなクロトォォオオオオオオオオ！」

　カイは高らかな哄こう笑しようとともに、両手に装備したフォークとナイフをジャキィィン！　と打ち鳴らした。

「か、カイ・アンバー!?」

「そんな生ぬるいものはマナー違反にあらず！　王族のみなさま、今こそご覧にいれましょう──本物のマナー違反というものをッ！」

「か、カイさま、一体何を……!?」

　学生たちが恐きよう々きようと見守る中、カイは雄お叫たけびを上げながらスコーンへと挑いどみかかった。

「マカロンの分解がどうしたァァァアア！　こちとらスコーンをめいっぱい口に詰つめ込んだ上でポットから直じかに紅茶を飲んでやるぜうあっちぃぃいい！」

「す、すごいよカイッ！　さらに紅茶を噴ふいてテーブルクロスを汚よごすまでの二段、いや、三段構え!?」

「凄すさまじいマナー違反です！　神をも恐れない所業……さしずめマナー違反の鬼おにっ！」

　リンとソフィアの悲鳴を遠く聞きながら、カイは不敵な笑みを刻んだ。これで王妃さまの注意は、否いやが応でも俺に向くはず……！

　しかしリンが絶望に染まった声をあげる。

「だめだ、カイ！　クロトちゃんがフォークとナイフを逆に持ちはじめたよ！」

「な、何だとっ!?　くっ、ならばこっちは必殺、サンドイッチの立ち食いだッ！」

「お、お茶会で立ち食いですって!?　なんというカジュアルさ、しかも机に手をついての斜ななめ立ち……!?　ああ、まるでカイさまの周囲だけおしゃれな街角のようです！」

「あっ、いけない、クロトちゃんがクッキーの食べかすをぽろぽろ零こぼしてるよっ！」

「ならばこれでどうだ！　アンバー家奥おう義ぎ・『特に断りもなく人の紅茶にミルクと砂糖を入れる』ッ！」

「な、何て恐おそろしい！　リンさまの紅茶が、本人のあずかり知らぬところでどんどんロイヤルミルクティーにっ……！　これにはさすがのクロトさまも──！」

「い、いや待って、クロトちゃんの方が数段上うわ手てだ！　ジャムと間違えてキャビアをスコーンに塗ぬっている！　そして食べた！　噴き出したっ！　大おお慌あわてでテーブルクロスで口を拭ふいている！」

「なるほど、そう来たか……！　だが見ろ、俺はフィンガーボウルを飲み干すぞ！　このテーブルマナー最大の禁きん忌きに勝てるかな!?」

「す、すごいですカイさま、震えあがるほど怒ど濤とうのマナー違反です！」

「あっ、ダメだよカイ、クロトちゃんが──」

「っつーかクロトさんちょっと大人しくしててくれませんかねぇ!?」

　カイは最後の一いつ滴てきまで飲み干したフィンガーボールを、荒あら々あらしくテーブルに叩たたき付けた。

「これでどうだァァアアアア！」

　不敵に口の端はしを拭ぬぐうカイ、そして王妃の間を、静かな殺気がつなぐ。

「恐れ入ったよ、そこまでしてお仕置きされたいとはね……！　ここまであたしを熱くさせた男はあんたが初めてさ！　特別に王家秘伝・竜たつ巻まき乱れ打ちをお見み舞まいしてやるよ！」

「勘かん弁べんしてください……！」とは口に出さず、カイは大人しく立ち上がった。

「カイ……！」「カイさま……！」

　心中の動どう揺ようを押おし隠かくして、王妃に背を向ける。勢いでやらかしたはいいが、あんな鞭を連続で受けたらさすがに死ぬかもしれない……少なくともケツが六つに割れることは必ひつ至し……！　さらば俺の青春……！

　背後で鞭が唸うなりを上げ、カイは死を覚かく悟ごし──

「お待ちください、お母さま！」

「!?」

　驚いて振ふり返った先では、ニーナが凜りん然ぜんと立ち上がっていた。

「彼は調子に乗り過ぎたわ……その男の処しよ罰ばつ、わたくしにお任せください！」

「!?」

　カイ以上に驚いているのは王妃であった。

「ソフィア!?　虫も殺せないあんたが、今日出会ったばかりの男を罰するなんてできるのかい!?」

　目を見開く王妃に、ニーナは「ええ」と力強く頷うなずく。

「今こそ、わたくしが紛まぎれもなくお母さまの娘むすめであることを証明してみせますわ！」

　菫すみれ色いろの瞳ひとみに貫かれて、カイは身み震ぶるいした。ニーナ直じき々じきの処罰だと!?　一体どんな──

　おののくカイを、ニーナの細い指が真っ直ぐに、威い厳げんに満ちて示す。

「カイ・アンバーとやら……──」

　その誇ほこり高き唇くちびるから、今、審しん判ぱんが下される……！

「罰として、何か面おも白しろいことを言いなさい！」

　とんでもないムチャ振ぶり来たァァァアア！

「な、ななななな何考えてんだ、ニーナの奴やつッ……！」

　目ん玉をこぼさんばかりにうろたえるカイだが、王妃は満足そうに笑んだ。

「ふ、ふ……！　さすがはあたしの娘！　この状じよう況きよう下かでまさか精神攻こう撃げきとは……我が娘ながら恐ろしいよ……！」

「もしもお茶会を爆ばく笑しようの渦うずに包めたのなら、許してあげるわ。けれどもしもつまらないことを言ったらどうなるか、分かってるわよね？」

「な、な……っ！」

　その場にいる誰だれもが、固かた唾ずを吞のんでカイの運命を見守っている。こ、ここここの状じよう況きようで面白いことを言えだとォォ……!?

　カイの顔をだらだらと脂あぶら汗あせが伝った。いや、だがこれは、鞭むち地じ獄ごくの前に開けた唯ゆい一いつの活路……このチャンスを生かせるかどうかは、俺の手しゆ腕わんに掛かかっている……！

「……っ！」

　カイは猛もう禽きんのような目つきでテーブルを見み渡わたすと、獲え物ものを定めた。

「あ、あー……」

　大きく咳せき払ばらいをすると、もったいぶりながら指を持ち上げ、こじゃれた塩の容器を指す。

　たっぷりと間を取って、存分に注目を集め──

「王女さま、ちょっと、ソルトって──なぁんつって」

　華はなやかなテーブルの上に、しん、と絶対零れい度どの沈ちん黙もくが降りる。

「…………」

　……やらかしました。

　気を失いかけるカイの視界の端はしで、ソフィアがそっと差し出した塩を、リンが慌あわてて引っ込めさせていた。

　しかしカイは諦あきらめない。

「ソルト……ソルトって……あっ！　お茶会だけに、ソルトっティー……!!」

　……二次災害！

　誰もが凍りつく中、ニーナがゆっくりと口を開く。

「……今のは、何かしら？」

「……い……いや、ですから、あれ塩ですよね？　塩ってことはソルトですよね、ね？　で、『ちょっとそれ取って』をソルトに掛けて……」

「こ、これは……滑すべったギャグを自分で解説させられるという苦行プレイ……！」

「辛つらいぞ、あれは辛いぞ、一種の拷ごう問もんだぞ……！」

　リンとジルを恐きよう怖ふのどん底に突き落としながら、カイの説拷明問は続く。

「さらにせっかくのお茶会の席ですから、紅茶とティーを掛けて、『ちょっとソルトっティ～』つって──ふッはっ！」

「自分のギャグの解説で笑っちゃったよ!?」

「目も当てられん！」

　学生たちが息を詰めて審判を待つ中、ニーナはゆっくりと親指を立て──たかと思うと、そのまま勢いよく床ゆかを指した。

「死し刑けい！」

「そんなにダメでした!?」

　抵てい抗こうするカイを給仕たちが引っ立てる。

「くっそぉ、精いっぱいやったのに！　アウェイな空気にもめげずにがんばったのに！」

「言い訳など聞きたくないわ！　お母さま、この男に罰を！」

　椅い子すを蹴けって立ち上がった王妃は、これまでにないほどに怒いかり狂くるっていた。

「何て恐ろしい極悪人なんだい!?　楽しいお茶会を凍りつかせた罪は万ばん死しに値するよッ！」

「マジで!?　俺のギャグってそんなに罪深いの──（バチーン！）あッぐぅうう!?　…………ぅぅ……────」

「カイ、大だい丈じよう夫ぶ……!?」

　心配そうに身を乗り出すリンに、カイは「……リン……」とかすれた声で呼びかけた。

「なに？」

「この痛み……ちょっと癖くせになってきた……！」

「カイ、それは違ちがうよ！　カイの脳内物質が全力でカイを騙だましにかかってるだけだよ、気をしっかり持って！」

「そ、そうか、そうだよな……すまん、俺としたことが……！」

　リンに叱しつ咤たされてしまった。

　顔を歪ゆがめて腰こしをさすっていると、ふと笑顔のニーナと目が合う。

「一発で済んで良かったわね？」

　ああ、一応助けてくれたのか……。確かに乱れ打ちなど受けていたらタダでは済まなかっただろう、おかげで命拾いした……けど、その割にはすごい楽しそうだよね……!?

「しかしまさか、精神的に追おい詰めるという罰があったとはね！　感動したよ、ソフィア！　お前は紛まごうことなきあたしの娘だね！」

「ええ、お母さま！」

　王妃とニーナは硬かたく手を取り合っている。どうやら影かげ武む者しや疑ぎ惑わくも一山越こえたらしい。ちなみにソフィアは「カイさま、お母さまの愛の鞭むちは癖になりますでしょう!?」とポリポリとクッキーを平らげてご機き嫌げんだ。もしかしたら当人たちが、一番この状況を楽しんでいるのかもしれない。

「っつーかこれ、入いれ替かわりに気付かねぇほうがどうかしてるだろ！　もういっそ誰か気付いてよ！　そして俺を解放してよ!?」

　半泣きのカイを憐あわれんだのか、国王が優しく微笑ほほえみかけた。

「カイとやら、さっきのソルトってやつ、わしはなかなか好きじゃったぞい！」

「み、身に余る光栄です、国王陛下……！」

「こうして心底くだらないギャグを聞けるのも、平和な証しよう拠こじゃからのう！」

「やめて、ナチュラルに傷を抉えぐらないで……！」

　ニーナが「そうね、お父さま」と同意する。

「けれど平和というのは、時に退たい屈くつなものだわ……。というわけでカイとやら、お姫ひめさまごっこに付き合いなさい！」

「どういうこと!?」

「聞こえなかったの!?　お姫さまごっこがしたいのよ！」

「あんたもうお姫さまですけど!?　何だよお姫さまごっこって、お茶会だいぶ関係ないよねぇ!?」

　ニーナは広げた扇せん子すで口元を覆おおい隠すと、カイにしか見えない角度で微笑みかけた。

「せっかくだからお姫さまらしいこと、今日一日でめいっぱい体験してみたいの。もちろん、楽しませてくれるわよね？」

「うっ……！」

　含ふくみのある流し目に貫つらぬかれて、カイは返答に窮きゆうした。また面めん倒どうなことになりそうだが……そういやこいつ、おとぎ話のお姫さまに憧あこがれてたって言ってたっけな……。ため息を吐つきつつ、半ば投げやりに腹をくくる。こうなったら乗りかかった船だ、何でも来やがれ！

「どんなムチャ振りだって応こたえてやるよ、ちくしょう！」

「よくぞ言ったわ！　それでこそ冒険者の鑑かがみよ！」

「それで、どのようなお姫さまごっこをお望みで……？」

　身構えつつ尋たずねるカイに、ニーナは鷹おう揚ように頷き、

「さらわれたいわ！」

「えっ、何で!?」

「お姫さまといえばさらわれるものと、相場は決まっているものよ！」

「そうなんだ知らなかった！」

「ここは悪の大魔ま王おうのアジト、そして私は囚とらわれの姫なの！」

「ホントお茶会関係ねぇな……！」

「あなたは白はく馬ばに乗った王子さま！　ロイヤルミルクティーの妖よう精せいに導かれて、私を助けにくるんだわ！」

「唐とう突とつにねじ込まれるお茶会感！」

「けれど逃とう避ひ行こうする二人の前に、悪の大魔王が立ち塞ふさがるのよ……！」

「いい感じに壮そう大だいになってきたぞ……！」

「そこに現れる王子の元恋こい人びと！　王子をめぐって始まる女たちのキャットファイト！」

「その突とつ然ぜんの修しゆ羅ら場ばいる!?」

「あとホラー要素も欲しいから、ゾンビは必ひつ須すね！」

「ゾンビがどうやってお姫様ごっこに絡からんでくるんだよ!?」

「さらには際きわどい濡ぬれ場ばがありつつ……！」

「濡れ場!?　ゾンビで修羅場で濡れ場なお姫さまごっこ!?」

「そして最後は大爆ばく発はつするの！」

「全部投げた！　今までの流れは何だったの!?」

「笑いあり、涙なみだあり、ド派手なアクションありの一大スペクタクル！　主題歌は新しん進しん気き鋭えいのオペラ歌手になる予定の私が歌い──」

「そんな予定があったんだ!?」

「ゆくゆくは『全王女が泣いた！』と銘めい打うって、大陸全土に進出するのよ！」

「全王女ってどういうことなんですかねぇ!?」

　こいつの夢でっけぇなぁ！　盛り込みすぎて収しゆう拾しゆうつかねぇよ！

「というわけで、ひとつ頼たのんだわよ！」

「ひとつもふたつもあるか！　どうやって再現すりゃぁいいんだよ、そんな壮大なお姫さまごっこ!?」

「じゃあゾンビと修羅場と濡れ場は諦めるから、大爆発だけでいいわ」

「そんな精いっぱい譲じよう歩ほしましたみたいな顔で!?　他はがんばってみるから、何ならそれだけ諦めてくれませんかね!?」

「それじゃあ配役を発表するわね！」

「ねぇもしかして俺の声聞こえてねぇの!?」

　いきり立つカイを華か麗れいに無視して、ニーナは嬉き々きとしてテーブルの一角を指差す。

「白馬、ジル！」

「出だしからカオス！」

　しかし指名を受けたジルは興奮も露あらわに立ち上がる。

「なるほど！　つまり俺はお前の意のままに跨またがられたり脇わき腹ばらを蹴られたり、果てには乗馬鞭で打たれたりするのだな!?　いいだろう！　さあ乗れ、今すぐ俺に乗れぇぇいッ！」

「乗るのは私じゃないわ、カイよ」

「……！」

　顔を覆ったジルの口から、この世の終わりのような呻うめきが漏もれる。

「……チェンジ……！」

「それはこっちの台詞せりふだ」

「続いて、王子さまを導くロイヤルミルクティーの妖精！　リン！」

「わぁい！　ロイヤルかつミルクティーに王子さまを導くぞー！」

「俺こいつに導かれるの!?　不安極きわまりないんだけど!?」

「そして悪の大魔王、ニーナさん！」

「まあ！　誠心誠意がんばらせていただきますわ！」

「ミスキャストにも程があるだろう！」

「最後に姫のペットの子こ猫ねこ、クロトちゃん！」

「うえぇぇい!?」

「ペットの存在とか初耳なんだけど！　すごい私し欲よくが透すけて見えるんだけど!?」

　クロトのやつホントとばっちり体質だな……！

「カイくん、がんばってください！　このお姫さまごっこに、ユースタシア学園の威い信しんがかかっていますよ！」

　アイリスをはじめ巻き込まれずに済んだ学生たちは、思いがけず始まった茶番をとことん楽しもうという姿勢らしい。

「ほう、何か面おも白しろいことが始まるらしいぞい！」

「退屈な出し物なんざ見せたら、ただじゃおかないよ！」

　国王も王おう妃ひも興きよう味み津しん々しんだ。こうなったら後には引けない……！

「いいだろう、やってやるさッ！」

　カイは叩たたき付けるように吠ほえた。覚かく悟ごしろよニーナ、こうなったらお前のわがまま、とことん叶かなえてやるぜ……見てろ、学園祭で鍛きたえた俺の名役者っぷりをなァ！

「それじゃあ王子一行は扉とびらの外でスタンバイして、頃ころ合あいを見て私を助けにくるのよ！」

「望むところだ！」

　白馬と妖精を引きつれて、威い勢せいよく会場を出る。

　後ろ手に扉を閉めるなり、三人は額を突きあわせた。

「ニーナ、とっても楽しそうだね！」

「うむ、元気そうで何よりだな！」

「むしろ元気すぎるだろ、さっきから胃が痛くて仕方ねぇよ……。それよりどうする？　俺はやっぱり白ジ馬ルに乗って入場しなきゃならないのか……？」

「俺は男を乗せるなど御ご免めんだぞ！」

「俺だってお断りだよ！」

「じゃあ肩かた車ぐるまはどうかなっ？」

「リン、お前はまた他ひ人と事ごとだと思って……！」

「仕方ない、俺がブリッジをするから、王お子前は俺の腹に仁に王おう立ちに……」

「お前は何でそんなに自分を追いつめるの!?　何がお前をそんな苦行に駆かり立てるの!?」

　結局、四つん這ばいのジルの上にカイが仁王立ちになるというスタイルで落ち着いた。

「そろそろ頃合いか……よし、行くぞ！」

　さあ、世界一壮大なお姫さまごっこの幕開けだ！

　ジルの背中に足を踏ふん張ばって、勢いよく扉を開く。

「姫、助けにまいりましたァッ!!」

「うふふふふふクロちゃん可愛いわクロちゃんぺろぺろにゃんにゃんにゃん！」

　囚われのお姫さまは、怯おびえるクロトを膝ひざに乗せて、思う存分もふもふしまくっていた。

　──パタンと扉を閉める。直後、握にぎりしめたままの取っ手がガタガタと暴れ始めた。隙すき間まから鬼おにの形ぎよう相そうのニーナが覗のぞく。

「ちょっと！　私を助けにきたんじゃないの!?」

「いや、割と楽しそうだし、俺が行くまでもないかな～って……！」

「もう一度だけチャンスをあげるわ！　今度こそ助けにきなさい、いいわね！　次ヘマしたら首が飛ぶわよ！」

「助けを待つ人間のセリフじゃねぇよ……！」

　テイク２。

「姫、助けにまいりましたァッ!!」

　叩き付けるように扉を開くと、今度はきちんと悲ひ嘆たんにくれていたらしいニーナが、ドレスをひるがえして振ふり向き、両手を差さし伸のべた。

「ああ、王子さま！　必ず助けにきてくださると信じておりました……！」

　おお、いいぞ、なんかお姫さまごっこっぽい！

　カイはひらりと白馬から飛び降りると、ニーナに駆け寄よった。

「ご無事で良かった！　さあ、俺と共に逃にげましょ──」

　その手を引こうとして、ふとニーナが頬ほおを赤らめながら腕うでを広げていることに気付く。

「……何してんだ、お前？」

「お、お姫さまといったら、お、おおおお姫さまだっこに決まってるじゃない……っ！」

「あ、ああ、そういうものなのか……？」

　ただの寸劇なのに、そんな真っ赤にならなくても……こっちも照れるじゃねぇか……。

「じゃあいくぞ……？　よっ、と……！」

　カイはニーナの膝の裏に腕を差し込むと、弾はずみをつけて抱だき上げた。

「きゃ……！」

　ニーナが慌あわててカイの首に腕を回す。その瞳ひとみが輝かがやき、頬がみるみる上気した。

「～～～～……っ！」

　腕を振り上げると、これまで以上に元気いっぱいに扉を指さす。

「さあ、王子さまっ！　愛の逃とう避ひ行こうよっ！」

「はいはい！」

　こいつ本当に楽しそうだな……！

　カイがニーナを抱いたまま白馬の元へと走り出そうとした時、

「待つがよい！」

「お、お前は……!?」

　二人の行く手に立ち塞がって、大魔王ソフィアが高らかに哄こう笑しようを上げた。

「ふはははは、命知らずなネズミどもめ！　この大魔王の手から逃のがれられると思うてかァァァアア！」

　王女さま、大魔王役をめっちゃエンジョイしてるぅううううう！
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　さらにソフィアは「ふふふ」と雰ふん囲い気きたっぷりに笑いながら、ゆらりとカイを示す。

「よもや貴様とこんな形で再会しようとはな、カイ王子よッ！」

「なっ!?　再会、だと……!?　俺と大魔王の間に、一体どんな因いん縁ねんが……!?」

「くくく、まざまざと思い出されるわ……貴様と二人、軋きしむベッドの上で優しさを持ち寄り、きつく身体からだ抱きしめ合った、あの日々がなぁ！」

「待って！　俺と大魔王はどんな関係だったの!?」

「ふ、とぼけおって。よもや忘れたとは言わせぬぞ、この傷──！」

「き、傷だと!?」

「そう、我が校舎の窓ガラスを壊こわしてまわった時に指先に負った、この切り傷をなぁ！」

「完全に自じ業ごう自得じゃねぇか！」

「くくく、完全に若わか気げの至りであった……！　ちょっとくらい行ぎよう儀ぎよくまじめにしておけばよかった……！」

「省かえりみてる、悪の大魔王が己の若さを省みてる……！」

「今も貴様に捨てられたこの身が、夜ごとに会いたくて会いたくて震ふるえおるわァァア！」

「誰だれか腕のいい白魔ま術じゆつ師し呼んであげて！　っつーか何なの!?　大魔王は俺の元恋人だったの!?」

　と、ニーナの手が伸びてきたかと思うとカイの頬を鷲わし掴づかみにした。

「ちょっとあんた、どういうことよ！　彼女がいたとか聞いてないんだけど!?」

「俺も初耳なんですけどねぇ！」

「とぼけてんじゃないわよ！　私と元カノ、どっちを取るの!?」

「ひででで、ひゃめへ、ほっぺへこむ……！」

　これは予期せぬ大修しゆ羅ら場ばだ！　こんなギスギスしたおとぎ話なんて聞いたことねぇよ！

「あとは濡ぬれ場ばとゾンビと大爆発さえそろえば完かん璧ぺきね！」

「まだあきらめてなかったの!?」

　とにかく大魔王ソフィアさまを倒たおさないことには、話が先へ進まねぇっ……！

　焦あせるカイの耳を、軽かろやかな声が打った。

「王子さま、私に任せて！」

「リン!?」

　ロイヤルミルクティーを携たずさえたリンは、反対の手をチャッ！　と額に当てる。

「呼ばれて飛び出てミルクティー！　的確なアドバイスでストーリーを正しい方向へ導きます、敏びん腕わん妖よう精せい・リンだよ！」

「自分で敏腕って言っちゃうあたりに不安を禁じ得ない！」

「ちなみに一日の大半はロイヤルミルクティーを飲んでるよ！」

「もうお腹なかたっぷんたっぷんだよね!?」

　心こころ許もとないことこの上ないが、今はこのたっぷんたっぷん妖精に縋すがるしかない！

　カイは決死の思いで声を絞しぼった。

「教えてくれ、妖精！　俺はどうすりゃいいんだ！」

「うーん、死ねばいいと思う☆」

「物語終わっちゃうよねぇぇえ!?　敏腕妖精ならもっとまともなアドバイスくれよ!?」

「待って、今ミルクティー飲むのに忙しいから！」

「そんな取ってつけたようなキャラ付けとかいいから、妖精としての本分を果たせ！」

「ひゃあ、そんなに揺ゆすらないで、ロイヤルミルクティー出ちゃう！」

「だから飲み過ぎだって言ってるだろうが!?」

　一向に進行しない物語を見かねたのか、大魔王が助け船を出す。

「ククク、王子の元恋人であった我にとっては、二人の愛そのものこそが弱点……！」

「愛だと……!?」

「我を倒したければ、そう──際きわどい濡れ場でも見せつけることだなァァァア！」

「ここでまさかの濡れ場フラグが立っちまったぁぁぁあああ！」

　ソフィアが「カイさま、今です！」みたいなしたり顔でカイを射い貫ぬく。いや今ですじゃねぇよ！　こんな衆しゆう目もくの前で濡れ場なんか披ひ露ろうできるか、俺ＤＯＵＴＥＩにはハードル高すぎるわ！

「どうすりゃいいんだ、助けてくれ妖精──あっ！　妖精に助けを要よう請せい、なんつって！」

「ごめん、耳にミルクティー入って聞こえなかった……！」

「嘘うそつくにしてももっとマシな嘘つけよ!?　あとその気の毒そうな目、すげぇ傷付く！」

　大魔王の弱点が際どい濡れ場だと!?　そんなん一体どうしろって言うんだよ……！

　思わず腕の中を見下ろすと、ニーナはさっと顔を赤らめ、

「ぬ……濡れ場っとく？」

「そんな『仕事帰りに一いつ杯ぱいいっとく？』みたいなノリで!?　いいの!?　実質オッケーなの、お姫ひめさま的には!?」

　そんなおとぎ話アリなの!?　いやしかし、大魔王を倒すためにはこの手しか……！

　カイがごくりと喉のどを鳴らした時、対たい峙じする両者の間に踊おどり込む小こ柄がらな影かげがあった。

「子猫クロト!?」

　驚おどろくカイとニーナを小さな背に庇かばい、クロトは大魔王を睨にらみ付ける。

「二人とも！　ここはオレに任せて、逃げてにゃんッ！」

「子こ猫ねこしゃべったァァアアア！　そして誰よりもノリノリだぁぁぁぁ！」

　こいつは本当に雰囲気に流されやすいな!?

　細い肩かたを震わせて、クロトは悲痛な声を絞る。

「お二人は、オレに優しくしてくれたにゃん……こんな地じ獄ごくの底から蘇よみがえった、ゾンビなんかのオレに──っ！」

「子猫がまさかのゾンビフラグ回収！」

「お二人から受けた恩義、今こそ返す時にゃん！　さあ王子さま、オレのことはいいから早く行くにゃん！」

「く、子猫クロト……！」

　こ、こいつもしかして、マナー違い反はんの時の恩を返してくれる気で……!?

　不敵に佇たたずむ大魔王へと、クロトは果か敢かんにもただ一いつ匹ぴきで立ち向かっていく。

「食らえ大魔王！　肉球流、秘拳・『猫の恩返し』にゃ～ッ！」

　両手を構えて飛び掛かかるクロトを、大魔王が迎むかえ撃うつ！

「その程度の技で我と渡わたり合おうなどと片腹痛いわ！　大魔王奥おう義ぎ・『猫じゃらし』！」

「にゃ～ん♡」

「子猫ぉぉおおおおおおっ！」

　カイの絶ぜつ叫きようをさえぎって、ニーナが叫さけぶ。

「カイ王子！　子猫ちゃんを助けたければ、際どい濡れ場にもつれこむしかないわ！」

「お前は何でそんなに濡れ場にこだわるの!?」

　カイは縋る思いで妖精を振り返った。

「妖精、今こそ助言を……！」

「うーん、もう大魔王にロイヤルミルクティーとか掛けておけば？」

「やる気ねぇぇえぇえ！」

　このままじゃ子猫が、子猫がぁぁぁあ！　頭を抱かかえそうになって、ハッと顔を上げる。そうか、濡れ場（物理）という手があったか……！　やや乱暴だが、この場を収めるためには致いたし方なし！　ソフィアさま、すみません……っ！

「食らえ、大魔王ォォォォオオオッ！」

　カイはリンから取り上げたミルクティーを、ソフィア目がけてぶちまける！　が──

　ニーナを抱いたままの不安定な姿勢で手元が狂くるい、液体は弧こを描えがいて軌き道どうを逸それ──国王の頭にダイレクトヒットした。

「…………!!」

　しとどに濡れた国王の頭とう髪はつを目まの当たりにして、学生たちが色めき立つ。

「き、際どい！」「国王陛下の生え際が際どい！」「際どい濡れ場だ……！」「誰得……！」

「やべぇ、俺コレ完全に死し刑けいコースですわ……！」

　今度こそ死を覚かく悟ごしたカイだったが、国王は恍こう惚こつと頬を染め、

「ロイヤルミルクティー責ぜめフォォオオオ……！」

「もう変態の幅はばが広すぎて理解が追い付かない！」

「ぬわぁぁああああ！　な、なんという際どさ！　やられたぁぁあああああ！」

「大魔王の弱点こんなんでいいの!?」

「く、くく、しかと見せてもらったぞ、二人の愛の形を……ッ！　さあ行け、決して振り返るなぁぁぁあ！」

「愛の形っていうか、もっぱら濡れハゲですけどねぇ！　何なのこの状じよう況きようは!?」

　胸を押さえて身み悶もだえる大魔王、ロイヤルミルクティーまみれな国王の際どい生え際、猫じゃらしをくわえてご満まん悦えつの子猫、極きわまる混こん沌とんを裂さいてニーナが吠ほえる！

「今よカイ、大爆発!!」

「できません!!」

　大魔王の骸むくろの脇わきを擦すり抜ぬけて、カイは白馬の元へと駆かけ寄よった。

「帰るぞ、白馬！　この場を脱だつ出しゆつしてハッピーエンドだ！」

「いいや、まだだ！　姫が不満そうだ！」

「何だと!?」

　見れば腕うでの中のニーナは、真っ赤な頬ほおを膨ふくらませて、指と指とを突つき合わせている。

　奇き跡せき的に爆発以外のフラグはすべて回収した、だがどうやらまだ茶番は幕を引かないようだ……！　こいつを満足させるには、一体何をすれば……！

「ね、ねえカイ、あなたは王子さまで、私はお姫さまよね……？　何か、忘れてるんじゃない……？」

「何だよ、爆発か!?　俺が爆発すればいいのか!?」

「そ、そうじゃなくて……だからっ……」

　いつになく歯切れの悪いニーナにカイが眉まゆをひそめた時、妖精が「チチチチ！」と指を振った。

「相変わらずとうへんぼくの朴ぼく念ねん仁じんの暗あん愚ぐ魯ろ鈍どんだね、王子さまは！」

「お前難しい言葉知ってんなぁ！」

「あるじゃないか、物語をハッピーエンドで終わらせるために外せない、おとぎ話の定番が！」

「はああ!?　お前何言って……！」

　カイの困こん惑わくに答えたのは、しびれを切らせたニーナだった。

「もう、ばかねっ！　お、おとぎ話の締しめと言ったらっ……き、き、キ……!!」

「キ……？」

「～～～～っ！　キ、殺人張り手キラー・スラツピングに決まってるじゃないのよォォオオオッ！」

「そんなバイオレンスなおとぎ話聞いたことねぇよッ──へぶう!!」

　カイの頬に平手打ちが炸さく裂れつすると同時、何の因果かジルの鎧よろいがパアアアァンッ！　と大爆発し、その口から高らかな歌声が響ひびき渡る！

「エンダァァァァァアァアアアアア！」

「お前が歌うのかよ!?」

「こうして王子と姫は、末永く幸せに暮らしたのでした！　めでたし、めでたしっ！」

「妖精がきれいにまとめた……！」

　一いつ斉せいに立ち上がった学生たちから、わっと拍はく手しゆが巻き起こる。

「す、すごい！」「あのムチャ振ぶりを全部回収した……!?」「一大スペクタクルだ！　スペクタクルってどういう意味かイマイチ分からないけど、なんか一大スペクタクルだ！」

「いやはや、面白かったぞい！　欲よくを言えば、ロイヤルミルクティー責めと共に罵ののしり言葉もあれば、なお良かったのじゃが！」

　国王夫妻は手を叩たたいて、すっかりご満悦だ。王おう妃ひなどは涙なみだを拭ぬぐっている。

「実は最近ソフィアがふさぎ込んでいて心配してたんだけど、久々に活いき活きとした顔が見られて、あたしは嬉うれしいよ……！」

　謎なぞの感動が会場を押し包む中、カイはふらふらとよろめきながら、何やら真っ赤な顔を覆おおって「言えなかった……！　言えなかった……！」と身悶えているニーナを降ろした。

「カイ、良かったね！　みんなすごく喜んでた！」

「ああ……何か分からねぇが、どっと疲つかれたわ……」

　ようやく小芝しば居いから解放されて、椅い子すに崩くずれ落ちる。と、ソフィアがシェイカーもかくやとばかりにカイの肩を揺すってきた。

「ど、どうしましょう、カイさま！」

「どうしました!?」

「わたくし、とっても楽しかったです……！」

「それは良かったですね……！」

　俺は何度も胃がねじ切れるかと思ったけどね……！

　しかし──上気した頬を押さえるソフィアが本当に幸せそうで、カイは思わず頬を緩ゆるめた。テーブルを見み渡わたすと、ド派手な茶番のおかげで、ニーナとソフィアが似ていることなどもはや誰だれも気に留めていないようだ。

　なんだかんだでニーナも満足そうだし、ソフィアさまも嬉しそうだし……こんな茶番もたまにはいいか──

　と、ニーナの清すが々すがしいまでの笑顔が、カイを捕とらえた。

「よくやったわね、カイとやら！」

「……お褒ほめにあずかり光栄です……」

「ついでに私の椅子になりなさいよ！」

「この人ホント何言ってんの……!?」

「じゃあ暇ひまだから、一発引っぱたかせなさい！」

「そんなおつまみ感覚で！」

「では肩を揉みなさい。それくらいならできるでしょう？」

「……とか言って、指の関節が外れるまで酷こく使しするつもりじゃねぇだろうな？」

　小声でうめくカイに、ニーナはにっこりと微笑ほほえみ、

「あら、王女さまの命令は？」

「…………絶対、ですよね」

　ため息を吐ついて立ち上がる。

　和なごやかなお茶会が再開する中、カイは細い肩をもみながら、半眼でニーナのつむじを見下ろした。

「お前、けっこう楽しんでるだろ……」

　返ってきたのは、「もちろん！」という弾はずんだ声だった。

「ずっとこのままでもいいくらいだわ！　きれいなドレスを着られて、素敵なお菓か子しに囲まれて、おまけにカイは何でもいうことを聞いてくれるし……お姫ひめさまって最高ねっ！」

　もう無事に乗り切れるならなんでもいいよ！　涙を吞のむカイの耳に、「それに」と、笑みまじりの囁ささやきが忍しのび込む。

「お姫さまはさらわれるもの、そして王子さまが助けにきてくれるものだって、相場は決まってるでしょ？」

「……王子さまねぇ」

　カイのこそばゆそうな呟つぶやきに、ニーナはふふっと笑ってマカロンをつまんだ。

　何はともあれ、波乱のお茶会はどうにか乗り切ったようだ。次はいよいよ舞ぶ踏とう会、ここからが正念場だ……！

　ふわふわした気分を首を振って追おい払はらうと、カイは肩を揉む指に意識を集中した。







「こちらが、女性用の控ひかえ室しつでございます」

　お茶会のあと、カイはアランに案内されて、女子の着き替がえのためにあてがわれた部屋を訪れていた。

　扉とびらを開いてすぐ、香こう水すいとは違ちがう、優しくて柔やわらかいにおいが身体からだを包む。

「へえ、すげぇな」

　カイは見たこともない豪ごう奢しやな空間を、半ば気おくれしながら見渡した。毛足の長いじゅうたんに、宝石がはめ込まれた鏡台、色ガラスがふんだんに使われた照明。

　誰もいないせいもあってか、男子の控室よりもかなり広く感じられる。

「……覗のぞきはあまり感心いたしませんが」

　涼すずしい顔で諫いさめられて、カイは眉をひそめながら手にした紙かみ袋ぶくろを掲かかげてみせた。

「誰がそんなことするかよ。俺はただ、コレを届けにきたんだ。俺たちの荷物に紛まぎれちまっててさ」

　リンのアクセサリー一式が入っている紙袋を見て、アランがなるほどと頷うなずいた。

「女性のみなさまはただいまパウダールームにてお化け粧しよう道具を選んでおいでですので、まだしばらくはお戻もどりにならないかと」

「あー、じゃあここで待たせてもらうわ。高価なものだし、他の荷物に紛れても困るだろうから、な……」

　言葉半ばに、ふと違い和わ感かんを覚えて振り返る。華はなやかな部屋の壁かべ際ぎわで、鈍にび色いろのフルメイルが異様な存在感を放っていた。

「……え……何これ……これだけ妙みように浮ういてんだけど……」

　ドレスルームのインテリアとしては不ふ釣つり合いだが、きょうび全身鎧など、高くてそうお目に掛かかれるものではない。

　カイが中二心をくすぐられてそわそわと眺ながめていると、ふとアランが口を開いた。

「お召めしになりますか？」

「えっ!?　い、いや別にそんな、フルメイル着てみたいなんて、ガキじゃあるまいし!?」

「まあそう遠えん慮りよなさらず。せっかくの機会ですので」

「ん、ま、まあ、そんなに言うなら着てみないこともねぇけどォ……？」

　カイがしぶしぶといった体ていを装いながら紙袋を置くと、アランが慣れた手つきで鎧を着けてくれる。籠こ手てをはめて兜かぶとの面を降ろすと、鏡には立派な騎き士しが映っていた。

「おお……！」

「どうでございますか？」

「すげぇ、かっこいい……！　っつーかこれ、意外と動きやすいんだな。鑑かん賞しよう用のものなら、もっと重いかと思ったけど……」

「それは実用です」

「えっ、実用？」

　おうむ返しに問うカイに、アランは神妙な面持ちでうなずく。

「ええ……不ふ肖しようアラン、ソフィア殿でん下かがいつどこでお着替えになってもいいように、このようなフルメイルを王宮各所に設置しております！」

「いやそれ明らかに覗き目的だろう！」

「これも聖騎士として殿下の御おん身みを守るため！」

「何が聖騎士だ、煩ぼん悩のうまみれの性騎士が！」

　ちょっと用よう意い周しゆう到とうすぎるだろ！　ストーカーっていうレベルじゃねぇぞこいつ!?

　と、性騎士アランが「はっ！」と時計を見上げる。

「しまった、そろそろソフィア殿下のお召しかえの時間です！　それではこれにて！」

　そして踵かかとを鳴らして敬礼すると、きびきびと女性用控室を立ち去った。

「…………」

　鏡の中に映るのは、ぽつんと取り残されたフルメイル。

「俺を出して行けよ!?」

　空っぽの控室に、絶ぜつ叫きようが虚むなしく響く。

「くっそ、どうやって外すんだ、これ……！」

　カイがもたもたと留め具を外そうとしていると、唐とう突とつに扉が開いた。そして聞こえてくる弾はずんだ足音と、きゃっきゃという笑い声。

「ヤバい、女子が戻ってきたのか……!?」

　とっさに不動の姿勢を取ったカイの周囲が、あっという間に華やかな空気で埋うめ尽つくされる。そして間近すぎるほど間近から聞こえてくる、耳慣れた声。

「この部屋、なんだかとってもいいにおいがするねぇ！」

「はい！　女性が使うお部屋には、すべて特別なお香こうを焚たきしめているのですよ！」

「へー、王宮ってスゲー！　花屋、よく知ってるな！」

　兜のわずかな隙すき間まからうかがうと、リンとソフィア、クロトが今まさに脱ぬがんと服に手を掛けているところであった。

「ふぉん……っ！」と奇き妙みような鳴き声を漏もらしつつ、弾はじかれるように視線を逸そらす。こ、ここここれはマズいって、早く出ねぇと……っ！　だが今さらどうやって登場すればいい!?　クラスでは硬こう派はで通してる俺が、フルメイルに入りたかったなんて言えるか……！

「お化粧道具まで貸してくれるなんて、親切だねぇ！」

「あ、ああ。でもオレ、化粧とかよく分かんねー……」

「大だい丈じよう夫ぶだよクロトちゃん、ニーナが教えてくれるよ！」

「はい、お任せくださいっ！　わたくし、いつかお友達にお化粧して差し上げるのが夢だったのです！　いつもは侍じ女じよにしてもらってばかりですので！」

「えっ、侍女？」

「なななな何でもないよっ!?　それより早くドレスに着替えようよー、うふふっ！」

　悶もん々もんとしている内に、いよいよ出るタイミングを失ってしまった。固く目を閉じていても、衣きぬ擦ずれの音や楽しげな話し声、そして甘いにおいが否応なく兜の隙間から忍び込んでくる。

　もう手て遅おくれだ、ここは気配を殺してやりすごそう！　誰も居なくなるまで待ってから、こっそり抜ぬけ出すんだ……！

「あ、ドレスの前に、コルセットっていうのするんだったね！」

「あ、ああ……なー花屋、これってどうやって着けるんだ？」

「はい！　ちょっと締しめますよクロトさま、ご容よう赦しやください！」

「ふぎぎぎぎぎ!?　く、苦しい～……っ！」

「咲さき誇ほこる花の中で、意中の殿との方がたの気を引くためです！　耐たえてください！」

「ふぇぇ……！　待ってぇ、いったん外して……！」

「クロトちゃん真っ青だよ!?」

　カイは暗くら闇やみの中で悶々と眉まゆをひそめた。コルセットって、腰こしを絞しぼる下着だっけ？　クロトなんて元々細いんだから必要ないだろうに、女の子って大変なんだな……。

「[image: ま゛]、待って、口から内臓出そ[image: う゛]……！」

　それはさすがにマズいよね!?

「大丈夫です！　むしろそれくらいの方が、個性的でいいかもしれません！」

　良くねぇよ！　そんなん舞踏会にいたら軽く事件だわ！

「で、でもオレ、そんな姿カイ・アンバーに見られたくねーよ……！」

「へ、平気だよクロトちゃん！　カイもよくニーナに踏ふみ付けられて内臓出そうになってるから、きっと気にしないよ！」

　気にするよ！　さすがに引くよ！　『えと……今日、アクティブだね……？』ってすごい遠回しな気の遣つかい方しちゃうよ！

　リンは懸けん命めいにクロトを励はげまそうとしているのか、「それに、ええと……」と言葉を探し、

「それにカイは胸しか見てないから大丈夫っ!!」

「お前は俺を何だと思ってんだよ!?」

「…………」

「……あ」

　ついツッコんじゃった。

　カイが己の失態に気付くと同時、乙女おとめの園に悲鳴が巻き起こる。

「こ、ここここのフルメイル、人が入ってるよ!?」

「まさか、曲くせ者もの……!?」

「どけ、リン・アルクス！　俺が斬きる！」

「斬っ……!?」

　思わず開いたカイの視界に、コルセット姿のクロトが剣けんを掴つかみ上げるのが映り込んだ。

「ちょっ、待てクロト……！」

　カイが制止の声を上げるより早く、クロトの剣が鞘さや走り──

「てぇぇぇぇいっ！」

　カイの鼻先を鋭するどい一いつ閃せんがよぎったかと思えば、鎧よろいの前面がガラン、と切り落とされた。

「…………」

　半はん裸らの女生徒たちから注がれる、『え、何してんのコイツ……』という目──カイはきゅっと頬ほおの肉を噛かみつつ、残ざん酷こくな現実から顔を背そむけた。

　いちはやく硬こう直ちよくから抜け出したリンが、脱いだシャツで身体を隠かくしながら「か、かかかかカイっ!?」と素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「何してるのこんな所で!?」

「……いや……拙せつ者しや、フルメイルから生まれたフルメイル太た郎ろうにござんす……」

「えっ!?　何その変なキャラ!?　カイだよねぇ!?　フルメイルなんかに入って、一体どうしたの!?」

「い、いや、その……！」

「これはもしや、世に聞く『覗き』というものですか、カイさま!?」

「ち、違うんですっ、これにはちょっと複雑な事情があって──待てみんな、何だその『またお前か……！』みたいな目は!?　俺は確かに前科者チチスキーかもしれないが、こそこそ覗きに入るほど落ちぶれてはいない！　覗くくらいなら直接揉もむわ！　あ、今のウソ！　口が滑すべった！」

　羽織ったシャツをかきあわせたクロトが、わなわなと剣を構えながら進み出た。

「カイ・アンバー……自ら変態宣言とは、いい度胸じゃねーかっ……！」

「待て、頼たのむ、俺の話を聞いてくれ！　そんなつもりじゃなかったんだ、本当だ！」

　カイの言い訳を断ち切るように、扉とびらの外からばたばたと足音が近付く。

「先ほどの悲鳴は何事でございますか!?」

「アラン！」

　駆かけ付けたのは、先ほど別れたばかりの聖騎士であった。

　アランは状じよう況きようを見み渡わたして絶句する。

「何と！　嫌いやな予感がして戻ってみれば、これは一体──」

「頼むアラン！　お前の口から事情を説明してくれ……！」

　すがり付こうとしたカイの両りよう肩かたを、アランは諭さとすように掴み、

「カイ殿どの、フルメイルに入るなんて手の込んだことまでして、淑しゆく女じよの着き替がえが見たかったのですかっ!?」

「お前頭のネジどうかしちゃってんの!?」

　お前が俺を置き去りにしたんだよ!?　っつーかコレそもそもお前のフルメイルだろうが!?

　アランは「大変遺い憾かんですが……」と頭を振ふりつつ、カイの首根っこをむんずと掴んだ。

「ただいまより、拷ごう問もん室へ連行させていただきます！」

「拷問室!?」

「罪を犯した貴き殿でんには、王おう妃ひ殿下による正当な裁きを受けてもらわなくてはなりません！」

　あー、これ今度こそ死んだわ、社会的な意味で……！

　遠い目をするカイの前に、リンが慌あわてて割って入る。

「聖騎士さん、違ちがうんです！　カイは覗のぞきとかじゃなくて、きっと、そのっ……女の子の服を着てみたかっただけなんですっ！」

「ますます泥どろ沼ぬまじゃねぇか!?」

「何と、覗きに加えて女装趣しゆ味みまでお持ちであったとは！　ご安心ください、リン殿！　王妃殿下の鞭むちが、必ずやカイ殿の鬱うつ屈くつした性せい癖へきを叩たたき直してくれることでしょう！」

　宣言するなり、アランはカイを引きずって歩き出す。

「か、カイ……！」

「リン、これ……！」

　追い縋すがろうとするリンに、カイはとっさに拾い上げた紙かみ袋ぶくろを差し出した。

「えっ……？」

「忘れずに着けてこいよ？　今夜はお前たちが主役なんだからな！」

「カイ、もしかしてこれを届けに──」

　立ち尽くすリンの姿を、重厚な扉が無情に遮さえぎる。

「……カイ殿……自分は少々、腹に据すえかねているのです……」

「はあ？」

　カイを拷問室へと連行しながら、アランは食いしばった歯の間から煮にえたぎるような呻うめきを絞り出した。

「先ほどのお茶会、自分もソフィア殿下とお姫ひめさまごっこしたかった……っ！」

「おいもしかしてこの一連の流れってただの八つ当たりなんじゃねぇか!?」

「長年お傍そばでお仕つかえしている自分は殿下の玉ぎよく体たいに触ふれることすら許されず、背後から見つめるだけがせいぜいだというのに、カイ殿ときたらお姫さまだっこをするわ肩かたを揉もむわ乳を揉むわでやりたい放題……！」

「言いがかりも大たい概がいにしろ、乳は揉んでない!!（今回は!!）」

「賓ひん客きやくにこのような仕打ちをするのは心が痛みますが、おいしい目にばかり遇あっている貴殿には、拷問もまたやむなし……！」

「私情を交まじえるにも程があるだろ！　放しやがれ性騎士！」

　必死の抵てい抗こう虚むなしく、カイは十六年の人生で初めて拷問室なるものを拝む羽は目めになったのだった。








　第三章　うちの親が舞踏会を『ぶどう会』って言い張って譲らない






　磨みがき込まれた大理石の床ゆかに、あでやかに咲き誇ほこる花々。滝たきのようなシャンデリアに照らされたステンドグラスが、七色の輝かがやきを放つ。

　円形の巨きよ大だいなダンスホールには、すでに主おも立だった貴族諸しよ侯こうが顔をそろえ、正装した学生たちを囲んでそこかしこで談笑していた。ホールの隅すみでは宮きゆう廷てい楽団が軽快なワルツを奏で、習ったばかりのステップをさっそく披ひ露ろうする学生もいる。

　そのきらびやかな空間で、カイはひとり壁かべに手をついていた。

「ニーナのやつ、マジで白燕えん尾びにしやがった……っ！」

　ド派手な燕尾服に完全に着られながら、ぎりぎりと歯を噛かみ鳴らす。何だよコレ、いくらなんでも気き障ざすぎるだろう、どこの王子だよ……っ!?

「しかもケツめっちゃ痛いてぇし……」

　ふと満面の笑みで鞭むちをしならせる王おう妃ひと目が合って、カイはそっと顔を逸そらした。ところどころ記き憶おくが抜け落ちているのがいっそう怖こわい。

　と、

「カイーッ！」

　耳慣れた叫さけびに振ふり返って、声を失う。

「お……」

　そこには薄うす桃もも色のドレスに身を包んだリンの姿があった。リンは一目散に駆かけ寄よってくると、ふんわりと広がったスカートをつまんで、くるりと回った。

「えへへ。どうかな、似合う？」

「お、おお……！」

　恥はずかしそうな笑顔にどきりと胸が高鳴る。

　きれいに結い上げられた髪かみに、白い首筋に映はえる桃色の耳みみ飾かざり、ちょっぴり背せ伸のびした靴くつ。幾いく重えにも重なった布地が華きや奢しやな身体からだを花びらのように包み込み、頭に小さなティアラをいただいて微笑ほほえむリンは、まるで花の妖よう精せいのようだ。

「さっきはごめんね。私がアクセサリーを受け取り忘れたばっかりに……。あの後、みんなの誤解はどうにか解けたんだけど、カイは大だい丈じよう夫ぶだった？」

「ああ、俺のことなら気にすんな」

　これだけ着こなしてくれるなら、身体を張って届けた甲か斐いもあるというものだ。それにしても……いつも近くにいて忘れがちだけど、リンって、ちょっと……いや、かなり可愛いんじゃ……？
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　速まるばかりの鼓こ動どうにたじろぐカイを見上げて、リンは目を輝かせる。

「カイは結けつ婚こん式しきみたいだねぇ、かっこいい！」

「え？　あ、ああ……」

　何かと思ったら、新しん郎ろうの正装にも見えるのか、この服……ますます恥ずかしいな……。

「あー、ところでソフィアさまは？」

「少し遅おくれるから、先に楽しんでてくださいだって！　みんなにお化け粧しよう頼たのまれて、嬉うれしそうだったよ！」

「そうか」

　よく見れば、リンもうっすらと化粧を施ほどこしているらしい。桜色に艶つやめく唇くちびるに、思わず目が引き寄せられる。

「カイ？」

「あ、ああ、いや……」

　不思議そうに覗のぞき込まれて、カイは慌てて視線を引き剥はがした。

「ニーナも例のオカマ貴族もまだ見えねぇし、今の内に何か食っといた方がいいかもな。そういや、あっちにすげぇ料理があったぞ。お前の好きそうなケーキもいくつか──」

　しかしリンは珍めずらしく飛びつかない。見ると、手を後ろで組んだまま、床に落とした目をもじもじとさまよわせている。

「……どうした？」

「カイ、あのね……えっとね、えっと……」

　やがてカイの前に、手て袋ぶくろに包まれた小さな手が、そっと差し出された。

「私と一曲踊おどってくださいませんか……？」

「…………えっ!?」

　思いがけず正式なお誘さそいを受けて、声が裏返る。

「あ、お、俺かっ？　あ、あー……いや、でも俺、ダンスはそんなにー……」

　みっともなく狼ろう狽ばいしている内に、リンはさっと手を引っ込めてしまった。

「な、なんちゃってっ！　ごめんね、そんなことしてる場合じゃないよねっ！」

「…………」

　[image: あ゛][image: あ゛]ー……！　カイは自分の不ふ甲が斐いなさに後頭部を掻かいた。俺、せっかくおめかしした女の子になんつぅ顔させてんだ……！

　恥ずかしそうに顔を伏ふせてしまったリンを見下ろして、小さく息を吐はく。そうだよな、こいつ、舞踏会楽しみにしてたもんな……。

「まあ、せっかくの舞踏会だしな」

　そう言って笑うと、リンの顔に大輪の笑みが咲さいた。

「わあ、やったぁ！」

　飛び上がって喜ぶリンに、名めい誉よ挽ばん回かいとばかりに恭うや々うやしく手を差し出す。

「さあ、お手をどうぞ、姫」

「！」

　精いっぱい姫らしく振るまおうとしたのだろう、リンはない胸を反そらせて、

「う、うむっ！」

「うむって、お前……」

「あ、わ、笑わないでよぅ！　もう一回誘って～！　今度はちゃんとお姫さまらしくするからっ！」

「嫌いやだよ、やってみて身に染みたけど、柄じゃねぇわ」

「えーっ、ケチーっ！　ケチケチ、鬼！　悪魔！　外げ道どう！　カイ！」

「人の名前を悪口みたいに挟はさみ込むな」

　リンはむくれながらもカイの手を取る。触ふれ合う手の柔やわらかさに、くすぐったさが込み上げた。

　滑すべるようにホールの中ほどへエスコートすると、右手をリンの背に添そえる。

　軽かろやかな曲に乗って足を踏ふみ出すと、カイのぎこちないリードに、けれどリンは嬉しそうに頬ほおを染めながらきちんとついてきた。むしろダンスの教師よりも踊りやすいくらいだ。

「お前、こういうのは飲み込み早はえぇなぁ」

「えへへ、今日のためにいっぱい練習したんだよ！　それに、カイが相手だからかなぁ？」

「え？」

　リンは自じ慢まんげに胸を張る。

「だって私はカイの幼おさな馴な染じみだもんね！　カイのことなら、どっちに動きたいのかとか、何を考えてるかとか、すぐに分かるよ！」

「そりゃすげぇな」

「本当だよ！　いま何考えてるのか当ててみせようか！」

「おお、当ててみ？」

「おっぱい！」

「お前は俺を何だと思ってんの!?」

「チチスキー！」

「うん、そうだね……！」

　リンは楽しそうな笑い声を上げ、宝石のような瞳ひとみをきらきらと輝かせながら、小さな身体で伸のびやかにステップを踏む。淡あわいピンクのドレスが春の光のようにふわりとひるがえり、シャンデリアから降り注いだ光が、ティアラや耳飾りの上で細かな粒つぶになって弾はじけ──……ただお気楽なだけの幼馴染だと思ってたけど、こいつ、こんなに可愛かったっけな……自分の腕うでの中で軽やかに踊る幼馴染を、カイはどこか不思議な心地ここちで見つめた。

　と、リンが隣となりのカップルを目で追う。

「ねえカイ、あれやって！　くるくる～ってするやつ！」

「はあ？」と言いながらも笑ってしまう。やっぱりこれが、いつものリンだ。

「あんなステップ習ってねぇよ……こうか？」

　大きく踏み出すと、勢いをつけてぐるりと振ふり回してやる。

「わあ、もう一回！」

「靴くつ脱ぬげねぇように気をつけろよ」

　連続で回すと、もはやステップも型もあったものではなく、リンはほとんど宙に浮うきながらきゃっきゃと子どものようにはしゃぐ。背中を支える右手からはリンが身を任せきっているのが伝わってきて、カイは小さく笑った。

「満足したか？」

「うん！」

「これでケチは返上だな」

「えー、ダメだよ！　じゃあもう一回くるくるして！　それで許す！」

「へいへい」

　曲が終わり、手を解ほどいて向かい合う頃ころには、カイの方が目が回っていた。

「あー、気持ち悪わりぃ……ちょっと休もうぜ……」

「あ、ちょっと待って、カイ！」

　リンはぽんぽんとスカートを叩たたいて佇たたずまいを直すと、恭うや々うやしくドレスの裾すそを持ち上げて、宮廷式のおじぎをした。

「素敵な時間をありがとうございました、ジェントルマン」

　そしてにっこりと微笑む。その姿に、カイは返事も忘れて見み惚とれていた。顔を赤らめてはにかむリンは、清せい楚そで、可か憐れんで……──

　と、リンの顔がこわばった。

「大変、クロトちゃんが……！」

「！」

　リンの指さす先を追って、息を吞のむ。ひと目につかない柱の陰かげで、どこぞの貴族のドラ息子むすこだろうか、三人の男に囲まれているクロトの姿があった。

「あいつ……！」

「カイ、クロトちゃんを助けてあげて！」

「ああ！」

　カイは力強く頷うなずいて、足早にクロトの元へと向かった。










「ねえ君、パートナーがいないなら僕らと踊らないかい？　無理にとは言わないけどさ」

「え、えと、その……」

「僕らはこれでも名の知れた家いえ柄がらの出身でね、君にとってもいい話じゃないかなぁ」

「でも、オレ……！」

「……あのさぁ、君みたいな庶しよ民みんが貴族の誘いを断るなんて失礼だと思わないかな？　いいじゃないか、せっかくいつもは出来ないようなきれいな格好してるんだ、ほら！」

　煮にえ切らない態度に業ごうを煮やしたのか、男がクロトの腕に手を伸ばし──

　カイは大きく息を吸うと、腹の底から声を上げた。

「お、いたいた、クロトーっ！」

「えっ、か、カイ・アンバー……!?」

　驚おどろく男たちの間をすり抜ぬけて、細い腕を取る。

「遅おそくなって悪かったな！　行こうぜ！」

「あ、うぇ……っ!?」

「何だよ、俺と踊るって約束してたろ？」

「え？　え？　……えっ？」

「ああ、すみません、こいつ俺の連れで！　ご迷めい惑わくをお掛かけしました！」

　呆あつ気けに取られている男たちに軽く会え釈しやくすると、混乱しているクロトを引きずるようにして、壁かべ際ぎわまで連れて行く。

「クロト、お前なぁ……」

　クロトを壁かべに押し付けると、周囲の視線を自分の背中で遮さえぎるようにして向かい合った。

「なんであんな目立たないところに隠かくれてんだよ！　絡からんでくださいって言ってるようなもんじゃねぇか！」

「…………」

　緊きん張ちようが緩ゆるんだのだろう、カイを見上げるクロトの目に、涙なみだが盛り上がる。

「だ、だってオレ……ドレスなんて……っ」

　カイはため息を吐つきつつ、ドレス姿のクロトを眺ながめた。

　ふんわりと解かれた髪かみに、淡く紅を引いた唇くちびる。首筋から鎖さ骨こつのラインは儚はかなさを感じさせるほどに細く、それでいて胸むな元もとの豊かなデコルテは女性らしさに満ちている。透とう明めい感かんのある布地が、クロトの青く透すき通る瞳をより美しく魅みせて──これでは多少強引にでも誘いたくなっても無理はない。

「…………」

「カイ・アンバー……？」

「あ、いや……」

　肩かた越ごしに、しつこくこちらを見ている男たちをちらりと窺うかがう。

「あいつら、まだ狙ねらってやがるな……」

　カイは小さく息を吐くと、クロトの肩に手を置いた。

「クロト、悪いが……俺でよければ、その──一曲、踊らないか？」

「へ……!?」

「い、いや、奴やつらの目をかわすためにだなっ……！」

　クロトの好きな相手が同じクラスにいるということは、学園祭の時に聞いて知っている。ただクロトには申し訳ないが、ああ言って強引に連れだしてしまった手前、一曲くらい踊っておかないと不自然だ。
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「何だ、その……俺も下手だし、無理にとは言わねぇが……」

　クロトはしばしカイを見上げていたが、やがて上気した顔を伏ふせると、ぎゅっとスカートを握にぎった。尖とがらせた唇から、蚊かの鳴くような声がこぼれる。

「べ、別に、一曲くらいなら……踊ってやっても、いい……ケドゥ……？」

「そうか、悪いな」

　ちょうど曲が終わり、ホールの人々が入いれ替かわる。カイはクロトの手を取った。

「よし、行くぞ」

「あ、あわわわ……！　や、やっぱり待っ……！」

　ホールの中央に立つと、隙すきあらば引っ込もうとする手をやや強引に握り、反対の手を背中に添える。

　曲に合わせて踏み出すと、クロトは習いたてのステップであたふたとついてきた。

「顔上げろよ。せっかくの舞ぶ踏とう会だぞ？」

　しかしクロトはますます深く俯うつむいて、ぶんぶんと首を振る。

「お、オレ、ドレスなんか似合わねぇし、ダンス下手だし……っ！　さ、さっきからお前の足、踏んでばっかりだし……！」

「いい、そのために硬かたくできてんだ、この靴くつは」

「そうなのか!?」

「いや知らねぇけど」

　正直けっこうな頻ひん度どで踏まれているのだが、一いつ生しよう懸けん命めいに踊るクロトを見ていると、痛みもあまり気にならなかった。慣れないヒールで、歩ほ幅はばも小さくて、足運びもぎこちなくて……こいつのことだ、好きなやつのために必死に練習したんだろうな……。

　顔を伏せたままのクロトを見下ろしながら、カイは周囲から注がれる視線を痛いほどに感じていた。白く透き通る肌はだ、サファイアのような瞳、薄うす桃もも色に塗ぬられた小さな爪つめ……ドレスなんか似合わないと俯く小さなレディを、本当はホールの誰だれもが目で追っている。

「…………」

　周りの視線を意識してしまえば、クロトはなおさら委い縮しゆくしてしまうかもしれない。だから代わりに、噛かみしめるように告げた。

「似合ってる」

「え……？」

「そのドレス、よく似合ってる……し、その……あー……。……すげぇ、可愛い……」

「……──！」

　クロトが弾はじかれたように顔を上げる。

　自分を映す青い瞳に、カイは横目で小さく笑いかけた。

「だから、自信持てよ。パートナーが楽しそうにしてくれてるってだけで、男は嬉うれしいもんだ」

「……！」

　クロトの手に、きゅっと力がこもる。

「……パートナー……」

　その唇に、嬉しそうな微笑ほほえみがのぼり──すぐに慌あわてて顔を伏せてしまう。

「お。今笑ったな？」

「っ!?　こっ、ここここれで満足かよっ!?　別にテメーを喜ばすためじゃっ……！」

　何か言いさすクロトを遮って、カイは「ああ」と笑った。

「男冥みよう利りに尽つきる」

「……！」

　クロトは耳まで真っ赤にして、ぎゅっと口を結ぶ。

　縮こまっていた手足は、いつしか素直にカイの動きに応こたえるようになっていた。一度勢いが付くと、さすが運動神経がいいだけのことはある。曲が終わる頃には、小さな靴に踏ふまれることもなくなっていた。

　最後の音ね色いろが荘そう厳ごんなホールに溶とけて消え、向かい合っておじぎをする。

「じゃあな。舞踏会、楽しめよ」

　そのまま背中を向けようとして、袖そでを握られた。

「あの、さ……」

「ん？」

　見下ろすと、青い瞳ひとみがさっと逃にげた。代わりに尖らせた唇から、ただ一言、

「……あ……ありがと、な……」

　そう告げるなりぱっとドレスをひるがえし、慣れないヒールでつまずきながら走り去ってしまう。

「……どんだけ力込めて握ってんだよ……」

　袖についたしわを伸のばしながら、小さく笑う。あいつ、本命の男と踊れるといいな……。

　カイは遠ざかる小さな背中を見送ると、リンの元へと歩を向けた。










「あっ、カイ！　ソフィアちゃんも今来たところだよ！」

「遅くなりまして申し訳ございません！」

　息を切らせたソフィアは、ニーナが選んだらしい細身の白いドレスを見事に着こなしていた。リンに比べるとアクセサリーも少なくシンプルに過ぎる感はあるが、それがかえって美しい身体からだのラインを引き立たせている。

「いろいろな方に王女と間ま違ちがわれて呼び止められてしまって……誤解を解くのに苦労いたしました！」

「まあ誤解じゃないんですけどね」

　使用人たちはさぞかし混乱しただろう。

　ソフィアはきょろきょろと辺りを見回す。

「それで、ニーナさまは？」

「それが、まだ……」

　カイが言いさした時、扉とびらの脇わきに控ひかえていたアランが声を張った。

「ソフィア殿でん下かのおなァりィ～！」

「！」

　開かれた扉の向こうへと目を向ける。

　現れたニーナはお茶会の時とは装いを替かえ、より一層贅ぜいを凝こらしたドレスに身を包んでいた。絹のようになめらかな髪に、涼すずしげな瞳、ほんのりと上気したばら色の頬ほお──静かな美しさをたたえた姿は月の女神のようで、思わず魅み入いられてしまう。

　と、ニーナの双そう眸ぼうが白燕えん尾び服ふく姿のカイを捕とらえた。桜色の唇がいたずらな笑みを浮うかべて、ぱくぱくとメッセージを形作る。

『似・合・っ・て・る・わ・よ』

「あいつ……！」

　カイがひくりと頬を引きつらせた時、

「カイ」

「あ、ああ、ジル。お前も着替えたの、か──」

　降ってきた声に顔を上げて、言葉を失う。そこには黒いタキシードに身を包んだジルがそびえていた。がたいのいい身体にくわえて、ごつい眼帯が完全に浮いている。

「ひゃあ、ジルかっこいい！　ギャングの親玉みたい！」

「うわぁ、びっくりするほど似合わねぇなぁ……！」

「それはお互たがい様だろうが。それよりどうする。あの貴族、動いたぞ」

　はっと視線を走らせると、影かげのように現れたダグラスが、ニーナの手を取ってホールの中央へと進み出るところであった。お付きの二人組の姿はない。

「いよいよか……！」

　カイはグッと拳こぶしを握った。ここからが本番……！　ニーナは気き丈じように振ふるまっていたが、貴族をこっぴどく振るなどという大役を控えて、きっと心細いはずだ。なるべく傍そばにいてやりたい……！

　カイはホールへ踏み出しながら、ソフィアに手を差し出した。

「俺たちも行こう！　ソフィアさま、お相手願います！」

「はいっ！　今こそニーナさま直じき伝でんのタップダンスを披ひ露ろうする時ですねっ！」

「えっ？　ちょっ、待っ──」

　止める暇ひまもなく「ええいっ！」と柔やわらかな身体が全力でぶつかってきて、カイはたまらずひっくり返った。

「ちょ、違ちがっ、ソフィアさま──！」

「まいりますよ、カイさま！　たったたん、たったたん！　きゃっふう！」

「[image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛]ヒールが！　ピンヒールが鳩みぞ尾おちに食い込むぐふっ！」

「いやああああ！　カイイイイイ！」

　リンの悲鳴を掻かき消すように、荘厳なワルツが流れ始めた。

「ソフィアさま、待っ……く、苦し……っ！」

　息も絶え絶えなカイの視界に、ニーナと踊るダグラスの姿が映り込む。

「ねェ、ソフィア殿下ァ？　アタシのプロポーズのこと、そろそろ真しん剣けんに考えてくれてもいいんじゃなァい？」

　さっそく本題に入りやがった……！　睨にらみ付けるカイの視線の先で、ダグラスは不ぶ躾しつけにニーナに身体を寄せた。

「アタシ、あなたのこと心の底から愛してるのよゥ。恋こいする乙女おとめのキモチ、分かってくれるデショ～？」

　しかしニーナはガラス玉のような瞳をどこか遠くへ向けたまま、答えない。

「あらァ、今日はご機き嫌げんナナメなのねェ！　それともアタシの愛がまだ信じられない？」

　それでも反応を示さないニーナに、ダグラスの声が低くなる。

「……いいことォ？　あなたは封魔球レチツド・ボールに対するアタシの考えが気に入らないみたいだけれど、封魔球を使えば、長い魔ま物ものとの戦いの歴史に終しゆう止し符ふを打てるのよゥ？　アタシたちが結けつ婚こんして国がひとつになれば、あなたのお父さまもきっと喜んでくださるわァン？」

「…………」

「そうねェ、もし仮にあなたがアタシを愛せないとしても、国のために結婚するっていう考え方って、そう悪くないと思うのよゥ？　どうかしら？」

　あんの野や郎ろう……！　カイはヒールの下に敷しかれながら歯を食いしばった。国のために結婚しようだァ!?　そんなバカげたプロポーズがあるか……！

　ニーナも同じ想いなのだろうか、返事はない。それどころかますます頑かたくなに口を閉ざすばかりだ。

「ソフィア殿下ァ？　んねェ、ソフィア殿下ってばァ……！」

　ダグラスの猫ねこなで声には、しだいに苛いら立だちが混じりつつあった。

「くっ、ヤバいな……！　ソフィアさま、降りてください……！」

「はっ！　すみません、少々はしゃぎすぎてしまいました……！」

　ソフィアがカイの上から飛び降りると同時、ホールで怒ど声せいが弾はじける。

「ちょっと、聞いてるのゥ!?」

　ハッと視線を向けると、武骨な手に顎あごを掴つかまれたニーナの姿があった。

「あのオカマ野郎……っ！」

　しかし、カイが地を蹴けるよりも早く──パシッ！　と小気味いい音が響ひびく。

「触さわらないで、無礼者！」

　ニーナが、ダグラスの手を払はらいのけていた。

「な……!?」

　驚おどろくダグラスを、鞭むちのような厳きびしい声が打つ。

「ばかにするのも大たい概がいになさい！　あなたが本当に愛しているのは私ではなくて玉ぎよく座ざだということくらい、その目を見れば分かります！　封魔球レチツド・ボールのことがなくても、私があなたを愛することはないわ！」

　菫すみれ色いろの瞳が大おお柄がらな男を毅き然ぜんとねめつけ、澄すんだ声が朗々とホールに響き渡わたった。

「この私に二度と、金こん輪りん際ざい、永久に近付かないで！　この腐くされダイオウワカメみたいな顔した薄うす汚ぎたないヒゲ面づらのアルティメット個性派ハイテンションスイーツオカマがッ！」

「!?　～～～～こ、こ、このっ……！」

　振り払われた手を押さえて、ダグラスがわなわなと震ふるえ──

「──ッ！」

　カイが冷たい予感を覚えて跳はね起きると同時、ダグラスの口から野太い怒ど号ごうが上がった。

「人が下手に出てりゃぁ舐なめくさりやがって、この小こ娘むすめがァァアアアア！」

「っ!?」

「ニーナッ！」

　ダグラスの太い腕うでがニーナの胸むな倉ぐらに伸びる前に、カイは床ゆかを蹴って飛び出していた。

「カイさま、なりません！」

　ソフィアの悲鳴が耳を打つが、なりふり構っている暇はない。

　驚く人々の間を縫ぬって疾しつ走そうしながら、思い切り左拳を引く。

「てめぇぇぇえええッ！」

　構えた拳をダグラスの横顔目がけて振り抜ぬこうとした刹せつ那な、振り向いたダグラスの目がカイを捕らえ──

「ヤダ、カイちゃんッ!?」

「!?」

　その目にぶわわっと涙なみだが盛り上がるや、ダグラスがニーナを放り出して、逞たくましい両りよう腕うでを広げて突とつ進しんしてきた。

「カイちゅわぁぁあん、アタシ振られちゃったのォォオオウ！　慰なぐさめてぇぇぇええン！」

「うおおおおおおおおおおおおお!?」

　視界いっぱいに大男の泣き顔が迫せまって、カイはたまらず身を屈かがめて腕をすり抜けるや、振り返りざまその腰こしに組み付き、そのまま流れるようなジャーマンスープレックスをかましていた。

　華はなやかなホールに、ずだぁぁぁああああん！　とヘビー級の重低音が響き渡る。

「…………」

　きれいなブリッジをキープしたまま、カイはひとり静かに悟さとりを開ひらいた。

　ああ、俺、今度という今度こそ死んだわ……さすがに打ち首ですわ……！

　水を打ったような沈ちん黙もくの中、やがて床に打ち付けられたダグラスがぷるぷると震え始めたかと思うと、「ど、ど、ど……どんだけェェエエエエ!?」と甲かん高だかい絶ぜつ叫きようを逬ほとばしらせた。

「みんなしてよってたかってアタシをバカにしてぇぇぇえ！　ひどいじゃないのよォォォオウ！　いいわよいいわよ、もうアンタらなんてどうなったって知らないんだからァ！　今に見てなさいよあはんあはんあはんあはぁぁぁあああああん！」

　ダグラスはカイを振りほどくと、涙と濁だみ声ごえをまき散らしながら女の子走りで走り去った。

「に、ニーナ、来いッ！」

　客たちが唖あ然ぜんとダグラスを見送っている間に、カイは魂たましいが抜けたように立ち尽つくしているニーナを抱かかえ上げてバルコニーに連れ出した。

　自分の上着を敷いた床の上にニーナを降ろすと、白い月明かりの下でその顔を覗のぞき込む。

「大だい丈じよう夫ぶだったか!?　何もされてねぇな!?」

「え、ええ……！」

　さすがに疲ひ弊へいしたのか、手すりにくたりと背中を預けてはいるが、大事なさそうだ。

　ニーナの無事を確かめて、カイはようやく息を吐はいた。

「しかしあの貴族、まさか手を上げようとするとは……とんでもねぇ下げ衆すだったな……！」

　ニーナがはっと身を起こす。

「そ、それよりあなたよ！　貴族にあんなことして、ただじゃ済まないわよ!?」

「あれは正当防衛だ！　と、思う……！」

「あんな男、私一人でなんとかしたのに！　どうして飛び出しちゃったのよ!?」

「だってお前、あの時──！」

「何よ！」

「……何でもねぇ」

　そっぽを向いたカイの横顔を見つめて、ニーナは小さく息を吐く。

「もう、無茶ばっかりして……あなたって、意外と頭に血がのぼりやすいのよね」

「ほっとけよ」

　呆あきれたような視線が居い心地ごこち悪くて、さらに顔を逸らした。返す言葉もない。あの男の手がニーナへと伸のびた瞬しゆん間かん、考える前に身体からだが動いていた。

「でも……」

　冷たい手が、そっと頬ほおを包む。

「！」

「……ありがとう……」

　驚いて目を上げると、月の光のように柔らかな微笑ほほえみが、自分を包み込んでいた。

「……あ……ああ……──」

　カイが気の抜けた返事を絞しぼり出した時、ダンスホールに続く扉とびらが勢いよく開いた。

「ニーナさま！」

「ニーナぁ！　無事で良かった！　どうなることかと思ったよーっ！」

「まあ、リン、ソフィアさま……！」

　ニーナは飛びついてきたリンを抱だきしめ、反対の手でソフィアの手を取った。

「私やりました、ソフィアさま！　これであいつは再起不能よ！」

「ああニーナさま、ありがとうございました……！」

　涙ぐむソフィアを見守りながら、カイは大きく息を吐く。

「これで目的は達成されたな」

「ええ。あとは私たちが元通りに入いれ替かわれば──」

　ニーナの言葉半ばに、ソフィアが、「あ、あのっ」と身を乗り出す。

「ニーナさまさえよろしければ、その、今夜一晩だけこの生活を楽しみたいのですが……」

　もじもじと言い淀よどむソフィアに、ニーナはにっこりと微笑んだ。

「ええ、もちろん！　私も、あの大きなベッドで眠ねむってみたいと思っていたところなの！」

「あ……ありがとうございますっ！」

「わあ、今夜は夜よ更ふかししちゃおうね、ソフィアちゃん！　私、トランプ持ってきたんだぁ！」

「嬉うれしいです！　わたくし、お友達と夜遅おそくまで遊ぶのが夢だったのです！　カイさまも、共にババ抜きとやらに興じましょうね！」

「ソフィアさま、ババ抜きのルールご存知なんですか」

「ええ、じいやから聞いております！　地を舐めるように疾しつ駆くするおばあさま方を追い上げ、手に汗あせ握にぎるデッドヒートを繰くり返し、五人目のおばあさまを抜いたときの爽そう快かい感かんといったらもう……！」

「ちょっと俺が知ってるババ抜きと違ちがうかな!?」

　はしゃぐリンとソフィアの背中に、ニーナが優しく手を添そえる。

「さあ、風か邪ぜを引いてしまうわ。せっかくの舞ぶ踏とう会ですもの、今夜はめいっぱい楽しまなきゃ！」

「うんっ！　もうお腹なかぺこぺこだよ～！　そうだソフィアちゃん、あっちに色んなケーキがあったよ！」

「まあ、行ってみましょう！　手掴みで食べるのが庶しよ民みん流ですね！」

　元気にダンスホールへと駆かけ戻もどる二人を見送って、カイは小さく息を吐いた。

「……本当にいいのか？　まだ入れ替わったままで」

「あら、どうして？」

「いや、その……」

　がりがりと頭を掻かきながら、言葉を探して視線をさまよわせる。

「お前って、あんまりキツいとか辛つらいとか言わないからさ……。宮きゆう廷ていで、たった一人でお姫ひめさまのフリを通すのも、本当はけっこう無理してんじゃないかなって……」

　ダグラスに掴みかかられた、あの一いつ瞬しゆん──ニーナの顔に浮うかんだ、まるで怯おびえる子どものような表情を、カイは確かに見ていた。声のない悲鳴を聞いたからこそ、飛び出さずにはいられなかった。

　けれどニーナは「そんなことないわ。楽しんでるわよ！」と笑って、星空を見上げた。

「だって、せっかくの機会ですものね！　それにすごいのよ、王女さまの部屋って！　広さはあの中庭くらいあって、鏡台には見たこともない宝石や絹が並んでいるの。それで、侍じ女じよが五人もいてね──」

　緊きん張ちようが解けたのか、堰せきを切ったようにしゃべる横顔が嬉しそうで、カイは黙だまって耳を傾かたむけた。こうしていると、普ふ段だんは大人びているニーナが年相応に見える。

　──このほっそりとした少女が、身体ひとつで貴族と渡り合ったのだ。細い肩かたを見ている内に、ふいにそんな思いが込み上げてきて──自然と、腕が伸びていた。

「ニーナ」

「え？」

　そのなめらかな髪かみに、ぽんと手を置く。

「よくがんばったな」

「…………」

　ニーナはぱちぱちと瞬まばたきをしていたかと思うと、さっと顔を伏ふせてしまった。

「どうした？」

「な、何でもない……」

　それがまた蚊かの鳴くような声で、余計に不安を煽あおる。

「え……お前まさか、泣いてるのか……？」

「何でもないってば……」
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「ちょ、どうし……おい、顔見せてみ──」

「～～～～っ！　もう、何でもないって言ってるじゃないっ！」

「へぶっ！」

　カイの顔面にべちーん！　と掌てのひらを叩たたき付けると、ニーナはさっとカイに背を向けてしまった。

「何でもないったら何でもないのっ！」

「いててて……」

　鼻をさすりながら、涙目でその背中を窺うかがう。声が上ずっているのと耳が赤いのが気になるが、良かった、泣いてはいないみたいだ……。

　ニーナは頬を押さえて「ふふっ」と小さく吐と息いきを漏もらすと、夜空に届くような伸びをした。

「さて、と！　無事に任務もやり遂とげたことだし、今日限りの天てん蓋がい付きベッドを楽しんでくるわ！　何だか今夜は、とっても素敵な夢が見られそう！」

　振ふり向いた笑顔につられるように、カイはふっと頬を緩ゆるめた。

「ああ。また明日あした、な」

「ええ。また明日」

　手を振って、細い背中を見送り──

「っと……」

　木この葉が飛んできて、目をつむる。額に手をかざしながら空を見上げた。

　急に冷たい風が走り、低い雲が、月を飲み込んだ。










　度たび重なる緊張からようやく解き放たれ、カイが泥どろのような眠りについた、その翌朝──平へい穏おんなはずの王宮の一日は、絹を裂さくような悲鳴で幕を開けた。

「何だ!?」

　カイがジルを叩き起こして部屋を飛び出した時には、すでに廊ろう下かにはリンとソフィアが揃そろっていた。

「今の悲鳴は一体……!?」

「わたくしの部屋からです！　付いてきてください！」

　ソフィアを先頭に、学生や使用人が右往左往している廊下を疾しつ走そうする。

　王女の寝しん室しつの前では、蒼そう白はくになった侍女がアランにすがり付いているところだった。

「アランさま！　殿でん下かが、ソ、ソフィア殿下が……！」

「落ち着け、何があったのだ！」

「な、何度呼びかけてもお返事がないので入りましたら、ベッドがもぬけの殻からでっ……このような手紙が……！」

　震ふるえる手が差し出した羊よう皮ひ紙しを、アランが奪うばい取る。

「『王女の命は預かったわァン。返してほしくば、ロムルス二世は指定する場所に使者を寄越して、取引に応じなさいよゥ！　ダグラス侯こう爵しやく』……！」

「な……！」

　カイの全身に、雷かみなりに打たれたかのような衝しよう撃げきが走った。ニーナが、あの貴族にさらわれた……!?

「な、何事じゃ！」

　駆け付けた国王夫妻に、アランが羊皮紙を差し出す。

「陛下！　ソフィア殿下の寝室にこのような手紙が！」

　文面に目を通すなり、国王の頭からカツラ型の帽ぼう子しがすぽーん！　と飛び上がった。

「ほぉあああ!?　わわわわしの、わしのソフィアがァァァアアアアア!?」

「ええい、ハゲダヌキがうろたえるんじゃないよ、みっともないッ！」

「ぷぎゃん!?」

　錯さく乱らんする国王をピシャリと黙らせて、王おう妃ひは鞭むちをしならせる。

「アラン、取引の場所は！」

「西の廃はい城じようです！」

「チッ、あの古代遺い跡せきか、厄やつ介かいだね……！」

「おお、何ということじゃ……！　ソフィアに万一のことがあってはならん、早急に手を打たねば……！」

　しかし動どう揺ようする国王を「お待ちください！」と遮さえぎる声があった。

「!?　そ、そなたは……」

　驚おどろく人々の前へと進み出ると、ソフィアは震える手で胸を押さえた。

「驚かずにお聞きください、お父さま、お母さま……！　わたくしは……わたくしこそがあなたがたの娘むすめ、ソフィアなのです！」

「な、なんと我が娘よ、無事であったか！　しかし、ではさらわれたのは一体……!?」

　カイは食いしばった歯の間から、苦い声を押し出す。

「俺たちの仲間の、ニーナです……！」

「あの少女が……!?」

「騙だましていて申し訳ございません！　わたくしどうしても舞踏会が嫌いやで、ニーナさまと入れ替わっていただいていたのです……！」

「なんと!?　こ、これは由ゆ々ゆしき事態じゃ、すぐにでも救出に向かわねば──！」

　兵に指示を出そうとする国王に、カイは名乗りを上げた。

「俺たちが行きます！　おそらく奴やつはまだ人ひと質じちの入れ替わりに気付いていないはずだ、俺たちが使者のふりをして城に乗り込み、隙すきを見てニーナを奪だつ還かんします！」

「ならん！　大切な賓ひん客きやくをこれ以上巻き込むわけにはいかぬ！」

「ですが、ニーナは俺たちの仲間で……！」

　増していく混乱を、アランの声が裂く。

「お待ちください、続きがございます！　──『ただし、使者はカイちゃんとその仲間たちとするわよゥ！』」

「何でだよ!?　いや望むところだけど、何で名指しで俺なの!?」

「あ、あの貴族、まさかカイまで手中に収める気か……!?」

「カイが性的な意味で狙ねらわれてるの……!?」

　リンとジルがごくりと喉のどを鳴らす横で、国王が怒いかりに震えている。

「なんと！　力ない学生を使者に指名するとは、ダグラスの奴め、なんと卑ひ劣れつな……！」

　カイはリン、そしてジルと顔を見合わせると、国王の前へと進み出た。

「陛下、俺たちに行かせてください」

「ニーナは私たちの、大事な仲間なんです！」

　言葉に詰つまる国王の横で、王妃が「今はこれが最善策だね……」と頷うなずく。

「あっちが使者を指定している以上、下手に兵を送れば人質に害が及およぶ危険がある……この子たちに行ってもらうしかないよ！」

　国王はそれでもしばし迷っていたが、やがて厳おごそかに頷いた。

「致いたし方かたあるまい……至急、馬車を手配せよ！　三人は旅の準備を──」

「わたくしも参りますっ！」

「ソフィアさま!?」

　ソフィアは嵐あらしにでも逆らおうとするかのように足を踏ふん張ばり、拳こぶしを握にぎりしめている。

「わたくしもニーナさま救出へ参ります！　お父さま、どうぞお許しを！」

「ならぬ！　王女であるお前をみすみす敵地へ向かわせるなど……！」

　しかし王女は揺ゆるがない。

「ダグラスは、まだわたくしとニーナさまが入いれ替かわっていることを知りません。そして彼の指定は、カイさまご一行とのこと……わたくしがニーナさまとしてご同行するのが筋でございましょう！」

　それに……、とソフィアは痛ましいほどきつく胸を押さえる。

「ニーナさまがさらわれたのは、わたくしのわがままのせいです……！　わたくしがダグラスから逃にげることなく、自分でお断りしていれば、ニーナさまを巻き込むこともなかった……！」

「ソフィアちゃん……」

　ソフィアはぐっと唇くちびるを噛かむと、決然と顔を上げた。

「ニーナさまは、わたくしの弱さのためにさらわれたのです！　お願いです、どうか行かせてください！」

「しかし、彼奴きやつの狙いはお前なのじゃぞ!?」

　国王の動揺を遮ったのはリンだった。

「王さま！　ソフィアちゃんのことは、この勇者王リンに任せてください！」

「ゆ、勇者王!?」

「はいっ！」

　胸を張るリンに、カイも加勢する。

「王女殿下の御おん身みは、俺たちが必ず守り通してみせます！」

「リンさま、カイさま……！」

「じゃ、じゃが……っ！」

　それでも言いよどむ国王を、しなる鞭が打った。

「ぴゃああ!?」

「生ぬるいことをお言いでないよッ！　王族たるもの、自分のツケは自分で払はらう！　そうだろう、ソフィア!?」

「ええ！」

　力強く頷くソフィアに、王妃はふっと笑みをこぼす。

「それでこそあたしらの娘だ……！　これを持ってお行き！」

　王妃が差し出したのは、彼女が愛用している鞭であった。

「お母さま、これは……」

「実はこいつは、王家に伝わる秘宝のひとつでね……柄つかに霊れい験げんあらたかな石を埋うめ込んであるって話さ。王家の加護が、必ずやお前の力になってくれるだろうよ！」

　柄に透すき通る宝ほう玉ぎよくがはめ込まれたその鞭を、ソフィアは恭うや々うやしく受け取った。

「ありがとうございます、お母さま！」

　俺そんなすげぇ鞭で引っぱたかれてたんだ……！　母娘おやこが固く頷き合う傍かたわらで、カイはごくりと喉を鳴らした。そしてさっきから国王陛下が王妃さまに踏まれてハアハア言いっぱなしなんだけど……この国の行く末が激しく心配……！

　すでに廊下にはクラスメイトたちが集合していた。

「ああ、大変なことになってしまいました！　みなさん、どうかご無事で……！」

「お、おいカイ・アンバー、絶対に生きて帰ってこいよなっ！」

「アンバーくん、これ、王都でいい酔よい止め薬が手に入ったの。良かったら持って行って？」

　アイリスやクロト、委員長のユリアたちに混じって、アランが進み出る。

「カイ殿どの、ソフィア殿下のこと、何なに卒とぞお頼たのみ申し上げます……！　みなさまに、そしてニーナ殿に、王家の英えい霊れいのご加護がございますよう……！」

　縋すがるような瞳ひとみに、カイは力強く頷いた。

　リンが高らかに声を上げる。

「さあ、出発だ！」

　中庭に用意されていた馬車に乗り込むと、一行は数々の声せい援えんを背に、ニーナ奪還の冒ぼう険けんへと出発した。

　がたごとと揺れる荷台から、灰色の空を睨にらみ上げる。待ってろよニーナ、俺たちが必ず助け出してやるからな……！




　　　　†　†　†




　──遡さかのぼること数時間前、王宮が、まだ平和な眠ねむりに沈しずんでいた深夜のこと。

　うっそうと茂しげった森深くに、その廃城はあった。

　もはや主あるじを失って久しい王の間に、甲かん高だかい絶ぜつ叫きようが響ひびく。

「ソフィア、この甘ったれの小こ娘むすめが、よくも恥はじをかかせてくれたわねェェェっ！」

　金切り声を上げるダグラスを、ニーナは冷たい床ゆかに転がされたまま睨み付けた。

「ああら、そんな目をしていられるのも今の内よゥ!?　うふふふ、さァて、どう料理してあげようかしらねェ……！」

　その挑ちよう発はつには答えず、つんと顔を背そむける。ダグラスが自分を王女だと勘かん違ちがいしている限り、ソフィアに危害が及ぶことはない。このまま本物のフリを押し通して──

　と、復ふく讐しゆうに燃えるダグラスの背後から、「落ち着きなよ」と軽かろやかな声が上がった。

「大の男がそんな小娘相手に喚わめき散らして、みっともないったらありゃしない。しかも衝しよう動どうに任せてさらってきちゃうなんて、三か月かけて積み上げてきたぼくらの計画がパァじゃないですかぁ」

「まったくじゃ。女一人落とせんで、侯こう爵しやくの名が泣くで」

　部屋の奥から現れたのは、黒くろ髪かみの少年と黒衣の女だった。

　彼らの冷たい目を振ふり払うように、ダグラスは整せい髪はつ油で整えられた髪かみをかきむしる。

「だって大勢の前であんな恥かかされて、黙だまっていられなかったのよゥ！　アタシこの女のせいで、カイちゃんにジャーマンスープレックスかまされたんだからねッ!?」

「そんなん、八つ当たりもええとこじゃいね」

　黒衣の女がうんざりと爪つめの手入れを始め、ダグラスの怒りは行き場を失って燃え上がるばかりだ。

「それに、いい加減腹に据すえかねてたのよゥ！　計画のためとはいえ、こんなちっぽけな小娘に求きゆう婚こんなんかさせられてッ！　こんな胸だけしか取り柄えがない王女より、アタシのほうがずっと魅み力りよく的じゃないのよォォォウ！」

「だからって肝かん心じんの王女をさらっちゃうなんて、この先どうするんですか、も～」

「な、何よ何よ、さっきから文句ばっかり言ってッ！　大体アンタだって、カイちゃんに妙みように突つっかかったりして、一体カイちゃんとどういう関係なのよゥ!?」

「それは──」

　息を詰めている気配に気づいたのか、少年の目がふとニーナに落ちる。慌あわてて顔を逸そらしたが、一歩遅おそかった。

「……あれ？」

　少年はニーナに屈かがみ込んだかと思うと、ふんふんと鼻をうごめかせた。

「……お前、本当に王女ですかァ？」

「っ……!?」

　針のように細くなった双そう眸ぼうが、ニーナの横顔に絡からみ付く。

「……そういえば、やつらの仲間に、王女とそっくりの女がいましたっけねぇ？　名前は確か……──ニーナ、とかいったかなぁ？　召しよう喚かん士の？」

　ニーナの頬ほおがこわばった。なぜ見ず知らずの少年が、私の名前を知っているの……!?

「…………」

　少年はしばらくニーナの表情を見守っていたが、やがて立ち上がるなり、仲間たちに向き直った。

「……これ、王女じゃないですよ？」

『!?』

　ニーナ以上に驚おどろいているのはダグラスと黒衣の女であった。

「な、なんですってェ!?」

「一体どういうことなん!?」

「においが違ちがうんですよ。こいつには王宮のにおいが染み込んでいません。それに、どことなく花の香かおりもする……」

「なら、本物の王女は一体……!?」

「今日王宮を訪れた学生の中に、王女そっくりの女がいたでしょう。おそらく、あっちが本物の王女です」

「じゃあこの女は、か、かかかか替え玉ってことォォォオオオオオ!?」

「ああああ、もう！　単独行動した上に偽にせ物ものをさらってきてからに、ほんまにしょうもないね、あんたはッ！」

　取り乱すダグラスと黒衣の女の喚き声も耳に入らず、ニーナは少年を睨み上げた。

「あなた、一体……!?」

「おやおや、覚えてませんか？　あんなに情熱的な出会いをした仲なのに──」

　少年が言い終わるのを待たず、ダグラスが猛もう然ぜんといきり立つ。

「こんなニセモノに用はないわっ！　今スグ殺しちゃいましょう！」

「……！」

　しかしそれを遮さえぎったのは他ならぬ少年であった。

「いや、こいつはまだ役に立ちますよ。こいつを餌えさにして、本物の王女をおびき寄せましょう」

「そ、そんなことできるのゥ!?」

「ええ。今からでも手紙を書いて、王女の寝しん室しつに置いてくるんです。『王女の命は預かった、返してほしくば使者を寄越せ』ってね……そして使者には、例の伝記士たちを指定するんですよ」

　ダグラスが眉まゆをひそめる。

「伝記士って、カイちゃんを？　何でよゥ？」

「そうすればあのお人よしな王女も、必ず来るからね」

「ええ？　本当でしょうねェ？」

　疑わしそうなダグラスに、少年は「ええ」と涼すずしげに頷うなずき、目を笑みの形に歪ゆがめた。

「それに……ダグラス。お前、自分にジャーマンスープレックスをかました男が悶もだえ苦しむ様を見たくはないですか？」

「……どういうことよゥ？」

　少年の吊つり上がった唇から、粘ねばりつくような笑しよう声せいが漏もれ出す。

「ここはせっかくの古代遺い跡せきなんだ、遠路はるばるご足労いただいた使者さまに、少々荒っぽいもてなしをさせていただきましょうよ？」

「……！」

　それまで疑念を湛たたえていたダグラスの目が、みるみる燃え上がった。

「そうか、そうね……！　ここは復讐するにはうってつけのステージですものねェ……！　あの王女もカイちゃんも、死なない程度にいたぶってやるわァン……！」

「二人とも、私し怨えんを交まじえちゃいけんよ」

　黒衣の女が諫いさめるが、少年は軽やかに微笑ほほえむ。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、コキュ。奴やつらはまだ、ぼくらが替かえ玉に気付いたことは知らないはずだ。使者としてのこのこやってきたところを散々なぶって、生け捕どりにしてやりましょう」

「そうなったらこっちのものね！　今度こそ本物の王女をとっ捕つかまえて、国王との交こう渉しようの餌にしてやるわァン！　その上カイちゃんの可愛かわいい姿もたっぷり堪たん能のうできるだなんて、怪け我がの功こう名みようってやつね、うふふふ……！」

　ダグラスは不気味な笑声を漏らしながらペンを走らせると、完成した書状を女に向かって突き出した。

「コキュ！　これを王女の寝室に届けてきなさいよゥ！」

「まったくもう、人ひと遣づかいが荒いんじゃから……」

　コキュと呼ばれた女は、懐ふところから小さな杖つえを取り出したかと思うと、軽く一ひと振ふりした。手のひらほどだった杖が、たちまち箒ほうきほどの大きさに早変わりする。

「ほいなら、行ってくるわいね～」

　コキュは杖にまたがると、書状を携たずさえて窓の外へと飛び出した。

「なっ、飛んだ……!?」

　ニーナの驚きよう愕がくなど歯し牙がにもかけず、少年は夜の闇やみに消えていくコキュを見送ると笑みを刻んだ。

「これでよし、と。ぼくもあのいけすかない伝記士どもには恨うらみがありますからね……せいぜい無ぶ様ざまにのたうちまわってもらうとしましょうか」

「あなたは誰だれなの……!?」

　刺さすようなニーナの視線に、少年はただニィっと尖とがった八や重え歯ばをむき出すだけだった。

　魔ま法ほう陣じんさえあれば、こんなやつら……！　そこまで考えて、後ろ手に縛しばられた手をぎゅっと握にぎる。いいえ、必ずカイたちが助けに来てくれるわ、それまで待つの……！

「私の仲間はね、あんたらなんかにやられるほど、ヤワじゃないわよ！」

　命いのち乞ごいをする代わりにそう叫さけんで、胸に芽生えようとする不安を押し殺した。

　窓の外、低く雲が垂れ込めていた。








　第四章　罠を仕掛けるにしても、もっとまともな罠はなかったのかと小一時間問い詰めたい！






　一行が目的の場所に着いたのは、日が沈み、いよいよ景色が黒く染まり始める頃ころであった。昼過ぎから降り続く雨のせいか、針葉樹に閉ざされた森はじっとりとした静けさに満ちている。

「ここか……」

　カイは雨にそびえたつ廃はい城じようを見上げた。石造りの壁かべはところどころ崩くずれて、窓の格こう子しには無数のつたが絡からみ付き、流れた時の膨ぼう大だいさを物語っている。

「いいか、最初は作戦通り、使者のふりに徹てつするんだぞ。潜せん入にゆうに成功したら、隙すきを見て人ひと質じち奪だつ還かん作戦に移行する！」

「うん！」

　不気味に沈ちん黙もくを保っている重たげな扉を睨にらみ付けて、リンが拳こぶしを突き上げた。

「よーし！　悪いやつらをやっつけて、ニーナを救い出すぞー！」

『おう！』

　カイは冷たい取っ手に手を掛かけると、ゆっくりと引いた。

　四人を出で迎むかえたのは、かびくさい大広間であった。湿しめった薄うす闇やみの底に、松たい明まつに照らされた大階段がぼんやりと浮うかび上がっている。

「どうやら、人の気配はねぇな……」

　カイが先頭になって踏ふみ出した時、背後で扉とびらが閉まると同時、突とつ如じよとして甲かん高だかい哄こう笑しようがこだました。

『オーホホホホ！　よく来たわねェ！』

「!?」

　声はすれども姿はない。カイは油断なく辺りに視線を配りながら進み出た。

「ダグラス！　俺たちは国王陛へい下かに遣つかわされた正式な使者として来た！　姿を見せろ！」

『ああら、可愛い使者サマ！　アタシに会いたければ王の間までいらっしゃい、そしたら交渉に応じてあげるわァン！』

「その前に、王女殿でん下かは無事なんだろうな!?」

　答えたのは少年の声だった。

『安心しなよ、王女さまは大事な人質だからね。交渉が終わるまで、傷ひとつつけないと約束しますよ』

　耳みみ障ざわりな忍しのび笑いに、コキュの声が割り込む。

『ほじゃけど、ここには羽毛がたっぷり詰まったクッションもなければ、天てん蓋がい付きのベッドもない。甘ったれのお姫ひめさんには辛つらいじゃろうから、早はよ迎むかえに来てやることじゃねぇ』

『そういうことよ、可愛い使者サマ。それじゃあ、王の間で待ってるわよ～ん！』

　ダグラスの声が完全に途と切ぎれたのを確かめて、ソフィアが小声で囁ささやく。

「やはりまだ入いれ替かわりには気付かれていないらしいですね！」

「はい。このまま使者の体ていを装って、ニーナの元まで行きましょう。……それにしてもダグラスのやつ、一体どこから見張ってやがるんだ？」

「もしかしたら、あっちにイオちゃんみたいな魔ま女じよがいるのかもしれないよ！」

　リンの言葉に、カイは「そうか」と頷いた。

「そういやあのコキュって女、いかにも怪あやしい格好をしてたっけな……！」

　敵に魔女がいるのならば、自分たちの行動は、学園祭の時のように逐ちく一いち監かん視しされていると考えた方がいい。

　カイは剣けんを握る手に力を込めた。

「使者として訪れたとはいえ、ここはもう敵の懐ふところだ……気を抜ぬくなよ、お前ら！」

『おーっ！』










　ひんやりとした石の廊ろう下かに、四人の足音が硬かたく反はん響きようする。

「しかし、王の間か……交渉場所にしちゃ、ずいぶん遠いな……」

　カイが低く呟つぶやいた時──

「カイ、見て！　廊下が……！」

　リンの指の先を追って、眉をひそめる。

　床ゆかが一部崩れ落ち、道が途切れていた。向こう側までは細い吊り橋ばしが渡わたされている。

「これは一体……？」

「しまった、退路を断たれたぞ！」

「!?」

　ジルの叫びに振ふり向くと、四人の背後を塞ふさぐようにして格子が降りたところであった。

　カイが舌を打つと同時に、天てん井じようの伝声管から嘲ちよう笑しようが降り注ぐ。

『おーっほっほっほ！　掛かったわね、マヌケが！』

「何のつもりだ、ダグラス！　これが使者に対する礼れい儀ぎか!?」

『使者ですってェ？　おバカさんねェ、とっくにネタは割れてんのよゥ！』

「何だと!?」

『そこにいるのが、本物の王女でしょウ？』

「……っ!?」

　図星を突つかれて、声を失う。

「ど、どうして気付かれたんだろう!?」

「それは分からんが、今言えることはただひとつ、どうやら俺たちは嵌はめられたらしいな……！」

「ああ……！」

　ほぞを噛かむカイの隣となりで、ソフィアが鞭むちを握りしめ、宙を睨にらみ上げた。

「ダグラス、ニーナさまを返しなさい！」

『ああら、アンタが代わりにここに来るっていうなら、返してあげてもいいわよォン？』

「っ！」

　ソフィアの肩かたがびくりと跳はねる。しかし彼女が口を開く前に、カイはソフィアの前に進み出て、どことも知れぬ敵を睨み付けた。

「断る！」

「カイさま……！」

「口先だけで愛を騙かたれるお前みたいな男に、ソフィアさまには指一本触ふれさせねぇ！」

『フン、生意気な！　こっちに人質がいるってこと、まさか忘れたわけじゃないでしょうねッ!?　ほら、声を聞かせてやりなさいよゥ！』

『うるっさいわね、ボンクラ！　私を捕とらえるなら可愛い子こ猫ねこでも用意しておきなさいってのよ！　三回まわってニャンって言ってみなさいよこの腐くされダイオウワカメが！』

　天井から降ってきたニーナの声は案外元気そうで、少しだけ胸むねを撫なで下ろす。

　遠くからは、『ダグラス、舐なめられてやんの～』『やーいやーい』と少年とコキュがはやしたてる声も聞こえてきた。

『キィィイイッ！　この小こ娘むすめが、自分の立場ってものが分かってないらしいわねっ！　そんなに痛い目を見たいっていうなら──！』

「やめなさい、ダグラス！」

　ソフィアの厳きびしい声が飛ぶ。

「あなた方の狙ねらいはわたくしでしょう！　万が一ニーナさまに何かあってごらんなさい、舌を噛みますよ！」

『……っ！』

「ソフィアさま……」

　カイは小さく笑みを刻むと、水すい晶しよう越ごしに見ているであろうダグラスに向かって指を突き付けた。

「いいか、ダグラス！　ソフィアさまもニーナも、絶対に傷付けさせねぇ！　俺たちは必ずお前らをぶちのめして、ニーナを助け出す！　首を洗って待っていやがれ！」

『ふん、威い勢せいがいいのも今の内よッ！　すぐに泣いて助けを乞こうことになるんだから！』

「ああ？　どういう意味だ！」

『んふふふふ、復ふく讐しゆうよゥ……！　わざわざアンタたちをここに呼び寄せたのはそのため──アタシに恥はじをかかせたことを後こう悔かいするがいいわァ!?』

　カイは「なるほどな」と呟きながら、前方の橋と後方の格子、いかにも嫌いやがらせじみた仕掛けに目を遣やった。

「遺い跡せきの力を借りて、舞ぶ踏とう会の意い趣しゆ返がえしをしようって腹か？」

『うふふふ、その通り！　なにせここは、古代の罠が無数に仕掛けられた城──その名も、【風雲たかし城】なのよッ！』

「たかしって誰だよ!?」

『そしてその橋こそが最初の難関！　アタシたちは王の間から、アンタたちがもがき苦しむ様子を見物させてもらうわァン！　せいぜい無ぶ様ざまな姿を晒さらすことね！　オーホホホ！』

　耳障りな哄笑が途切れたのを確かめて、苦々しく呻うめく。

「悪いな、お前ら……俺が後先考えずに行動したばっかりに……」

「ううん！　カイがやらなかったら、私がジャーマンスープレックスしてたところだよ！　こんな罠、楽々突とつ破ぱしちゃおう！　力を合わせてニーナを取り戻もどすんだっ！」

「はいっ！　日夜鍛きたえた庶しよ民みん力の見せ所です！」

「久々に腕うでが鳴るな！」

「お前ら……」

　リンは頼たのもしく腕まくりをすると、細い橋を睨み付けた。

「よーし、要は落ちなければいいんだね！　私から行くよっ！」

　リンが先頭になって橋に足を踏み入れる。ゆらゆらと揺ゆれる橋の上で、カイはリンとソフィアに続きながら二人を励はげました。

「いいか、何があっても下を見るな！　前だけを見て渡り切るんだ！」

「うん！」「分かりました……！」

　足を踏み外はずせば、待ち受けているのは竹たけ槍やりか、あるいは底なしの深しん淵えんか……！　カイはおそるおそる足元を覗のぞき込み──

「にゃ～ん」

「…………」

　そう深くない穴の底には、可愛かわいらしい子こ猫ねこたちがぎっしりと敷しき詰められていた。

「やだ、可愛い……！」

　胸がきゅんと高鳴る。猫好きにはたまらない天国だろう、一度飛び込んだら簡単には抜け出せなくなりそうだ──そこまで考えて、バッ！　と顔を上げる。

　最もこの光景を見せてはいけない人物が、俺のすぐ後ろにいる……！

「いいか、見るなよ見るなよ、絶ッ対に下を見るなよ!?　特にジルは見るなよッ!?」

「う、うむ!?　しかし先ほどから、魅み惑わくの幻げん聴ちようが聞こえてくるのだが……!?」

「気のせいだ、見なくていい！　いっそ目を閉じろ！」

「俺に足を踏み外して死ねと言っているのか!?」

「死ぬことは絶対にないから安心しろ！　いいから目をつむれ！」

『うふふふ、どうやら気付いたようねェン！』

　最悪のタイミングで、ダグラスの笑声が降ってくる。

『これこそが最初の難関！　一度落ちれば抜け出すのは至し難なんの業わざ、名付けて【ドキドキ☆にゃんにゃん渓けい谷こく】よゥ！』

「何がにゃんにゃんだ、楽しげな名前まで付けてエンジョイしてんじゃねぇよ！」

『うふふふ、殺人級に可愛いもふもふ子猫ちゃんたちの虜とりこになるがいいわァン！』

「子猫だとォッ!?」

「お前は見るな！」

　カイは振り返りざま、掌しよう底ていでジルの顎あごを押し上げた。

「ぬぐぐ……！」

　ジルの悔くやしげな呻きをよそに、リンとソフィアが穴の底を覗き込む。

「本当だ、猫さんだよ！」

「まあ、こんな毛の短い猫さん、初めて見ました！　とても愛らしいですね！」

「っつーか何なんだよこのくだらない罠わなは!?　やる気あんのか！」

『もちろんこの穴、ただ可愛いだけではないわよゥ！　なんと穴の底に落ちたが最後、ネコになってしまう呪のろいがかかっているのよゥっ！』

「何と！　猫の仲間入りができるとは、むしろご褒ほう美びではないか!?」

「うるせぇよお前もう黙だまってろ！」

『うふふふ、ネコになったカイちゃんをお膝ひざに乗せてにゃんにゃんできるなんて、夢のようだわァ！　アタシの愛いとしい子猫ちゃん、たぁぁぁっぷり可愛がってあげるわねェン！』

「ヤッベ、これ死んでも落ちらんねぇ……！」

　その間も、足元の殺人毛玉たちはにゃぁにゃぁと愛らしい声を上げ続けている。

「うおおおおお、もう耐たえられん！　俺は見る！　俺は見るぞぉぉおおおお！」

「うおっ、おいコラ、暴れんなって……！」

　猫狂いのジルがこの猫天国を目まの当たりにすれば、自ら飛び込みかねない！

「もうこれでも被かぶってろ！」

「ぬうっ!?」

　ずぼぉっ！　と麻あさ袋ぶくろを被せると、ジルはようやく大人しくなった。ふうと息を吐はきつつ額の汗あせをぬぐう。これで何とかしのぎ切れそうだ！

「よし、急げ！　このままゴールを目指すんだ！」

　四人は靴くつの底を擦こするようにしながら、じりじりと橋を進んだ。

　ゴールまであと少し──！　その時、

『うふふ、がんばるじゃないの！　でもそう簡単にクリアできるとは思わないことねェ！』

「何っ!?」

　反射的に見上げて、息を吞のむ。天井がぱかりと開き、何かが降り注いでくる!?

「リン、ソフィアさま！」

　カイは一か八か、前方にタックルをかましていた。

「ひゃっ!?」「か、カイさま!?」

　驚おどろく二人を巻き込んで、どうにか向こう側に転がり込む。

「ジル！」

　振り返った先で、ジルが謎なぞの液体をひっかぶったところであった。

「うぬうっ!?」

「ジル……！」「ジルさま、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　ジルは麻袋の中でくんくんと鼻を鳴らして、愕がく然ぜんと呻く。

「こ、これは──油だ……！」

「油だと!?」

　カイは内心でほぞを噛んだ。まさか油で滑すべらせようって腹か!?　いや……！　さらに恐おそろしい可能性に気付いて、戦せん慄りつする。もしも今火を放たれたら、一巻の終わり……！

「ジル、早く渡わたれっ！」

　カイの絶ぜつ叫きように応こたえて、ジルが大きく踏ふみ出し──しかしその足がずるりと滑った。

「うおおおおっ!?」

「ジル！」

　かろうじて橋にぶら下がったジルの足を、猫たちが不思議そうに突つついている。

「ジル、這はい上がるんだ！　もし火を放たれたら、お前……──ッ！」

　喉のども枯かれよと叫さけぶカイの横で、リンが天てん井じようを指さした。

「カイ見て！　さらに何か降ってきたっ！」

　カイの脳のう裏りに最悪の事態がよぎる。まさか火ひ種だね……!?

「あ、あれは……！」

　ひらひらと宙を舞まう片へん鱗りん、輝かがやく細かな粒りゆう子し、そして鼻び腔こうをくすぐる香こうばしいにおい──リンが絶望に染まった声を上げる。

「かつおぶし……ッ！」

「かつおぶしだ!!」

「いけません！　先ほどの油で、かつおぶしがジルさまの全身に張り付いて……！」

「猫が……猫が、かつおぶしまみれのジルを次々によじ上っていくよ……！」

「くっそ、奴やつら、最初からこれが狙いで……！」

　拳こぶしを床ゆかに叩たたき付けながらも、カイは己の無力を噛かみしめるしかなかった。

　麻袋をかぶって橋にぶらさがる大男、その油まみれの肉体に群がる子猫、辺りに立ち込めるかつおぶしの香かおり……！　何だよコレ、もうわけが分からなさすぎて怒いかりすら込み上げてきた！　俺はこんなカオスな光景を見るために生まれてきたわけじゃない！

「ジルさま、大丈夫ですか!?」

「い、いや、よく分からん！　何だ!?　俺は一体どうなっている!?」

「た、大したことじゃねぇ、とにかく何も見るな！　こっちに来い！」

「しかし、この愛らしい鳴き声、もふもふとした手て触ざわり、低反発のようなぷにぷにとした弾だん力りよく……もしや、もしやこれは……！」

「よせジル、やめろ──！」

　ジルがついに麻袋を取り払はらった。その隻せき眼がんがカッ！　見開かれ──

「う……う、う、うぉぉぉぉぉおお！　猫たァァァアアアアアアアアアアアアアアん！」

「ヤバいぞ、ジルが色んな意味で開眼した！」

「おい、猫たんが！　猫たんがこぞって俺にしがみついてくるぞ！　こ、こここここの俺がこんなに猫にモテたことが未いまだかつてあるだろうか、いや、ないぃぃいいいいッ!!」

「いいから早く登れ！　このままじゃお前、猫になるぞ！」

「もう猫になってもいいんじゃないッ!?」

「そんなポップな感じで!?　俺は猫になったお前とか見たくないんだよ、早く来い！」

「ぬぅ……！　し、しまったぁぁぁあああ！　俺としたことが手首をねんざして、何かこう、もう登れない感じだぁあああ！」

「何その手て抜ぬき感あふれる言い訳！　お前絶対わざとだろ!?」

「ああっ、このままではジルさまがネコに……っ！」

「ソフィアさま、何かその『ネコ』って発音、俺は本能的に嫌いやだなぁ……！」

　猫の誘ゆう惑わくに負けて、ジルはずるずると下がっていく。

「うおおおおおおおおおお！　やっぱり猫が好きぃぃいいいいいッ！」

「くっそ、どうすりゃいいんだ……！」

「もうこれしかないっ！」

「リン!?　何か手が!?」

　リンはきりりと眉まゆをひきしめ、

「猫の鳴きまねで、ジルの気を引くんだよっ！」

「それ何か意味あるかなぁ!?」

　リンとソフィアが手を叩きながら、渾こん身しんの鳴きまねを披ひ露ろうする。

「にゃーん！（ジル、こっちだよー！）」

「にゃぁぁぁん！　にゃぁああああん！（ジルさま！　お気を確かに！）」

「鳴き声だけじゃだめだ、猫みたいにごろごろしないとっ！」

　二人はころころと地べたを転がりながら必死で鳴き続ける。

「にゃぁん！（ほら、猫だよジル！）」

「にゃあ、にゃあ！（さあ、わたくしたちの猫っぷりをご覧ください！）」

「にゃ！　にゃん、にゃ～ん！（あっ、いけない、眠ねむくなってきたよ～！）……すやぁ」

「気ままなところまで再現しなくていいんだよ！」

「う、ぐ……！　何という魅惑の鳴き声！　しかし本物の肉球も捨てがたい……ッ！」

　ジルの中には激しい葛かつ藤とうが生じているようだ。

　リンがカイの袖そでを引く。

「にゃん、にゃ～、にゃん！（ホラ、カイも早く鳴いて！）」

「えっ、俺も!?」

　傍ぼう観かんを決め込んでいたカイは度ど肝ぎもを抜ぬかれた。俺が猫のまねして誰だれが得すんの!?

　それでもリンの必死な瞳ひとみからは逃のがれられない。

「あ、あー……」

　カイは何度か咳せき払ばらいすると、照れに引きつる喉から精いっぱいの鳴きまねを絞しぼり出した。

「に……に……[image: に゛]ゃー……！」

「…………」

　刹せつ那な、身体中に猫を貼はりつけたジルが橋の上に躍おどり上がったかと思うと、凄すさまじい勢いで突とつ進しんしてきた。

「お、おおお!?」

　橋を渡り切るや、怯ひるむカイの胸倉をつかみ上げる。

「カイ！　貴様、この俺を舐なめているのか!?」

「いや俺が舐めてるっつーか、お前いま猫に全身舐められてるけど!?」

「猫はそんな不細工な鳴き方などせん！　いっそ猫への冒ぼう涜とくに等しいぞッ！」

「ジルがこんなマジギレしたとこ初めて見たわ！　何かごめんね!?」

　集合した四人の上に、大おお仰ぎようなため息が響ひびき渡る。

『ああら、残念、全員無事に渡れたようねェ！　せっかくネコになったカイちゃんとにゃんにゃんできると思ったのにィ～！』

「何だろう、別に卑ひ猥わいな台詞せりふじゃないのにすごい寒気がする」

『でも可愛い鳴き声が聞けたから許してア・ゲ・ル！　さあ、先へお進みなさいな！』

「良かった、第一の難関、突とつ破ぱだ！　さあ、行こうっ！」

　元気よく指をさすリンに、しかし子猫に群がられたジルは悲しげに首を振ふり、

「いや、俺はここに残──」

「早く来い」

　こうして一行は子猫たちと別れ、先へ進むのだった。










「けっこう歩いたねぇ！」

「ああ。もう王の間までだいぶ近いはずなんだが……」

　四人が【仰ぎよう天てん☆巨きよ大だいドミノ】や【ハラハラ！　じゃじゃ馬ならし！】、【悪あく魔まの小部屋】に【コンドル・ＤＥ・突つっ込こんどる！】など、襲おそいくる（くだらない）罠の数々を乗り越こえ、柱が立ち並ぶ巨大な歩ほ廊ろうに差し掛かかった時──

「ふうん？　すぐに音ねを上げるかと思ったけど、ずいぶん粘ねばりますねぇ」

　軽かろやかな声が、やけにはっきりと鼓こ膜まくを叩いた。

「!?」

　見上げると、折れた柱の上に小こ柄がらな少年の姿があった。その足元にはコキュが座って、足をぷらぷらさせている。

「よお、久しぶりだな。今までこそこそ隠かくれてたっつーのに、どういう風の吹ふき回しだ？」

「君らがあまりに無様なもんだから、直接見物したくなってね。忙いそがしいのに出向いてやったんだ、感謝してよね？」

「ちなみにあんたらの仲間の召しよう喚かん士も、水すい晶しようを通してこの様子を見ちょるからね。情けない姿たっぷりさらしてぃや～、うちの魔法のためにも」

「……お前ら、一体何を企たくらんで──」

　カイが眉をひそめた時、下からせり上がった格こう子しがリンたちとカイの間を遮さえぎっていた。

「っ!?　リン、ソフィアさま！」

　格子に駆かけ寄よろうとしたカイの手首に、床から飛び出した枷かせが巻き付く。

「なっ!?」

　抵てい抗こうする暇ひまもなく仰あお向むけに引きずり倒たおされ、四し肢しばかりか首までもが枷で固定された。

「っ、く!?　何の真ま似ねだ！」

　床に張り付けられたカイの叫びに答えず、少年は涼すずしげに声を張る。

「これが第五の難関、【クイズでポン！】だよ！　これからお仲間のみなさんに、四つのクイズに答えてもらうよ～！　誤答するごとに伝記士にペナルティが科せられるから、がんばって正解してくださいよォ？」

「ペナルティだと!?」

　カイは鼻で笑い飛ばした。

「悪いが、王おう妃ひさまの鞭むちを受け切った俺には、並みの責め苦は通用しねぇぞ！　どんな拷ごう問もんでも来やがれ！」

　枷が締しまるか、それとも天井でも降りてくるか!?　不敵に啖たん呵かを切ったカイの視線の先で、天てん井じよう板いたがくるりと裏返り──天井に張り付けられたダグラスが現れた。

「はぁい、カイちゃん！　答えを間ま違ちがえるたびに、アタシが降りていくわよゥ！」

「ぎゃあああん！　ぎゃああああああああああん!!」

　ただごとでない悲鳴に、リンたちの間に緊きん張ちようが走る。

「いけません、カイさまがダグラスの毒どく牙がに！」

「この問題、一問たりとて間違えるわけにはいかんぞ！」

「カイ、安心して！　カイの純潔は、私たちが必ず守り通してみせるから！」

「ままままマジで頼たのんだぞ、お前らっ!?」

　カイは必死に唇くちびるを結んで弱よわ音ねを堪こらえた。俺にできるのは、仲間を信じることだけだ……！

「じゃあ、最初の出題はぼくからだよ！　君らバカそうだから、一番簡単な問題から出してあげるね～」

　少年が柱の上から問題を読み上げる。

「第一問！　たかしくんは八〇〇ゴールドのりんごを八個と、ⅹゴールドのみかんを六個買いました！」

「たかしくん出てきた！」

「合計代金が一三六〇〇ゴールドの時、みかんは一個いくらでしょう!?」

「ガチで算術の問題じゃねぇか!?」

　だがクイズとしては比ひ較かく的てきまともだ！　頼むぞ、リン……！

　カイの願いが通じたのか、リンは眉み間けんにしわを寄せて、いつになく真しん剣けんな顔で考え込み──やがて悲痛な声を上げた。

「りんごが高すぎるよっ！」

「正論だけどそこは置いとこう!?　今は触ふれないでおこう!?」

「待て、リン！　今計算してみたが、みかんも負けず劣おとらず高いぞ！」

「ジル、お前答え出てるなら言えよ!?」

　格子を握にぎるリンの手が、わなわなと震ふるえる。

「ひどいよ、そんな高価なりんごとみかん……たかしくんにはとても手が出ないよっ！」

「たかしくんは貧びん乏ぼうなの!?　お前はたかしくんの何を知っているの!?」

　しかしリンの激げき昂こうを遮る声があった。

「お待ちください、リンさま！」

「ソフィアちゃん!?」

「そ、ソフィアさま！　あなたが最後の砦とりで！　どうか頼みます……！」

「お任せください、カイさま……！」

　ソフィアはカイに向かって力強く頷うなずき──袖から金の延べ棒を滑すべり落とした。

「この金きん塊かいをたかしくんに握らせれば、万事解決でございます！」

「えげつねぇぇぇええ！　王女さまのやり方めっちゃえげつねぇぇえええ！」

「世の中の大たい概がいの問題はお金で解決できると、じいやに教わりました！」

「じいやさん一国の王女さまに何教えてんだ！　こればっかりは解決できないですから！　これ算術の問題ですからね!?」

　案の定、少年が「あーっはっはっは！」と勝ち誇ほこった嘲ちよう笑しようを上げる。

「せっかくのサービス問題だったのに、全員不正解～っ！　天てん井じようが下がるよォ！」

　ヒッ、と喉のどを引きつらせるカイの上に、大男を張りつけた天井がズゴゴゴと降りてくる。

「うふふふふ、二人の距きよ離りがミチミチ縮まるわねェン、カイちゃん！」

「そのミチミチっていう効果音すごくイヤだ！　おい次こそは！　次こそは頼むぞお前ら!?」

「続いてはうちからの出題じゃ！」

　今度はコキュの声が降ってくる。

「たかしくんは時速四キロで家を出ました！」

「またたかしくん出てきた！」

「その一〇分後に、たかしくんのお兄さんが時速二四〇キロで家を出ました！」

「お兄さんめっちゃ速はえぇぇぇ！」

　マズいぞ、先ほどの傾けい向こうからして、おそらくこれも算術の問題──！

「お兄さんが時速二四〇キロでたかしくんの背後から迫せまります！　────キキィィィイッ、ドオオオオン!!」

「!?」

「『そんな……兄さん……な、ぜ……！』」

「たかしくぅぅううん！　おいたかしくん轢ひかれたぞ！　問題はどうなるんだよ!?」

「さて問題です、この時たかしくんは何を思ったでしょうか!?」

「知るかぁぁぁああ！　何なのこれ算術の問題じゃねぇの!?」

「どちらかと言うと文術じゃねぇ。登場人物の気持ちを汲くみ取ろう、みたいな？」

「轢かれてる最中の人間から何を汲み取れっつーんだよ!?　それよりたかしくんを助けてあげて!?」

　しかしソフィアが鋭するどい声を上げた。

「いいえ、カイさま！　たかしくんの思おも惑わくがどうであろうと、関係ございません！」

「ソフィアさま……!?」

　ソフィアは袖そでの下に金塊をちらつかせ、

「お金さえ積めば大たい抵ていの事故はなかったことにできると、じいやが申しておりました！」

「まずはじいやさんの教えを忘れるところから始めましょうか!?」

「残念、不正解じゃ！」

「えっ、ジャッジすんの早っ！　ちょ、待っ──」

　無情なる審しん判ぱんと同時に、再び天井withダグラスが唸うなりを上げて迫りくる。

「んなあああああん！　んなああああああああああん!!」

「うふふふ！　カイちゃん、その怯おびえた顔、たまらないわァ～ン！」

　拘こう束そくされた四肢で精いっぱいもがきながら、カイは必死に首をよじった。

「おいリン、次こそ真ま面じ目めに答えろよ!?　絶対だぞ!?　俺との約束だ！」

「甘いね、カイ！　私はいつだって大真面目だよっ！」

「そうだったね！」

　くっ、リンはあてにならねぇ！　ましてやソフィアさまはじいやさんの教えに縛しばられているしっ……！

「カイ、俺に任せろ！」

「ジル……!?」

　ジルのたくましい声に、カイは一いち縷るの望みを掛けるしかなかった。不本意だが、頼たよれるのはもうこいつしかいねぇ……！

「頼んだぞ、ジル！　お前に、俺の命運を預ける……！」

　爪つめの手入れを始めたコキュに替かわって、再び少年が問題文を取り上げた。

「さあ、続いては生物学からだ！」

　少年とジルの双そう眸ぼうが、火花を散らす……！

「問題！　たかしくんの──」

「五〇兆！」

「お前やる気ねぇのも大概にしろよ!?」

　しかし返ってきたのは忌いま々いましげな舌打ちだった。

「チッ、正解だよ！」

「まさかの！　まさかの正解！　問題は何だったの!?」

「『たかしくんの腸に生息する悪あく玉だま菌きんの数は？』だね」

「たかしくんちょっと悪玉菌飼いすぎだろう！」

　しかしカイは胸むねを撫なで下ろしていた。良かった、これでこの責め苦から解放され──

「正解のカイちゃんにはご褒ほう美び！　アタシの降下速度が二倍になるわよゥ！」

「何でだよぉぉおおおお!?」

　カイの眼前に、恍こう惚こつと唇を尖とがらせたヒゲ面づらが迫る。もはや手を伸のばせば届く距離だ。

「来るな、やめろ、引きつけ起こすぞ!!　六歳までちょくちょく引きつけを起こしてはおふくろの心しん胆たんを寒からしめていた『引きつけのカイ』の異い名みようは伊だ達てじゃねぇぞ!!　おい来るなって！　来る──なァはぁぁああん！　なっはぁぁああああああん!?」

「いかん、カイが聞いたことのない悲鳴をあげ始めたぞ！」

　すでに視界はダグラスのヒゲ面で埋うめつくされている。このままでは正解しても間違っても、考えたくもないが俺の純潔がオカマ男とドッキング☆ラブ……！

「さて、次はいよいよ最終問題じゃ！」

「頼むお前ら、助けてくれ！　俺を救ってくれぇぇええ！」

「で、ですがカイさま、正解でも不正解でも駄だ目めだなんて、一体どうすれば……!?」

　うろたえる一行を嘲あざけるように、コキュが淡たん々たんと問題を読み上げる。

「問題！　度たび重なる不幸に鬱うつ屈くつしたたかしくんは、りんごとみかんを万引きし、さらにお兄さんを監かん禁きんしてしまいました！　たかしくんの刑けい期きは何年でしょう!?」

「重ぉぉぉおおい！　最後の問題めっちゃ重い！　っつーか知らねぇよたかしくんちの事情なんて！　もう専門家に任せとけ！」

　しかしカイの絶ぜつ叫きようを遮さえぎったのは、悲痛なまでの叫さけびだった。

「違ちがう！」

「リン……!?」

「これは監禁なんかじゃない……たかしくんは、そんな子じゃないよ！」

「ど、どういうことじゃ……!?」

「私、知ってるよ。たかしくんは……お兄さんのために、あの高すぎるりんごとみかんを買いたかったんだってこと……！」

　この一大事に何を言い出すのウチの勇者は……!?　もはや半泣きのカイをよそに、コキュがはっと頬ほおを引きつらせる。

「あんた……！」

「リンさま、いったいどういうことなのですか……!?」

　問いかけるソフィアに、リンは悲しげな声を振ふり絞しぼった。

「たかしくんのお兄さんはね……重度の引きこもりだったんだよ……！」

「そ、そんな……!?」

　なんかクイズと全然関係ない人間ドラマ始まったぁぁぁあ……！

　カイの絶望など露つゆ知らず、リンは滔とう々とうと語り続ける。

「たかしくんはそんなお兄さんに、少しでも美お味いしいものを食べて欲しかったんだ……部屋にこもっていても季節を感じられる、風や大地や、太陽のにおいのする、瑞みず々みずしい果くだ物ものを……！　たかしくんは、いつかお兄さんが家から出てこられるように、静かに見守り続けてきた……。たかしくんの優しさが通じて、やっと家を出られたお兄さんがはしゃぎすぎて暴走して、自分が轢かれても、文句のひとつも言いやしなかった！　腸内にその身に余る悪玉菌を飼ったのだって、お兄さんを監禁したのだって、ただ寂さびしかっただけなんだ……！　たかしくんほど優しいおじさんを、私は知らない！」

「たかしくんおじさんだったんだ!?」

　カイの驚きよう愕がくとは裏腹に、ソフィアは感かん涙るいにむせんでいる。

「リンさま……！」

「ねえみんな！　こんな優しいたかしくんに、刑期なんて必要あるかな!?　いいや、ないよ！　法の力なんてなくても、たかしくんなら必ず新しい一歩を踏ふみ出せるって、私、信じてるから……！　たかしくんの優しい心は、法律でなんて縛れない──縛るべきじゃない！　よってたかしくんは──無罪だよノツト・ギルテイ！」

　カイは涙なみだ目めで唇くちびるを引き結んだ。ああ、さよなら俺の青い春……！

　しかし。

「ふ……そこに気付くとは、さすがじゃね……」

　コキュがぐずっと鼻をすする。

「ほうよ、たかしは誰だれよりも優しい男なんよ……！」

「ふん、いい話じゃないですか……くすん」

「二人とも泣いちゃってるじゃん！　あいつらはたかしくんの一体何なんだよ!?」

「今回はたかしに免めんじて見み逃のがしてあげるけんねッ！」

　コキュが小さな棒を振りかざすと、たちまち箒ほうきほどの大きさまで伸び、コキュと少年を乗せて飛び立った。

「と、飛びました……！」

「ちょっとゥ!?　何勝手に話を進めてんのよ、アタシはまだ気が済んでないわよゥ！」

　ダグラスの抗こう議ぎをよそに天井が上がり始めたかと思うと、コキュがまだ喚わめき散らしているダグラスの首根っこを掴つかむや、引きちぎるようにして飛び去った。

「ああん、あと少しでキスできたのにぃぃいいい！　カイちゅわぁぁぁん、また会いましょうねぇぇぇえん！」

　野太い雄お叫たけびが遠ざかると同時に格子が引っ込み、駆かけ付けたリンたちがカイの拘束を解いてくれた。

「カイ、無事で良かった！」

「た、助かった……！」

　身を起こすカイの隣となりで、ソフィアがリンの手を握にぎる。

「リンさま、先ほどのお話、感動いたしました……！」

「ううん。たかしくんの優しさのおかげだよ！　たかしくんが、私たちの背を押してくれたんだ……さあ行かなくちゃ、ニーナの元へ！」

　意い気き揚よう々ようと歩く三人の後を追いながら、カイは呻うめいた。

「って言うか、たかしくんって誰だよ……！」










「カイさま、運動はお得意ですか？」

　廊ろう下かを歩いているさなか、唐とう突とつにソフィアに尋たずねられて、カイは「え？」と首を傾かしげた。

「まあ、座学よりは……」

「では、あれは何のスポーツに使う球たまなのでしょうか？」

　ソフィアの指を追って振り向く。背後ではびっしりとトゲを生やした巨きよ大だいな球体が、廊下の幅はばいっぱいに存在を主張していた。

「…………」

『うふふふ！　それこそが第十一の難関！　名付けて【ゴロゴロ☆カーニバル】よ～！』

　ダグラスの宣言と共に、重量感のある球体が、坂でもないのにごろりと転がり始め──

「逃にげろぉぉぉおおおお！」

　再び廊下を疾しつ走そうする四人を、球体が凄すさまじい速度で追い上げる。

「うぉぉおおお、何なのこの城、マジで怖こえぇぇええええっ！」

「なるほど、あの玉に当たったらゲームオーバーというわけですね！　庶しよ民みんの文化は複ふく雑ざつ怪かい奇きです！」

「違います！　そんな生死を賭かけたスポーツがあってたまるか！」

「よーし、私に任せてっ！」

「リン！」

　驚おどろくカイに、リンは自信満々に腕うでまくりした。

「私があの玉を止めてみせるよ！　勇者リンの奥おう義ぎ、『だるまさんがころんだ』でねっ！」

「…………うん、やってみ？」

　カイが生温かい目で見守る中、リンは全力で疾走しながら腕で目を覆おおった。

「だーるーまーさーんーがー……──ころんだっ！」

「ソフィアさまは止まらなくていいんですよぉぉおおお!?」

「あっ、すみません、つい！」

　ソフィアを担かついで疾走するカイの横で、リンは器用に後ろ向きのまま走っている。

「あーっ、トゲ玉くん、動いたぁ！　次はトゲ玉くんが鬼おにだよ！　うっふふふふふ☆」

　リンはひとしきりはしゃいでいたかと思うと、やがて静かに前へ向き直った。

「ねえカイ、私、虚むなしくなってきた……！」

「良かった、それが人間として正常な感覚だぞ、リン！」

「何で今日に限ってノってくれないの!?　私一人ではしゃいじゃって寂しいよ！　せめてツッコんでほしかった！」

「俺がいつでも律りち儀ぎにツッコむと思ったら大おお間ま違ちがいだぞ！　というか、何でそれで成功すると思ったのか逆に聞きたい！」

「だって、カイの剣けんは花いちもんめで抜ぬけたから！」

「いや抜けてない！　あれは結局力業わざで抜けたんだ、記き憶おくを都合よく改ざんするな！」

　リンは「うう～っ！」と唸うなったかと思うと、躍やつ起きになって叫びはじめる。

「だるまさんがころんだころんだころんだっ！　ころんでころんでころころころころんで大・出・血！」

「だるまさん大怪け我がしてるじゃねぇか！　もうやめろ、だるまさんを許してさしあげろ！」

「いえ、お待ちくださいカイさま！　あれを！」

　ソフィアの声に振り返って、カイは息を吞のんだ。

「止まって、る……!?」

　あれほどの速度で転がっていたトゲ玉が、ぴたりと静止している。

　カイは肩かたで息いきをしながらソフィアを降ろした。

「嘘うそだろ……？」と呟つぶやくカイの隣で、リンがぺたんこの胸をこれでもかと張る。

「ほらね、言ったでしょ？　勇者リンの言う通り！」

「あ、ああ……だが油断するなよ。この城の罠わな、一ひと筋すじ縄なわじゃいかな──」

　言いも果てず、トゲ玉が内側から砕くだけ散り──中から飛び出したのは、極楽鳥のような衣装に身を包んだ、ヒゲの剃そり跡あとも青々しい大量のニューハーフであった。

『うっふぅぅぅうううん!!』

「ひゃああああああああああ!?」

「玉から化け物爆ばく誕たんしたぞ何コレどういうことなのぉぉおおおおおおおお!?」

　硬こう直ちよくしているソフィアを抱だき上げて再び走り出したカイの上に、ダグラスの得意げな声が降りかかる。

『おーほほほほ！　紹しよう介かいするわねェン！　彼女たちはアタシのお友達、ニューハーフ組合の皆みなさまよォン！』

「正直もうキワモノはお腹なかいっぱいです！」

『彼女たちに捕つかまったら最後、アンタらも晴れてニューハーフの仲間入りよン！』

「マジで!?　何ソレ怖ぇぇえええええええ！」

　四人の背後に、ご機き嫌げんニューハーフカーニバルがズンドコズンドコと迫せまりくる！

「何だあいつら速ぇぇぇ！　逃げ切れる気がしねぇぇえええええ！」

「ふふっ。どうやらわたくしの出番ですね！」

「ソフィアさま!?」

「今こそわたくしに秘められし、真の力を解き放つ時──！」

「真の力……!?」

　ソフィアはカイの腕の中で、「ええ！」と叫さけぶや高々と鞭むちをかざす。その姿は気高さに満ち、神こう々ごうしくすらあった。

　そして形のいい唇から、清らかな声が流れ出す！

「聖なる光よ逬ほとばしれ！　ロイヤル・ハイパー・ダイレクト・すごい・アターック！」

「なっ……！」

　高貴な呪じゆ文もんと共に、鞭から眩まばゆいばかりの光が放たれ──なかった。

「…………」

　鞭が光るわけでもなく、特にロイヤルなことが起こるわけでもなく、ニューハーフたちは絶好調で追ってくる。

　ソフィアはそっと鞭を引っ込めて、おずおずとカイを見上げた。

「……この鞭は、いつ、何の役に立つのでしょう……？」

「それは俺が聞きたいです！」

　リンが真しん剣けんな顔で叫ぶ。

「カイ、こうなったら必殺『暗黒騎き士しの紅あかき魔ま眼がん』だっ！」

「いやそんなん出来ねぇから！　忘れてるかもしんねぇけど、俺伝記士だからね!?」

「イマドキの伝記士は、目から光線を出せて一人前だよ！」

「そうですカイさま！　冒ぼう険けん者なら魔眼のひとつやふたつ、必ひつ須すスキルですよ！」

「マジですか!?　おおおお、なんか出せそうな気がしてきたぁぁぁあ！」

「やっちゃえ、カイ！」

「うぉぉぉおおおおおお！　食らえ、『暗黒騎士の紅き魔眼』んんんんんッ!!」

　カイは両眼に全神経を集中しながら振ふり返り──

『うふぅぅううううううん！　コッチにいらっしゃい、カワイイ坊ぼうやァァァアアア！』

「やべぇ、目が合った！　化け物と目が合った！　違ちがう世界に連れて行かれちゃう！　っつーか光線なんか出るわけねぇだろ、阿あ呆ほか！」

「見て、横道だ！　ここに入ろうっ！」

　一行はリンを先頭に、細い通路へと飛び込んだ。突つき当たりの部屋に転がり込むが早いか扉とびらを閉め、カイとジルで全力で押さえる。

　そこは倉庫のようだった。暗がりに目を凝こらして、リンが息を吞む。

「カイ、これ……！」

「封魔球レチツド・ボール……っ!?」

　薄うす闇やみに浮うかび上がったのは、山のように積み上げられた、大量の封魔球であった。

「まあ、こんな数の封魔球、一体どうして……!?」

「王都に氾はん濫らんしている封魔球は、やはりあの貴族が裏で糸を引いていたのだな！」

「ひどい……！　この子たちを助けてあげなきゃ……きっと残された仲間たちも心配してるよ！　ねえカイ、魔ま物ものさんたちを逃がしてあげようよ！」

　閉じ込められた魔物たちの姿が、囚とらわれの身のニーナと重なったのだろう。リンの悲痛な叫びに、しかしカイは扉を押さえたまま首を振るしかなかった。

「気持ちは分かるが、今は無理だ！　ニーナを取り戻もどしてから──！」

「きゃっ!?」

　その時混乱を裂さいて、ソフィアの悲鳴が上がった。見ると彼女が手にした鞭、その柄つかに埋うめ込まれた石がぼうっと白い光を放っている。

「こ、これはまさか──破は魔まの石……!?」

「破魔の石……!?」

　ソフィアは驚きよう愕がくに目を見開きながら「ええ！」と頷うなずく。

「魔法の力を打ち消す石です！　王家に伝わる秘宝のひとつで……封魔球の魔力に反応したのでしょうか……！」

　リンが「それだ！」と目を輝かがやかせる。

「ソフィアちゃん、お願い！　その石で、封魔球の封ふう印いんを解いて！」

「ええっ!?　で、ですが、そんなことをしたらっ……！」

「大だい丈じよう夫ぶ、私を信じて！」

　ソフィアはしばし声もなくリンの瞳ひとみを見つめ返していたが、やがて力強く頷いた。

「は──はいっ！」

　ソフィアが高々と振りかざした鞭から、眩いばかりの光があふれ──閉じ込められていた魔物たちが、一いつ斉せいに解き放たれた。同時にカイとジルで扉を開く。

「ぎゃあああああああ!?」

　数百という魔物が出口に殺さつ到とうして、ニューハーフたちが我先にと逃げ出した。

「いやぁぁぁん！　何で魔物がァ!?」「逃げるのよぅ！」「魔物は出るし、ダグラスのやつは人使い荒あらいし、もうやってらんないわよぉぉおおお！」

　魔物とニューハーフたちの足音が遠ざかり、カイが額の汗あせをぬぐった時、残った魔物の中から小こ柄がらなガーゴイルが進み出た。

「きゃ……！」

　後ずさろうとするソフィアの手を、とっさに握にぎる。

「か、カイさま!?」

「これでソフィアさまにも、魔物の言葉が聞こえるはずです！」

「えっ!?」

　カンテラをかざす一行に向かって、ガーゴイルは深々と頭を下げた。

「！」

「我らをおぞましい呪じゆ縛ばくより解放してくださり、ありがとうございました……何とお礼を申し上げていいのか……！」

「本当に、魔物の言葉が……！」

　カイに縋すがる手に力を込めて、ソフィアが息を吞む。

　頭こうべを垂れるガーゴイルに、リンは首を振った。

「ううん。私たち人間こそ、ひどいことをしてごめんね……一刻でも早く、仲間やお友達の元に帰ってあげて。君たちがいなくなって、きっと悲しんでいるはずだから……」

「あなたは、もしや……その腰こしに下げている剣は……」

　ガーゴイルの目線を追って、リンは「これ？」と首を傾かしげてはにかんだ。

「なまくらだよ！」

　ガーゴイルは胸に手を当てて、声を震ふるわせる。

「斬きれない剣を携たずさえ、魔物と心を通かよわせる、不思議な勇者さま──お噂うわさは聞き及およんでおります。このご恩は忘れません……！」

　残った魔物たちが外へ逃にげるのを見届けて、四人はようやく息を吐はいた。

「まさか、魔物の間でもリンが有名人になってるとはな」

「ま、魔物と話せるなんて、あなた方は、いったい……!?」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすソフィアに、カイは静かに口を開いた。

「詳くわしくは言えないんですが……ソフィアさまのおっしゃる通り、封魔球はこの世にあってはならないものなのです、この世界のためにも」

「あっては、ならないもの……」

　リンがソフィアの手を握る。

「お願い、ソフィアちゃん。王都から……ううん、この国から、封魔球をなくしてほしいんだ。これは、ソフィアちゃんにしかできないことだから……」

「わたくしにしか……」

　ソフィアは胸元に手を当てると、その言葉を刻み込むようにぎゅっと握った。

　ジルが顎あごをさすりながら唸うなる。

「しかしあの封魔球の数、やはり魔ま女じよが一枚噛かんでいるな」

「そうみたいだな。だとすると、王都に氾濫してる封魔球も、あの黒衣の──コキュとかいう女の仕し業わざか──」

　カイが言いさした時、濁だみ声ごえが響ひびき渡わたった。

『よッくもやってくれたわねェェェエ！　あれだけの魔物を集めるのにどれほど苦労したと思ってるのよゥ！』

「貴族さん！　何の罪もない魔物さんたちを閉じ込めるなんて、ひどいよ！」

「てめぇ、封魔球を王都にばら撒まいてることといい、一体何を企たくらんでやがる!?」

『ああら、それは直接会ってからたっぷりと教えてあげるわよゥ……無事に王の間まで辿り着くことができたらねッ！』

　それきり沈ちん黙もくした伝声管を見上げて、リンが力強く呟く。

「王の間……ニーナもそこにいるんだよね！」

「ああ。どんな難関だろうと越こえてやるぜ！　この調子で一気に突とつ破ぱするぞ！」
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　わなわなと震えるダグラスの後ろから水すい晶しよう玉だまを覗のぞき込んで、少年がため息を吐く。

「あ～あ。まさか魔物を逃がされるとは……。この調子じゃ、奴やつらがここまで来るのも時間の問題だねぇ」

「ああああ、こんなことなら、早いとこ生け捕どりにするんだったわッ！　チャンスはいくらでもあったのにィ！」

「そう取り乱さないでよ、みっともない。魔物はまた捕とらえればいい話です。奴らが慌あわてふためく姿も存分に楽しめたし、ぼくはむしろ満足だなぁ……あとは王女さえここに来ればこっちのものですよ。それにぼくらには、コキュの魔法があるんですから」

　コキュが眉まゆをひそめる。

「でも、どうやらあのお姫ひめさん、破魔の石を持ってるようじゃね……ちぃっと厄やつ介かいじゃね」

「おや、そのための人ひと質じちでしょう？　……それに、この状じよう況きよう、逆に利用しない手はないんじゃないですかぁ？」

　少年は含ふくみのある笑みを浮かべると、ニーナの横にしゃがみ込んだ。

「ねえ、召しよう喚かん士？　彼らって、ずいぶん息ぴったりですねぇ？　いやぁ、楽しそうだなァ、実にお似合いのパーティーだ。君もそう思いませんかぁ？」

「何の話よ」

　ニーナの射い貫ぬくような視線も意に介かいさず、少年は粘ねばつくような笑い声を上げる。

「なんかしっくりくるよねぇ。あの王女さま、君にそっくりですし？　っていうか、むしろ君がいないほうが、上う手まくやっていけるんじゃないかなぁ？」

「……そんな、こと……」

「あれだけ楽しそうだと、なんていうか──君なんかもう、必要なさそうですよねぇ？」

「っ！」

　その言葉に、胸の奥の触ふれられたくない場所がちくりと疼うずいた。

　コキュが爪つめを磨みがきながら、ククッと喉のどを鳴らす。

「あんたも悪あく趣しゆ味みじゃねぇ！　まぁそんくらいしてもらったほうが、うちとしても後々助かるんじゃけど」

　少年たちの忍しのび笑いがまるで自分を嘲あざけっているようで、ニーナは水すい晶しようから目を背そむけた。

　自分に言い聞かせるように、口の中で呟つぶやく。

「そんなことはないわ、私には召喚があるもの……そうよ、魔ま法ほう陣じんさえ……魔法陣さえあれば……！」
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「…………」

　崩くずれかけた階段に座って、カイは魔法陣を眺ながめていた。

　夏休み、旅の途と中ちゆうでリンがニーナに尋たずねたことがある。

『ねえニーナ、この魔法陣の紋もん様ようって、何か意味があるの？』

『ああ、これはね──』

　出会ったばかりの自分たちに丁てい寧ねいに説明してくれたニーナの声が、耳に蘇よみがえる。

『周囲の文字列は、呪じゆ文もんを簡略化するためのものなの。大事なのは図形、特にこの六ろく芒ぼう星せいで──』

　カイが「案外簡単なんだな」と呟くと、ニーナは小さく微笑ほほえんだものだ。

『そうよ。複雑そうでいて、案外単純なの。あなたみたいにね』

「カイさま、お水をどうぞ」

　ソフィアの声で、カイは物思いから醒さめた。

「ありがとうございます」

　一行は、四階へと続く階段の前で立ち往おう生じようしていた。古い石段はひどく崩れていて、二手に分かれて別の道を探すことになったのだが、疲ひ労ろうがピークに達しつつあるソフィアを見かねて、カイが休きゆう憩けいを持ちかけたのだった。けれど、どうやらぼーっとしているのは自分の方のようだ。

　カイは小さく息を吐くと、水みず袋ぶくろに口を付けた。

　ソフィアがカイの手元に目を落とす。

「ニーナさまは、召喚士でいらっしゃるのですね」

「はい。一時は大陸守護騎き士し隊にも勤つとめてたとか」

「守護騎士隊……アランから聞いたことがあります。とても厳きびしいところだそうで」

「そうなんですか」

「特に召喚士の方は、幼い頃ころより召しよう集しゆうされるそうですから、お辛つらいことも多かったかと思います……それでニーナさまは、あんなにも気き丈じようでいらっしゃるのでしょうか」

「…………」

　魔法陣を見下ろしながら、カイは口の中で呟いた。

「……あいつ、あんまり昔のこと語りたがらねぇからな……弱味を見せるのを嫌きらうというか……」

　舞ぶ踏とう会の夜、バルコニーで星空を見上げていたニーナの横顔が蘇る。いくら気丈に振ふるまっていても、心細い思いをしているはずだ……一刻も早く助けてやりたい。

「そろそろ、リンたちと合流しましょう」

　立ち上がろうとして、呼び止められた。

「カイさま」

　見ると、ソフィアの不安げな目が、カイを見上げていた。カンテラの光が、壁かべに映った二人の影かげをゆらゆらと揺ゆらめかせる。

「あの……わたくし、少しはニーナさまの代わりに、お役に立てているでしょうか……？」

「……え？」

　ソフィアは長いまつ毛を伏ふせて、力なく微笑む。

「こんな時に、不ふ謹きん慎しんかもしれませんが……わたくし、長いこと、このような冒ぼう険けんを夢見ていたのです……。みなさまといると、胸がどきどきして、どんな困難だって乗り切れる気がして……。できることならわたくしも、みなさまの本当のお仲間になりたい……けれどそれは叶かなわぬ身、せめて今だけでも、ニーナさまの代わりになれればと思って……」

「……いや、ニーナの代わりなんていらないです」

　何気なく答えてしまってから、ソフィアが悲しげに目を瞬またたかせていることに気付いて、カイは慌てて手を振った。

「あ、あ、違ちがうんです、そういう意味じゃなくて……！　ソフィアさまは、ソフィアさまで、あの、何て言うかなー……！」

　目をさまよわせながら、がりがりと頭を掻かく。

「ニーナの代わりなんか、どこの世界を探したっていないです。普ふ段だんはお互たがい悪態ついてますけど、ああ見えてけっこう優しい、面めん倒どう見みのいいところもあって、その……役に立つかどうかとかじゃなくて、俺たちにとっては、かけがえのない仲間っていうか──」

　ニーナそっくりの菫すみれ色いろの瞳ひとみの前に、普段は意識すらしない本ほん音ねが引き出されて、カイは歯を見せて笑った。

「……ニーナだけじゃなくて、誰だれも、誰かの代わりになんか、なれやしないんじゃないですかね……あなたの代わりが、他にいないように」

　ソフィアははっと目を見開き、そして鞭むちを握にぎる手に、力を込めた。

「……そう、ですね……リンさまがおっしゃったとおり、わたくしにはわたくしにしかできないことがある……」

　そう、噛みしめるように呟いて──その目元が、ふっと綻ほころぶ。

「……ニーナさまは、とても愛されているのですね」

「えっ!?　い、いや、愛とかそういうんじゃ……！」

　うろたえるカイの前に、白い手が差し出された。

「さあ、まいりましょう、カイさま！」

「……はい！」

　カイは笑って、ソフィアの手を取った。








　第五章　つらいことがあった？　なら、こう呟けばいい。『全部悪い夢だったのさ』ってな






「ついに辿たどり着ついたね！」

「ああ」

　廃はい城じように足を踏ふみ入れて数時間後、四人はついに最上階に立っていた。窓の外には深い夜闇が広がり、森の底から悲しげな獣けものの遠とお吠ぼえが聞こえてくる。

　カイは重厚な扉とびらを睨にらみ付けて、グッと歯を食いしばった。

「待ってろよ、ニーナ……！」

　取っ手に手を掛かけると、ゆっくりと押す。細く光が零こぼれ、四人の前に荘そう厳ごんな王の間が広がった。足元には擦すり切れた絨じゆう毯たんが延のび、その左右を槍そう斧ふをたずさえたいかめしい甲かつ冑ちゆうたちが守っている。そして正面の少し高くなった段差の上、玉ぎよく座ざの前に佇たたずむ影が三つ。

「うふふ。ようこそ、王の間へ……！」

　ゆらゆらと揺れる松たい明まつの炎ほのおに、ダグラスたちの姿が浮うかび上がる。その足元に転がされているのは──

「ニーナ！」

「カイ、来ちゃだめよ！」

　駆かけ寄よろうとしたカイの前に、黒くろ髪かみの少年が立ち塞ふさがった。

「君たちならここまで来ると思ってましたよ。お久しぶり、とでも言いましょうかねぇ」

「……！」

　憎ぞう悪おのこもった口ぶりに、カイは鼻にしわを寄せた。やはりこいつ、俺たちを知ってるのか……!?

「お前は一体……!?」

　カイの問いに、少年の両眼が黄金色に燃えあがった。

「く、はははは……！　忘れたとは言わせない……──我が名は、竜りゆう王おうバージール！」

『なっ!?』

　カイとジルの驚きよう愕がくが重なる。バージールだと!?　そんな、まさか……！　深い因いん縁ねんのある相手だ、そう簡単には忘れられるわけが──！

「ねえカイ、それって誰だれだっけ……？」

「ええええええ!?　ちょ、リン、お前、マジで!?」

　バージールまでもが「冗じよう談だんでしょ!?」と目を剥むく。

「ぼくだよ、ぼく！　四天王の一人で、夏に出会った──」

「ああ、ピクルス好きの！」

「違ちがう、誰だよそれ!?　ほら、洞どう窟くつで戦ったじゃないですか！　その忌いま々いましい伝でん記き士にしっぽを斬きられた……！」

「ああ、はるさめ好きの！」

「だから違うって！　むしろホントそれ誰なんですか、そっちの方が気になるよ！」

　激しく狼ろう狽ばいするバージールに、さすがのカイも加勢するしかなかった。

「おいリン、マジで忘れたのかよ!?　あの性しよう悪わるヘタレドラゴンだよ！」

「ヘタレじゃないもん！　性悪だけどヘタレじゃないもん！」

　地じ団だん駄だを踏むバージールを、リンは不思議そうに見上げている。

「でも、私たちが会った時はドラゴンだったよねぇ？」

「ああ、そりゃあ多分──」

　カイはマニキュアを塗ぬっているコキュを指さした。

「人間に姿を変えてもらったんだろ、そこの魔ま女じよにな」

「ふうん？　うちが魔女だって見破っちょったんかいね？」

　コキュが面おも白しろそうに鼻を鳴らす。細い手がフードを撥はね上げると、どこか硬こう質しつな美しさを具そなえたミステリアスな容よう貌ぼうが露あらわになった。

「王都近辺に氾はん濫らんしている封魔球レチツド・ボールも、お前が作ったものだな？」

　コキュは悪びれもせずに口笛を吹ふく。

「ご名答じゃわ。頭の切れる子は嫌きらいじゃないけんね」

　カイは油断なく剣けんを構えながら、バージールに視線を戻もどした。

「しかし、まさか竜王がこんなガキだったとは、驚おどろいたな」

「ガキとは失礼な。そりゃ四天王の中では若い方ですけど、これでも二百年以上生きてるドラゴンなんですよぉ？」

「ドラゴン……四天王……？」

　ようやく話に追い付いたソフィアが、呆ぼう然ぜんとダグラスを見み遣やる。

「ダグラス、あなた魔ま物ものと手を組んで……!?」

「ふふふ、驚いたかしらァ？」

「四天王と手を結ぶなど……あなたはいったい何を考えているのです……!?」

　ソフィアの引きつった問いに、ダグラスは恍こう惚こつと腕うでを広げた。

「よくぞ聞いてくれたわ！　アタシたちはね、魔物と人間の間で戦争を起こすつもりなのよゥ！」

「なっ……!?」

「この国はほんの手始め。魔物を封魔球に捕とらえて王都で売買させれば、残された魔物たちは、人間への憎悪を募つのらせる……そして両者が戦い疲ひ弊へいしたところを、アタシたちがおいしくいただくって寸法なワケ！　うまく魔物を利用することさえできれば、国ひとつなんてケチなことは言わないわァ、世界を掌しよう握あくすることだってできるのよォ！」

　薄うす笑わらいを浮かべるダグラスとコキュを、バージールがぞんざいに示す。

「人間と魔物の対立を深めるために、こいつらを使って封魔球をばら撒まかせていたのですが……ソフィア王女、封魔球に反対するあなたの存在が邪じや魔まだったのですよ。このオカマと結けつ婚こんして王位を明あけ渡わたすならそれでよし、けれど今となっては実力行使も止やむをえませんねぇ」

　薄い唇くちびるが、にたぁっと牙きばをむき出す。

「せいぜい国王との交こう渉しようの道具になってもらいましょうか……！」

　言うなり、バージールがまとう殺気が膨ふくれ上がり──

　刹せつ那な、ニーナの絶ぜつ叫きようが王の間を切り裂さいた。

「みんな、魔ま法ほう陣じんを広げて！」

「！」

　ニーナの声に応こたえて、ソフィアが魔法陣をひるがえす。しかし、

「させませんよ！」

「っ!?　ソフィアさま！」

　バージールの口こう腔こうが、カッ！　と黒い光を放つのを見るや、カイは力任せにソフィアの腕を引き寄せていた。

「きゃ……!?」

　そのわずか一いつ瞬しゆん後、それまでソフィアが居た場所を黒い炎が抉えぐり取る。

　ソフィアの手から離はなれた魔法陣が灼しやく熱ねつの渦うずに飲み込まれ、灰となって消えた。

「っ!?　マジかよ、炎を吐はけるなんて聞いてねぇぞ……！」

　魔法陣の残ざん骸がいがはらはらと舞まい、ニーナの喉のどから掠かすれた声が零れる。

「そ、んな……！」

　バージールは激しくむせ込みながら笑みを刻んだ。

「あづづづ……うわぁ、熱かった。人間の身体からだっていうのは不便ですよねぇ……でもこれで、最高の悪夢の土台は整ったわけだ！」

「悪夢だと……!?」

　睨み付けるカイの視線の先で、異様に赤い舌がべろりと唇を舐なめる。

「いやぁ、無む駄だ骨ぼねでしたねぇ。せっかく頼たよりになる召しよう喚かん士を迎むかえにきたのに、魔法陣が灰となった今、この女はもう正しよう真しん正しよう銘めいの役立たず……ただのお荷物だ！」

「はぁぁ？　何言ってんだ、お前──」

　言いかけたカイの視界に、ニーナの虚うつろな表情が引っ掛かった。

「ニーナ……？」

　眉まゆをひそめるカイを、ダグラスの声が引き戻す。

「ねぇカイちゃん、これが最後のチャンスよォ？　王女を引き渡して、アタシのものになる気はなァい？　今なら舞ぶ踏とう会での非礼も、水に流してあげるわよン？」

　カイは答える代わりに、剣の切っ先を突つき付けた。

「しつこい男はもてねぇぞ。御ご託たくはいいからかかって来いよ。好きなだけジャーマンスープレックスをお見み舞まいしてやるから！」

　ダグラスの口から、「ふーん？」と冷たい声が流れる。

「そ。アタシのものにならないなら興味はないわァ？　コキュ、やってしまいなさい！」

　ダグラスの呼びかけに応えて、杖つえを構えたコキュが進み出る。

「ふふ。うちが得意なんは、変へん化げと呪じゆ術じゆつ──けど中でも好きなんは、悪夢の魔ま法ほうなんよね～」

「悪夢だと？」

「ほうよ！」

　魔女の杖が赤い光を帯びる。

「みなさま、下がってくださいっ！」

　ソフィアがすかさず鞭むちを構え──しかしコキュが放った光こう弾だんは唐とう突とつに軌き道どうを変えたかと思うと、ニーナへと吸い込まれた。

「!?」

　ニーナの目が大きく見開かれ──その身体がぐったりと力を失う。

　リンが悲鳴を上げた。

「ニーナ！」

「っ！　てめぇ、ニーナに何をした……！」

「そう怖こわい顔せんでよ。ちょっと夢の世界に旅立ってもらっただけじゃけん」

「なんだと!?」

「安心せい、あんたらもとびきりの悪夢に招待しちゃるけんねぇ！」

　コキュが再び杖を振ふりかざす。その先に赤い光が灯ともり──しかしそれが放たれるより早く、ソフィアが鞭を掲かかげた。

「させませんっ！」

　破は魔まの鞭から光が逬ほとばしり、景色が白く染まる。

「ッ!?」

　奔ほん流りゆうのような光に飲み込まれて、カイは目を閉じた。まぶたの向こうで白い光が明めい滅めつし、すべての音が遠ざかり、そして──




　四人が消え去った王の間に、ダグラスの驚愕が零こぼれ落ちる。

「き、消えたァ……!?」

「ふん、どうやらこの小こ娘むすめの悪夢の中に潜もぐり込んだようじゃね。そんな芸当までこなせるなんて、思った以上に厄やつ介かいな石じゃ」

　コキュの忌々しげな呟つぶやきに、バージールが鼻を鳴らした。その双眼が、ただ一人深い眠ねむりについたニーナを見下ろす。

「まあいいでしょう。この女に植え付けた悪夢は、そう簡単に醒さめやしない……せいぜい己の無力を嘆なげけばいいさ。他人の悪夢というのもまた、乙おつなものでしょうからね……！」










「っつ……」

　渦を巻くような目まいから醒めて、カイは首を振った。そこは赤い霧きりに包まれた空間だった。そばにはリンとジル、ソフィアの姿もある。

「ここは……？」

「どうやら、ニーナさまの夢の中のようです」

「ニーナの夢？」

　ソフィアは鞭を握にぎる手に力を込めて、「はい」と頷うなずいた。

「悪夢の魔法──聞いたことがあります、人の心の傷につけ込み、悪夢に捕らえる魔法があると……。悪夢に取り込まれた人間は、やがては魂たましいまで蝕むしばまれ、人に操あやつられるだけの傀かい儡らいと化してしまうそうです……！」

「そんな……！」

「ニーナさまの意識を連れ戻すことさえできれば、現実に帰れるのですが──」

「あっ、あれは……!?」

　リンの指の先を追って、霧の向こうに視線を走らせる。離れたところで立ち尽つくしているニーナの姿を認めて、カイは跳ね起きざま駆かけ出した。

「ニーナ！」

「カイ、待って！」

　リンの制止の声が響ひびく前に、カイの視界に赤い光が走る。

「ぐっ……!?」

　焼け付くような痛みが全身を舐めたかと思うと、身体ごと弾はじき飛ばされていた。左手に下げていた剣が手から離れ、地べたを滑すべる。

「ッ……！」

「カイ！」

　リンに助け起こされながら、かすむ目を凝こらす。ニーナと自分たちの間を、紗しやのような光の壁かべが隔へだてていた。

「何だよ、これ……!?」

「カイさま、あれを！」

　壁の向こう、淡あわい霧の中から幼い少女が立ち現れた。少女は軽かろやかな足取りで、ドレス姿のニーナと向かい合う。

　カイは口の中で呟いた。

「あの子ども……ニーナの過去か……？」










　霧の中から現れた少女を見下ろして、ニーナは小さく呟いた。

「わた、し……？」

　向かい合ったその子どもは、幼い頃ころの自分だった。

「こんにちは、お姉ちゃん！　私はニーナ！　お花とぬいぐるみが大好きなの！」

　少女は白い歯をこぼして、小さな手を差し出す。

「ねえ、一いつ緒しよにお姫ひめさまごっこしよう？」

　その屈くつ託たくない笑顔に、ニーナの胸がちくりと痛みを訴うつたえた。ああ、この子は今ごく普ふ通つうの幸せな少女で、そしてまだ何も知らないのだ……。

「ええ」

　そう頷いて腕うでを差さし伸のべた刹那、小さな手を横からさらうものがあった。

「あっ……」

　少女の手を掴つかんだのは、顔のない男だった。

「そんな低てい俗ぞくな遊びをしてはいけないよ。君は選ばれた、特別な人間なんだから」

　男は猫ねこなで声で語りかけながら、少女を引きずるように歩きだす。

「君は今日から、とても素敵な所へ行くんだよ。最初は少し厳きびしいけれど、君さえ努力すれば、素晴らしい人生が待っているからね」

　わけも分からず連れ去られる幼い自分の背中を、ニーナはただ見送るしかなかった。自分は少女が連れて行かれる先を知っている。魔ま物もの殺しの精せい鋭えいを育成する、大陸守護騎き士し隊──しかしそれは誰だれにとって素晴らしい人生を指していたのだろうか。そこで待っていたのは、少なくとも幼い少女にとっては、訓練や厳しい戒かい律りつに縛しばられた色あせた日々でしかなかった。

　霧が不気味にうねり、殺風景な部屋を形作る。少女は四角い部屋に閉じ込められて、窓の外を眺ながめていた。何かのお祭りだろうか、少女と同い年くらいの女の子たちが頭に花はな冠かんむりを乗せて楽しげに踊おどっている。

　幼いニーナはただひとつ手元に残されたくまのぬいぐるみを、寂さみしげに抱だき寄よせる。

「大だい丈じよう夫ぶ。私にも、いつか王子さまが迎えにきてくれるんだから……！」

　そして椅い子すから降りると、どこかでこっそり摘つんだのだろうか、土の付いた小さな花を髪かみにさし、ぬいぐるみを相手にひとりでダンスを踊り始めた。その背後に影かげが差す。

「どうやらまだ自覚がないようだな。魔物と戦うことが使命の我々召喚士に、こんなものは必要ない」

　武骨な手が、ぬいぐるみを取り上げる。

「あっ……」

「こんなくだらないことにうつつを抜ぬかす暇ひまがあるのなら、一日でも早くまともな召喚士になることだな」

　少女はいつしかひどく怯おびえた目をするようになっていた。強引に訓練の場に引き出され、恐きよう怖ふや重圧に耐たえながら、懸けん命めいに呪じゆ文もんを唱える。けれど魔ま法ほう陣じんから出てくるのはできそこないのぬいぐるみや壊こわれた人形ばかりだ。人々の嘲ちよう笑しようと罵ば声せいが交こう錯さくする。

「なんだ、ありゃあ」「あれが召喚？　ふざけてるのか？」「なぜ我々が望むものを召喚できないのだ！」「いい加減にしろ、お前の代わりなどいくらでもいるんだからな」

「つ、次はきっと上手にできます！」

　少女の叫さけびが耳をつんざいて、ニーナはドレスの胸むな元もとをぎゅっと握りしめた。本当は、お花やぬいぐるみ、フリルがたくさんついた服……可愛かわいいものやきれいなものが大好きだった……けれど、ぜんぶ諦あきらめた。落ちこぼれだったからこそ、誰よりも訓練に打ち込み、誰よりも一生懸命に……。

「ニーナ……！」

　遠く誰かが呼ぶ声が聞こえた気がしたけれど、ニーナはかつての自分から目を離はなすことができなかった。

　少女を囲むできそこないのぬいぐるみは、やがて顔のない大人たちへと変へん貌ぼうする。彼らは年とし端はもいかぬ少女に、まるで切っ先のように指を突き付けて、口々に喚わめくのだ。

「この落ちこぼれ！」「役立たず……」「それでも召喚士か」「もうお前など必要ない！」「代わりの召喚士を探せ。こいつはもう用無しだ」

　心ない罵ば倒とうの奔流に耐えられなくなって、ニーナは耳を塞ふさいだ。

「お願い、やめて……」

　守護騎士隊を除隊になってからも、悪意の矛ほこ先さきは、いつしか花屋の制服に身を包んだ少女へも向けられ続けた。

「あそこの娘むすめさん、たしか大陸守護騎士隊にお勤つとめだったのでは？」「なんでも落ちこぼれたんですって。真ま面じ目めに訓練に取り組まずに、ついに除隊になったとか……」「でも魔物を殺さつ戮りくする野や蛮ばんなお仕事をしていた子が、今さらお花屋さんなんて、ねえ……」

　口さがない噂うわさは、好こう奇き心しんやねたみを餌えさにして膨ふくれ上がり、少女を押しつぶす。

　すべての音を拒きよ絶ぜつするように、ニーナはうずくまった。

「もうやめて、お願い……」

「ニーナ」

　はっと顔を上げる。そこには懐なつかしい三人が立っていた。

「あ、あ……リン、カイ……ジル……！」

　胸の底に、目の奥に、じわりと温かいものが広がる。

「ま、待って、今、魔法陣を……！」

　慌あわてて辺りを探り──しかし伸ばした手の先には、灰の塊かたまりがわだかまっているだけであった。

「あ、あ……」

　震ふるえる手の上に、リンの声が降ってくる。

「ごめんね、ニーナ」

「悪わりぃけど、もう必要ねぇんだ」

　カイの平べったい声が、胸の奥の、ひどく弱くて柔やわらかいところを刺さす。

「役立たずの召喚士なんかな」

「…………！」

　三人の足音が遠ざかる。追いかけたいのに、生気が抜け落ちてしまったかのように力が入らない。

「待って、置いて行かないで……！」

　ニーナはぺたりと座り込むと、顔を覆おおった。

「行かないで……お願い……！　お願い……！」










「ニーナ、違ちがうよ！　それは私たちじゃないよ！　ニーナ！」

「……何だよ、これ……！」

　壁の向こうで座り込んでしまったニーナを、カイはただ見つめることしかできなかった。

「っ……ちくしょう……ちくしょう、この……っ！」

　やみくもに拳こぶしを叩たたき付けるが、赤い火花が散るばかりだ。

「やめんか、カイ！　いたずらに傷を増やすだけだ！」

「くっそ、なんで俺たちの声が届かねぇんだよ！　破魔の石は!?」

「この壁は魔ま法ほうではありません、ニーナさま自身がわたくしたちを拒絶しているのです！」

「はあ!?　なんで……！」

「おそらく、ニーナさまが潜せん在ざい的に抱かかえている不安に、ダグラスたちが付け込んだのでしょう……！　いつかまた捨すてられるのではないか、自分は誰にも必要とされないのではないか……ニーナさまが抱いだいている不安が、この壁かべを厚くしているのです！」

「そんな……！」

「ニーナ、お願い！　私の声を聞いて！　ニーナ！」

「リン、危ねぇ！」

　リンの手を押し止とどめながら、カイは奥歯を噛かみ鳴らした。悲しげに歪ゆがんだリンの横顔が、きりきりと胸を刺す。

「……下がってろ、お前ら……！」

「カイ……!?」

　何か言いかけるリンを制して、剣けんを拾い上げた。柄つかを握にぎる手に力を込める。

「俺だってなぁ、伊だ達てに鍛きたえてねぇんだよ……！　ここで仲間一人救えないようなら、何のために鍛えてきたっていうんだ……！」

　切っ先を壁の向こうへ据すえる。靴くつの底がザリッと軋きしんだ。

「この剣はなぁっ……俺の剣技は、あの竜りゆう王おうの鱗うろこをさえ切り裂さいたんだ……！　こんな結界ごときッ……──切れないわけがあるかァァアアア！」

　そう吠ほえるが早いか、壁に剣を突つき立てる。

「カイさま！」

「…………ッ!!」

　真しん紅くの稲いな妻ずまがばりばりと猛たけり狂くるい、肌はだを引き裂くような痛みが全身を舐なめる。今にも飛びそうになる意識を歯を食いしばって繋つなぎ止めると、がむしゃらに踏ふみ込んだ。

「ッぐ、ぅ……う、がぁぁぁああああ……ッ！」

　ずぶり、と。剣先に手て応ごたえを覚えるや、全身全ぜん霊れいを込めて一気に斬きり上げる。

「う、るぁあぁああぁああッ！」

「壁が……！」

　霞かすむ視界に、赤い光の裂け目がかすかに見えた。

「ここで待ってろ！　必ずニーナを連れ戻もどす！」

　リンたちにそう叫ぶや、襲おそい来る電でん撃げきすら肩かたでこじあけるようにして壁の内側へと転がり込むと、軋む身体からだを引きずってニーナの元へ走った。

「ニーナ！」

　肩を揺ゆさぶるが、反応はない。

「ニーナ、こら……！　俺を見ろッ！」

　顔を覆うニーナの手を、力任せに引き剥はがす。涙なみだに濡ぬれた頬ほおを両手で挟はさむと、虚うつろに伏ふせられた瞳ひとみに向かって、あらん限りの声で吠えた。

「勝手にいじけてんじゃねぇぞ！　召喚ができねぇとか役に立たねぇとか、そうじゃねぇだろ！　俺たちが一いつ緒しよに居んのは、お前がお前だからだ……！　召喚士じゃねぇ、役に立つ駒こまでもねぇ、お前じゃないと意味がねぇんだよ！」

「────」

「誰が何と言おうとなぁッ……俺たちには、お前が必要なんだよ、ニーナ！」

　ふっと、ニーナが目を上げる。視線が絡からみ合った瞬しゆん間かん、菫すみれ色いろの瞳に光が兆きざした。

　人形のように強こわ張ばっていたニーナの指先に、生気が宿る。

「カ、イ……？」

「……っ！」

　確かめるように名を呼ぶ声が、まるで寄る辺べない子どものように頼たよりなげで──カイは思わずその細い身体をかき抱いだいていた。

「ニーナ……っ！」

「きゃ……！」

　そのぬくもりを抱く腕うでに力を込めながら、噛みしめるように告げる。

「待たせたな……！」

「……っ！　……遅おそいわよ、ばか……！」

　言いも果てず、その声が潤うるんだ。

「……でも、助けに来てくれたのね……」

「白はく馬ばの王子さまじゃなくて悪かったけどな」

　顔を覗のぞき込んでそう笑うと、ニーナは透とう明めいな滴しずくに濡れた目を細めて、小さく微笑ほほえみ──カイの背後で、世界を隔へだてていた壁が澄すんだ音を立てて砕くだけた。

「ニーナ！」

「ニーナさま！」

「まあ、リン、ソフィアさま……！」

　ニーナは手を伸のばし、駆かけ付けた二人と優しい抱ほう擁ようを交わす。

「ニーナ……！　何があっても、私たちはニーナを置いて行ったりしないよ、絶対に、絶対にっ！　ニーナは大事な仲間だもん、一緒に居てくれなきゃヤダよ……！」

「ニーナさま、お願いです、どうか心ない言葉などに耳を貸さないでください……！　あなたの代わりなど、どこにもいないのですから……！」

「ええ……ありがとう、リン……ソフィアさま……」

　リンはくすんと鼻をすすって、涙ぐむニーナに笑いかけた。

「おかえり、ニーナ！　さあ、帰ろう！　私たちの世界へ！」

「ええ」

　ニーナは立ち上がると、リンとソフィアと手をつなぎ、夢の切れ間へと歩き始めた。

　カイはその後に続こうとして、ふと足を止め、振ふり返った。霧きりに覆われた悪夢の中、今よりも少し小さなニーナが、ぽつんと佇たたずんでいる。

「…………」

　カイの胸に、ふと疑問が兆した。俺たちが出会った時には、ニーナはすでにドＳで、ちょっぴり変態で──少なくとも、こんな悲しげな顔をした少女ではなかった。俺たちに出会うまでの間にいったい何があったのだろう……？

　と、横から伸びてきた太い腕に頭を掴つかまれて、カイは「いででで！」と悲鳴を上げた。

「なんだよ、ジル!?」

「さっさと行くぞ、カイ」

「あ、ああ……でも、あのままじゃニーナが……」

　夢の中のニーナを振り返って、ジルはふんと鼻を鳴らす。

「あれはただの過去だ。ニーナはお前たちと出会って救われた。それで良いではないか」

「……そう、だな……」

　彼女はこれから先の未来、きっと何度目かの夏で、俺やリンと出会いを果たすのだろう……。

「…………」

　それでも、寂さみしげに佇む姿が、どうしても放っておけなくて──

　気が付くとカイは、ジルを振り切って駆け戻っていた。

「おい、カイ！」

　小さな少女に走り寄って、その手を取る。細い手は冷たく、頼りなく、それでも力を込めて握ると、驚おどろきを浮うかべる菫色の瞳を覗き込んだ。

「ニーナ。俺たちが、いつか必ず迎むかえに行く。だから、それまで待っててくれ……！」

「…………！」

　大きく見開いた瞳に、光が宿る。桜色の唇くちびるを引き結んで、少女はこくりと頷うなずいた。

　カイは笑みを刻むと、今度こそ振り返ることなく出口へと歩き出した。

　切れ間から差し込む白い光が身体を包み、そして──










「い、てて……」

　気が付くと、五人は王の間に戻っていた。床ゆかに手をついて、軋む身体を起こす。

「なっ……!?　あの悪夢が打ち破られてしもうた!?」

　狼ろう狽ばいするコキュに、バージールが「チィィッ！」と盛大な舌打ちを漏もらす。

「何だよ使えない！　何が悪夢の魔ま女じよだよ、聞いて呆あきれちゃう！　ホント笑っちゃう！」

「う、うるさいんじゃから！　だいたいうちはさっさと生け捕どりにしようって言っちょったろうに──」

「もう、これぐらいでうろたえるんじゃないわよゥ、アンタたちィ！　こっちにはまだ人ひと質じちがいるんだから──」

　ダグラスがニーナを拘こう束そくしている縄なわを乱暴に掴み上げ──

「っ！」

「ダグラス！」

　カイは腹の底から吠えるが早いか一気に肉にく迫はくすると、ダグラスの顔面めがけて剣を振りかざした。

「うらぁああああああああッ！」

「ヒィィイイッ!?」

　ダグラスがカイの気き迫はくに後ずさり──しかしカイはそれ以上追つい随ずいせず、その場からニーナをかっさらった。リンたちの元まで駆け戻ると、ニーナを拘束している縄を切る。

「怪け我がはないな、ニーナ！」

「ええ……！」

　ダグラスの口から「え……？」という間の抜ぬけた声が零こぼれ、すぐさま悲鳴に変わった。

「いやあああああああん、うっそぉぉぉおおおおン!?」

「ちょ、あんた何しよるん!?」

「ちょっとぉぉおお!?　どーすんだよ、切り札の人質まで奪うばわれちゃったじゃん!?」

　いがみあう三人を、カイはニーナを背に庇かばいながら、剣を構えて睨にらみ付けた。

「てめぇら、よくもやってくれたな……！　悪夢に取り込むなんて悪あく趣しゆ味みな真ま似ね、二度とできないようにしてやるぜ……！」

　バージールの口から「ぐ、ぅ……！」と灼しやく熱ねつの呻うめきが漏れる。

「もう計画がめちゃくちゃだ！　こうなったら直接叩たたき潰つぶすまで──コキュ！」

「合がつ点てんじゃ！　全員豚ぶたにでもなってもらおうかいねっ！」

　コキュが赤い光を帯びた杖つえを、真一文字に振り抜く。しかし、

「させませんっ！」

　破は魔まの鞭むちを掲かかげたソフィアが立ちはだかると、コキュが放った閃せん光こうはあっさりと白い光に飲み込まれた。

「そ、そうじゃったぁぁぁ！　魔ま法ほうが効かんのじゃったぁぁぁああっ！」

「ええい、使えない！　今度はぼくが相手だ！」

「下がれ、お前ら！」

　四人を背後に庇って進み出たカイめがけて、バージールが口を開く。

「あーっはっはっは！　地じ獄ごくの業ごう火かに焼かれるがいい！　食らえ、ドラゴンブレス！」

　その口から、黒い炎ほのおのしっぽがポヒュッとはみ出たかと思うと引っ込んだ。

「あッづぅぅぅぅぅうい！　ちょ、さっきの一いち撃げきで喉のどめっちゃ痛い!!」

「自じ滅めつしてんじゃねぇか!?」

「くっそ、ブレス！　ブレス、ブレス！　ドラゴンブレ──げっほぉ……！　くっそぉ、何て不便な身体なんだ!?　コキュ、ぼくを元の姿に戻せよ、早く！」

「そんなことしたら、あんた一人で逃にげるじゃろうが!?　うちらはどうなるん!?」

「はぁぁぁん!?　お前らがどうなろうと知ったこっちゃないね！　いいからさっさと戻せよッ！」

「もう、仲たがいしてる場合じゃないわよォ！　カイちゃん、アタシが相手よゥ！」

　ダグラスが腰こしの剣けんに手を掛かけ、ずらりと引き抜く。

「ウフフ、アタシはこう見えて、剣術ではちょっとばかり鳴らしたもので──イヤアアアアア！　剣が錆さびてるぅぅううう！」

「もうお前らいい加減にしろよ！　コントかよ!?」

　カイは混こん沌とんを切り裂さくように剣を一ひと振ふりすると、膝ひざを矯ためた。

「そっちが来ないなら、こっちから行かせてもらうぜ！」

　そう宣言するなり、あわあわと慌あわてふためく三人目がけて床を蹴ける。

「コキュ、ぼくを元の姿に戻もどして！　早く早くっ！」

「そんなこと言って、うちらを置いて逃げるんじゃなかろうね!?」

「あーもーっ、見捨てないって約束しますからぁッ！」

「ほんまじゃね!?　ほんまじゃね!?　ほいなら──」

「させるかッ！」

　しかしカイが肉迫するより早く、コキュから飛んだ赤い光こう弾だんが光の帯となってバージールに纏まとわりつき──めりめりと異様な音が響ひびいたかと思うと、次の瞬間、少年の背中から黒い翼つばさが出現していた。

「っ！」

「きゃ……！」

　ソフィアの悲鳴を嘲あざ笑わらうように、バージールの身体からだがみるみる変へん貌ぼうを遂とげる。柔やわらかそうな肌はだは硬かたく黒い鱗うろこに覆おおわれ、華きや奢しやな手足は柱のごとき四し肢しとなり、服を突つき破やぶって鞭のようにしなる尾おが生え──やがて廃はい城じようの王の間に、一体の巨きよ大だいなドラゴンが顕けん現げんした。

　漆しつ黒こくの鱗が、松たい明まつの光にぎらぎらと光る。

「あは……あははは！　これですよ、これ！　やっとぼくの身体が戻ってきたぁ！」

　バージールは耳に障さわる笑しよう声せいを上げると、翼を打って飛び立った。細かな石が舞まい上がり、烈れつ風ぷうが殺気そのものとなって吹ふき付ける。

　憎ぞう悪おにぎらつく黄金の両眼が、針のように細くなってカイを縫ぬい止めた。

「あの洞どう窟くつでは不覚を取りましたけどねぇ、ぼくは本来君たち人間なんか、簡単に捻ひねり潰してしまえるんですよォ！」

「ッ！」

　その全身から放たれる圧あつ倒とう的てきな瘴しよう気きに、肌がびりびりと震ふるえる。

「さあ、本物のブレスの威い力りよく、とくと味わうがいい！」

　バージールは咆ほう哮こうと共に赤い口こう腔こうを開き──

「バージール、こっちや、こっち！　約束したじゃろ、また人間にしちゃろうか！」

「さっさと助けなさいよゥ！」

「っああ、うるさいなぁ、もう！」

　バージールが煩わずらわしそうに翼をひるがえす。その間にカイは仲間たちの元に合流した。

「カイ！」

「いったん外に出るぞ！　こんな狭せまい空間じゃすぐ丸焼きにされちまう！」

「しかしあのデカいトカゲ、どう倒たおす!?」

　ジルの問いに唇を噛かむ。大きさはともかく、空を飛ぶ相手に対たい抗こうする術すべなど持ち合わせていない。ましてや外は闇やみ夜よだ。せめて光さえあれば……！

　そこまで考えて、カイの脳のう裏りに閃光が閃ひらめく。

「……っ」

　ニーナの肩かたに手を置くと、菫すみれ色いろの瞳ひとみをまっすぐに覗のぞき込んだ。

「ニーナ、お前を頼たよりにしてもいいか!?」

「でも、魔ま法ほう陣じんが……！」

　不安げに喘あえぐニーナに、カイは笑み混じりの目配せを送る。

「言っただろ？　俺たちにはお前が必要だ……！」

「！」

「大だい丈じよう夫ぶだ、考えがある……俺を信じろ！」

　きゅっと唇を引き結んで、ニーナが頷く。

　その時にはバージールがコキュとダグラスを背に乗せ、再び飛び立っていた。

「もぉー、なんでぼくが人間なんか乗せなきゃいけないんだよー」

「ほーほほほほ、形勢逆転ねッ！　丸焼きにしてくれるわァん！」

　敵は完全に余よ裕ゆうを取り戻したらしい。ゆっくりと迫せまってくるバージールに目を据すえたまま、カイは壁かべに掛かっていた松明をリンの手に持たせた。

「リン、退たい却きやくするぞ！　作戦は走りながら話す、とにかく外まで逃げるんだ！」

「うんっ！」

「何をこそこそと……大人しく我が炎の餌え食じきになりなさい！」

　王の間を飛び出すが早いか、五人は全力で走り出す。

　しんがりを守るカイの背を、バージールが壁を打うち壊こわしながら追ってきた。

「走れ！　早く、早く！」

　階段を駆かけ下り、罠わなの残ざん骸がいを踏ふみ越こえながら、来た道を逆走する。

　ふいに破は壊かい音がすぐそこまで迫り、熱気が膨ふくれ上がったかと思うと、黒い炎がカイのローブの裾すそをかすめた。

「あっ、ぶね……！」

「バージール、もっと右じゃいね、右っ！」

「んもう、下手ねぇ！　一発で当てなさいよゥ！」

「うるさいなァ！　恨うらみ続けた因いん縁ねんの相手なんだ、少しは楽しませてくださいよ！」

　幾いく度ども角を曲がり、迫る炎を剣圧で打ち払はらいながら転がるように走るカイ。

　さすがに息が上がり始めた頃ころ、見覚えのある大広間が目に入った。出口だ──そう確信すると同時、カイはリンに向かって吠ほえた。

「リン！　俺があいつを引きつけるから、お前はその間に──」

　言葉半ばに、バージールの翼から凄すさまじい烈風が吹き付け、一行は扉とびらに体当たりするようにして外へと転がり出ていた。

「っ、つ……！」

　間かん髪はつ入れず、出口を突き崩くずしながらバージールが飛び出す。

「ふふふ……ここならうっかり巻まき添ぞえにしてしまうこともなさそうだ。一人ずつ、ゆっくりといたぶりながら殺して差し上げましょうねぇ……！」

「……！」

　雨はすでに止やんだらしい、風は強く、雲は速い。雲間から差し込むかすかな月明かりに、黒々とした森が浮うかんでいる。

「隠かくれてろ、お前らッ！」

　カイは仲間に向かってそう叫さけぶや剣を構えた。ゆったりと滞たい空くうするバージールを睨み上げながら、内心でほぞを噛む。くっそ、リンに作戦を打ち明ける暇ひまがなかった……！　こうなったら状じよう況きようは不利だが、俺が一人で決着をつけるしか……！

　焦あせりに歯を食いしばるカイの耳を、リンの声が打つ。

「カイ！」

　見ると青白い月光の下、地面になまくら剣を突き立てたリンの姿があった。

「こっちは私に任せて！」

「ッ……!?」

　あいつ、俺と同じことを考えて……!?

　驚きよう愕がくするカイの脳のう裏りに、ふいに自分の腕うでの中で踊おどるリンの姿が蘇よみがえった。

『私はカイの幼おさな馴な染じみだから、カイのことなら、何を考えてるか分かるよ！』

「……リン……！」

　バージールの目がゆらりとリンを捕とらえる。

「おやぁ？　あの勇者、何か企たくらんでるらしいですね……余計な動きをされても厄やつ介かいだ、まずはあの生意気な小こ娘むすめからやってしまいましょうかねぇ!?」

　そう言うなり、黒い巨きよ体たいが身をひるがえし──

「バージール！」

　カイの雄お叫たけびに、バージールがゆっくりと振ふり返る。

　カイは剣の切っ先を持ち上げると、半ばから切り落とされた惨みじめな尾に据えた。

「そのしっぽ……新しく生えてこないところを見ると、やっぱりトカゲとは違ちがうらしいな……!?」

「こっ……こ、こ、このっ……！」

　バージールは憤ふん怒ぬのあまり言葉を失ったようだった。代わりにその口こう腔こうから、黒い炎が逬ほとばしる。

　飛び退すさって逃のがれたと思った刹せつ那な、鞭むちのような尾が眼前に迫っていた。

「──っ!?」

　カイは崩れた体勢を直しつつ、とっさに剣を立て──次の瞬しゆん間かん、全身を砕くだくような衝しよう撃げきに吹っ飛ばされる。

「ぐう、ぅっ……!?」

　剣を支えにしてもがくように立ち上がったが、その右足がだらりと力を失っていた。

「おやおや、足でもくじいちゃいましたぁ？　トカゲのしっぽにやられた気分はどうですかァ？」

　憎にくまれ口を返す暇もなく、再び黒い炎が吹き付ける。かろうじて転がってかわすや長い首目がけて斬きり上げたが、月が雲に隠れ、竜りゆうの姿がふっと闇やみに溶とけた。

　剣先が虚むなしく空を切る。

「くっそ、見えねぇ……！　厄介な色しやがって……！」

「く、ふふ、可哀そうに……君たち人間と違って、ぼくは夜よ目めが利きくのでねぇ」

　逃にげに転じたカイの踵かかとを、灼しやく熱ねつのブレスがかすめた。雨を含ふくんだ土がじゅっと湿しめった悲鳴を上げ、辺りにはたちまちすさまじい蒸気が立ち込める。

　執しつ拗ような攻こう撃げきが降り注ぐ中を、カイは粘ねばつくような闇をかき分け、右足をかばいながら必死で逃げ惑まどった。

「おや、どうしました？　避よけるだけで精いっぱいかなァ!?」

「遊びすぎじゃわ、バージール！　早はよトドメ刺さしぃや！」

「うるさいな、ぼくはこの日を待ち望んでいたんだ！　まだまだ楽しませてよ、手て負おいの獲え物ものほど格好のおもちゃはないんだからねぇ……！」

「っは……！」

　辺りを蝕むしばむ熱気に呼吸が乱れ、脂あぶら汗あせが噴ふき出す。ブレスの乱らん舞ぶをかいくぐる内に、庭を一周していたらしい、気が付くと壁かべ際ぎわへと追おい詰つめられていた。

「っく……!?」

　壁に背を預けたカイの前に、ドラゴンの形をした闇がそびえる。

「あはは、あれだけ挑ちよう発はつしておいてこのザマですかァ!?　こぉんなつまらない人間に自じ慢まんの鱗を切り裂さかれたのかと思うと、情けなくて笑っちゃうよォ！　正直、もうちょっと歯ごたえのある人間かと思ってましたよ！　ぼくはさァ、ぼくはあれからお前のことを考えない日はなかったのに……なんだか、ちょっと……──」

　バージールの全身を覆おおっていた狂きよう気きじみた歓かん喜きが、凍こごえるような侮ぶ蔑べつへと変へん貌ぼうする。

「幻げん滅めつしちゃったなァ……？」

　引きつるように歪ゆがんだ口元、その牙きばの間に黒い炎ほのおが満ちるのが、微かすかに見えた。

　くそ、ここまでか……！

　カイが吹き付ける瘴気に顔を歪めた時、

「カイ、準備できたよ！」

「！」

　カイの視界の隅すみ、リンが大きく手を上げ──

　バージールが咆哮する。

「これでとどめだァァアアア！」

「それはこっちの台詞せりふだッ！」

　カイは放たれた黒炎をかいくぐりざま剣けんを拾い上げるや、それまで引きずっていた右足で一気に踏み込み、バージールの鼻づら目がけて真一文字に薙なぎ払った。

「ッ!?　お前、足が……!?」

　獲物の思わぬ反はん撃げきに、バージールは慌あわてて空中へ舞まい上がった。その翼つばさの一ひと振ふりが、もうもうと立ち込める蒸気を打ち払い──滞空したバージールの顔が歪む。

「な、ん、だとォ……ッ!?」

　雲間から差し込む月光の下、雨上がりの地面に、リンが描えがいた巨きよ大だいな魔法陣が出現していた。

「まさかお前、時間を稼かせぐために怪け我がをしたフリを……!?」

　痛みもしない右足を地面に踏ん張ばって、カイは会心の笑みを浮かべた。

「どうやら学園祭とお茶会で鍛きたえられた俺の演技力も、まんざらでもないみたいだな！」

　城に向かって吠える。

「ニーナ、召しよう喚かんだ！　頼りにしてるぜ！」

「ええ、任せて！」

　飛び出したニーナは、すでに呪じゆ文もんを唱え終えているようだった。ドレスの裾がひるがえり、地面に描かれた魔法陣がぼうっと淡あわい光を帯びる。

「さあ、役立たずだの用無しだの、よくも好き勝手言ってくれたわねっ！　見せてあげるわ、とびきりの召喚を……！」

　バージールとその背に乗った二人をねめつけて、菫色の瞳が燃え上がった。

「出いでよ、異界の住人──！」

「な、なんだ……!?」

　魔法陣から噴ふき上がった鮮せん烈れつな光が森を切り裂き、空を貫つらぬく。

「な……これ、は……!?」

　バージルの目が驚愕に見開かれる。

　魔法陣の上に出現したのは、剥むき出しの荷台にたくましい車輪、白い装そう甲こうに覆われた巨大な車体──

　カイとリンの歓かん声せいが重なる。

『ケイトラ！』

「ジル、頼たのんだわよ！」

「任せろ！」

　ニーナの呼び声に応こたえて、ジルがケイトラに乗り込む。

「チッ！　生意気なぁぁぁあああッ！」

　バージールは翼をひるがえすと、異世界の馬車を強きよう靭じんなあぎとに挟はさみ込もうと急降下し──

　ケイトラがガルルルン、と唸うなりを上げるや、ジルが吠える。

「食らえ、ハイビィィイイイム！」

　まるで巨大な獣けものが目を覚ましたかのように、白い光がカッ！　と闇を裂いた。

「ぐ、ううっ!?」

　眩まばゆい閃せん光こうにバージールが顔を逸そらし、急上昇する。

「いやぁぁぁん、振り落とされるかと思ったじゃないの、気をつけてよゥ！」

「何じゃ、あの光は……!?」

「ふ、ふん、焦あせらされましたが、どうやら上空にまでは届かないようですね……！　さすがは出来損ないの召喚士、所しよ詮せんはこの程度──」

　バージールの嘲ちよう笑しように、しかしニーナは不敵な笑みで応えた。

「いいえ、私の真しん髄ずいはここからよ！」

「ん、なっ……!?」

「連続召喚！　出でよ、異界の住人ッ！」

　ニーナの叫びに応えて魔法陣からにょきりと芽め生ばえたのは、見覚えのあるハゲ頭──

『ソノダさん！』

「からの～、無限増ぞう殖しよくバグ！」

　魔法陣からはみ出た頭を、ニーナが勢いよく引っぱたく！　ソノダＡがあらわれた！　ソノダＢがあらわれた！　ソノダＣがあらわれた！　ソノダＤが──

「イヤアアアアアアアアア!?」

「なっ、なんだこれはぁぁぁあああ!?」

　ダグラスたちの悲鳴が渦うず巻まく中、十人のソノダたちがばらばらと散開した。

「位置につけ！」「今こそ私たちの結束力を見せてやるんだ！」「元窓まど際ぎわ族を舐なめるな！」「無計画な脱だつサラで家計は火の車だぞ、恐おそれ入ったか！」『うおおおおおおおおおおお！』

　異世界のおっさんズはケイトラを取り囲むや、一いつ斉せいに輝かがやく禿とく頭とうをかざす。

『聖なる光よ、闇を切り裂け！　ソノダ・プリズムゥゥゥウウウウウ！』

「異世界のおっさんからすげぇ必殺技出たァァァアア！」

　ケイトラのビームがソノダーズの禿頭に乱反射する！　幾筋もの光が夜空を裂き、さながら光のロンド……！

「すごい、きれい……！」

「くっ、眩まぶしい！　なんだこの技はぁぁぁあ!?」

　いくら振り切ろうとも、ソノダたちが作りだす光の帯がバージールを捕らえて離はなさない。まともに視界を焼かれて、バージールがふらふらと降下する。

「うう、目が、目がぁぁぁあああっ！」

「ちょ、バージール！　しっかりせんかいねっ！」

「落ちちゃうわよゥ!?」

　バージールがぶんぶんと首を振りながら必死に体勢を立て直そうとするが、その時にはすでに次なる幻獣が姿を現しつつあった。

　魔法陣からせり上がってきたのは、半はん月げつ刀とうのごとき爪つめ、爛らん々らんと光る眼、首に水玉模様の首輪を巻いた、小山ほどもある巨大な獣……──！

「こ、これは……！」

　巨大な猫ねこは、夜目にも目立つ白い体毛を逆さか立だてた。

「フーッ！」

「ソノダさんちのミフーッてするやつケ！」

「カイ、ミケに乗るのよ！」

「あ、ああ……！」

　しかしミケはひどく興奮している。くそ、跨またがろうにも隙すきがねぇ……！

　カイは視線を走らせると、おどおどと木こ陰かげに隠かくれていた十一人目のソノダＫを見つけて、手を差さし伸のべた。

「ソノダＫ！　頼む、お前の力が必要だ！」

「トゥンク……！」

　ソノダＫは威い嚇かくするミケに駆かけ寄よると、捨て身でその身体からだを押さえ付けた。

「ミケ、おすわりっ！　めっ！」

「フーッ！　シャーッ！」

　重量級の肉球パンチを食らい、わずかな髪かみをムシャムシャと食はまれながらも、ソノダＫが叫さけぶ。

「さあ、乗ってください！」

「助かったぜ、ソノダＫ！」

　カイはミケの首輪を掴つかむと、ひらりとその背に跨った。

「頼んだ、ミケ！」

「ふみゃぁ～[image: お゛][image: お゛]う!!」

　ぐぅっと四し肢しをたわめるなり、しなやかな巨きよ体たいが壁かべを、木を蹴けって跳ちよう躍やくする。

「な、ぁっ……!?　こ、こんな化け物、見たことな──」

　カイを乗せた異世界の獣が夜空に躍おどり上がり、仲間たちの声が重なる。

『行っけぇぇぇええええ、カイィィイイイイイ！』

「おるあぁぁああああああああああ！」

　月を映す刀身が、竜りゆうの顎あごへと吸い込まれ──がつぅん、という手応えとともに、バージールの巨体がぐらりと傾かしいだ。

「え!?　あ、ちょっ……嘘うそじゃろ!?」

「いやァん、しっかりしなさいよバージールぅ！」

　ドラゴンが轟とどろくような地じ響ひびきとともに墜おちる。

　ミケが大喜びで巨大なおもちゃバージールを押さえ込むと同時、カイはその背から飛び降りた。

「くそっ……！　一度ならず二度までも、ォ……っ！」

「バージール！　早はようどいてやッ！」

　コキュはバージールの下した敷じきになってもがいている。ダグラスは気を失っているようだ。

　ケイトラやソノダたちから送られる光を背負って、カイはドラゴンの眉み間けんに切っ先を突つき付けた。

「ここまでだな、バージール！」

　カイを映す黄金の両眼が、狂くるおしい熱を帯びて爛々と輝く。

「ふ、ふ……やるじゃないですか……！　まさか手て負おいを装って、このぼくをたばかるなんてねぇ……やっぱりぼくはお前のこと……──大っ嫌きらいだなぁ……！」

　ドラゴンは上うわ擦ずった笑声を上げるなり、「コキュ！」と吠ほえた。魔ま女じよの杖つえから赤い光が逬ほとばしり、バージールの身体がみるみる縮んだかと思うと、ミケの爪からするりと抜ぬけ出す。

「あっ、待ちやがれ！」

　カイが飛びかかるよりも早くコキュの杖が伸び、持ち主と少年を乗せて飛び立った。

「次はこうはいかんで、覚えときんさいねッ！」

「またお会いできる日を楽しみにしていますよ！」

　そうして二人はお決まりの捨すて台詞ぜりふと共に、颯さつ爽そうと夜空へ消えていった。後には気絶したダグラスだけが取り残される。

「今日のところは、これで一件落着か……」

「カイ！」

　カイは駆け付けた仲間たちを振り返り、夜目にもあでやかなドレス姿を認めて、笑いかけた。

「助かったぜ、ニーナ！　さすがだな！」

「当然よ！　だって私は──」

　返ってきたのは眩しいくらいの笑顔だった。

「あなたたちの仲間ですもの！」

　五人で顔を見合わせて笑う。

　ミケ、ソノダたちが次々に魔法陣へと消えていく中、ふと、ソノダＫが肩かた越ごしに一行を振り返った。ふっと憂うれえげな笑みを浮うかべ、

「心を預け合える仲間は、何よりも得がたい宝物……──大切に、することですね……」

「冴さえないおっさんにおいしいところ全部持っていかれた！」

「さ、あとはケイトラだけね」

　ニーナはケイトラを異世界へ戻もどそうと手をかざし──その袖そでを、リンが握にぎる。

「あっ、ねえニーナ！　久しぶりに、ケイトラに乗りたいなぁ」

「そうね！　じゃあ、王都までケイトラで帰りましょうか」

「ケイトラ、というのですか、あの不思議な乗物は！」

「うん！　異世界の馬車で、すっごく速いんだよ！　ソフィアちゃんも一いつ緒しよに乗ろうね！」

「まあ、楽しみです！」

　手を打って喜ぶソフィアを、カイは微笑ほほえましい思いで見守り──刹せつ那な、視界の隅すみで何かがぎらりと濡ぬれた輝きを放ち、全身が粟あわ立だった。

「ソフィアさま……！」

　カイが叫ぶより早く、それは起こった。気絶していたかに見えたダグラスがばね仕じ掛かけのように飛び起きるや、ソフィアに掴みかかったのだ。

「きゃ……!?」

「アンタらのせいでアタシの人生めちゃくちゃだわッ！　こうなったらアンタも道連れよォォォオオオ！」

　ソフィアの首に腕うでを巻き付けたダグラス、その手に短たん剣けんが閃ひらめき──

「ソフィア殿でん下かッ!!」

　カイが地を蹴るより早く、稲いな妻ずまのように滑すべり込んだ影かげが、ダグラスの短剣を跳はね飛ばしていた。

「アラン……!?」

　疾しつ風ぷうのごとく現れた聖騎き士しアランは、ダグラスの腕をねじり上げるや鬼おにのような形ぎよう相そうでソフィアを振り返る。

「ご無事ですか、ソフィア殿下ッ！」

「アラン、あなた、どうして……」

　唖あ然ぜんとしつつ喘あえいでいるソフィアに、アランはいかにも堅かた物ぶつらしく柳りゆう眉びを吊つり上げた。

「想い人が危険にさらされているというのに、王宮で指をくわえて待っていることなどできましょうかッ！」

「アラン……」

「……あれ？　あの騎士、今さりげなく告白しなかったか……？」

　と、森の中から足音が近付いてきたかと思うと、何十人という兵士たちがなだれ込んできた。ダグラスが引っ立てられるのを見届けて、アランが立ち上がる。

「さあ、王都へ戻りましょう。英えい雄ゆうたちの凱がい旋せんです」










「まあ、これが異世界の馬車……！　馬もないのにこんなに速く走るなんて、摩ま訶か不ふ思し議ぎでございます！」

「殿下、あまり身を乗り出されては危険でございます」

　ごとごとと揺ゆれるケイトラの荷台で、ソフィアは遊び場に放たれたハムスターのように落ち着きなくはしゃいでいる。

　楽しげにその姿を見守っていたリンが「ソフィアちゃん」と神しん妙みような面おも持もちで切り出した。

「封魔球レチツド・ボールのことなんだけど……」

　ソフィアはリンを見つめて、「ご安心ください」と威い厳げんに満ちた声を紡つむぐ。

「市し場じように出回っている封魔球はすべて回収し、速すみやかにすべての魔ま物ものを解放すると約束いたします。そして必ず我が国から封魔球を排はいしてみせると、王女ソフィアの名において誓ちかいましょう！」

「ありがとう！」

　リンが胸むねを撫なで下ろすのを見て、カイもようやく息を吐はいた。

「しっかしまあ、ひどい目に遭あったな。入いれ替かわりなんか、もう二度とごめんだ」

　ドレスに身を包んだニーナが、「あら」と笑う。

「その割には、どんなムチャ振ぶりもお姫ひめさまごっこも、最後まで叶かなえてくれたじゃない？」

　そりゃあ、あれだけ楽しそうにされたらな……とカイは心の中で苦笑した。……何より、ニーナが無事で良かった。

　そんな想いは表に出さず、代わりに大おお仰ぎように頭を振る。

「散々好き放題やりやがって、胃がいくつあっても足りねぇよ」

「でもあなたの鞭むち打うたれる姿、とってもゾクゾクしたわ！」

　冗じよう談だんとも本気ともつかない口調でそう言って、ニーナは「そうだわ！」と手を打った。

「ねぇソフィアさま、その鞭ちょっと貸してくれないかしら!?」

「え!?　待てニーナ、お前何考えて──」

　止めようとするカイをよそに、ソフィアは喜んで鞭を差し出す。

「ええ、どうぞ！　きっとお似合いになりますわ、ニーナさま！」

「いや、待て待て！　ニーナに鞭なんか、オークに金かな棒ぼうじゃねぇか!?」

「あら、誰だれがオークですって？」

「はっ、今のは言葉の綾あやで──あっ、待って待って！　せめて心の準備させて、心の準備──（ビシーッ！）っしゃぁぁぁあああああ！」

「ひゃああああ！　カイ、大だい丈じよう夫ぶ!?　なんでガッツポーズしてるの、嬉うれしいの!?」

「違ちげぇよ！　痛みを堪こらえてんだよ！　思いっきり打ちやがってこのポンコツ召しよう喚かん士──」

「うふふふ、どうやらまだお仕置きが足りないみたいねぇ！」

「ヒッ！　いや無理無理、さすがにもう無理だって──（ビシーッ！）あっぐぅぅぅ!?」

「おい待てニーナ、鞭打つならこのジルにしろ！　そろそろ禁断症しよう状じようが出そうなのだ、鞭が駄だ目めなら踏ふむだけでもいい！　踏めと言ったら踏め、後ご生しようだ踏んでくれェェエエい！」

「うるっさいわね、このエクストリーム生ゴキブリがぁぁぁああ！」

　ニーナが後部窓から足を突っ込こんで御ぎよ者しや台だいのジルの頭を踏み付けると、ジルの口から歓かん喜きの雄お叫たけびが上がった。

「おっふ！　そうだ、これだ！　これぞニーナだ！　いいぞ、もっと踏めぇぇぇえ！」

「おいジル、前を見ろ！　運転に集中しろォォオオオ！」

「まあ、とても激しいです、これが本物の愛情表現！　少しはニーナさんに近付くことができたつもりでおりましたが、わたくしなどまだまだですね……！」

「ソフィア殿下、目の毒にございます」

　カイはようやくニーナの魔まの手から逃のがれると、崩くずれるようにリンの隣となりに腰こしかけた。

　賑にぎやかな荷台を見み渡わたして、リンが楽しそうに微笑む。

「ねえ、カイ！」

「ああ……？」

「やっぱり私たちはこうじゃなくっちゃね！」

　楽しげなニーナの笑顔を眺ながめて、カイもつられるように笑った。

「そうだな」

　こうして賑やかな旅の仲間を乗せた馬車は、一路王宮へと向かったのだった。







　エピローグ




　王おう宮きゆうに戻もどった五人はクラスメイトの熱ねつ烈れつな歓かん迎げいを受けた後、謁えつ見けんの間へと通された。

「よくぞ戻った、勇ゆう敢かんなる戦士たちよ！」

「はっ！」

「そなたらの活かつ躍やく、我が王家の始祖、タカシ一世も喜んでいることじゃろう！」

「たかしくんめっちゃ偉えらい人だった！　たかしくんの身に一体何が起こったの!?」

　感かん慨がい深ぶかげに頷うなずいている国王の隣となりで、王おう妃ひが柔やわらかな微笑ほほえみをソフィアに向ける。

「ソフィア、その鞭むちは役に立ったようだね」

「はい、お母さま！」

　王妃は小さく頷うなずいて、静かに目を伏ふせた。

「すまなかったね、ソフィア。お前がダグラスに悩なやまされていたことは知っていたんだよ。けれどお前はいずれこの国を担になう身、人を見る目がなくては王女とはいえない──そう思って、口出ししなかったんだ……でもまさか、こんなことになるなんてね……」

　しかしソフィアは首を振ふった。

「いいえ、お母さま！　自分の伴はん侶りよくらい、自分で見定められなくては！」

　その顔に、自信にあふれた笑みが浮うかぶ。

「だってわたくしは──この国の王女ですもの！」

　不敵とすら見えるソフィアの微笑みに、王妃は目を細めた。

「ふん、どうやらこの冒ぼう険けんでずいぶんと成長したようじゃないか。さすがはあたしたちの娘むすめだよ！」

　国王が立ち上がり、手を叩たたく。

「さあ皆みなの者、凱がい旋せんの宴うたげじゃ！　今宵こよいは少し趣しゆ向こうを変えて、中庭にパーティーの席を設もうけさせてもらったぞい！　どうぞゆるりと楽しまれよ！」










　中庭では、華はなやかに着き飾かざった学生たちが楽しげに談笑している。暖を取るための炎ほのおが煌こう々こうと燃え盛り、揺ゆらめく灯火に照らされた庭は天上の宴のようで、どこか神秘的だった。

　楽しそうに踊おどる人々の様子を、カイは噴ふん水すいの縁ふちに座りながらぼんやりと眺めていた。

　ふと影かげが差して、顔を上げる。ドレスに身を包んだソフィアが佇たたずんでいた。

「ソフィアさま……」

　ソフィアはスカートをつまみ、膝ひざを曲げて小首を傾かしげる。

「カイさま。一曲、踊ってくださいませんか？」

「……俺でよろしければ」

　立ち上がって手を差し出すと、ソフィアはにっこりと微笑んで、そっと指先を載のせた。

　踊る人々の輪に入り、緩ゆるやかなワルツに身をゆだねる。

「カイさま」

「はい」

「いろいろと、ありがとうございました。短い間でしたけれど、とても楽しかった……これからはあなたに恥はじないような、わたくしらしい生き方を探そうと思います」

　ソフィアの微笑みに、カイは黙だまって頷いた。

「それと最後に、ひとつだけ──ソフィアと、呼んでください」

「え？」

　穏おだやかな笑みを湛たたえた双そう眸ぼうが、じっとカイを見上げていた。その薄うす桃もも色の唇くちびるが柔らかな感かん触しよくを思い起こさせて、咳せき払ばらいをする。

「あ、あー……ソフィア……？」

　ソフィアはカイの声を刻み込むようにじっと目を閉じていたが、やがて顔を上げて微笑んだ。

「ありがとうございます。これで何の未練もなく、王女ソフィアに戻もどれます」

　ワルツが物悲しい余よ韻いんを残して消え、離はなれがたく絡からまっていた指先がすいと解ほどける。

　向かい合っておじぎをし──そのまま去ろうとした背中を、カイは呼び止めていた。

「ソフィア！」

　驚おどろいて振り向いた瞳ひとみに、笑いかける。

「あの……俺も、楽しかった。また会える日を楽しみにしてる。その時はまた一いつ緒しよに、クレープ食べようぜ！」

「カイさま……」

「あと、忘れんなよ。一度一いつ緒しよに冒険したからには──どんなに遠く離れていても、俺たちは仲間だからな！」

　ソフィアはかすかに目を見開き、そして嬉うれしそうに笑った。

「わたくし、まだまだ未熟ですけれど、殿との方がたを見る目だけは確かなようです」

　一度は立ち去りかけた身体からだが、そよ風のようにカイに寄より添そい──細い指が、ふわりと唇に触ふれた。

「……！」

　驚くカイを映した菫すみれ色いろの瞳が、いたずらな笑みを浮かべる。

「あの時交わした口づけは、二人だけの秘密ですよ？」

　そして王女は、軽かろやかにドレスの裾すそを翻した。

　微かすかな残のこり香がだけが、いつまでもその場に漂ただよっていた。










　湿しめった夜気と草花のにおいが、肺を満たす。

　楽しげに談笑する人々の輪に戻る気にもなれず、ぼんやりと壁かべに背を預けていたカイの前に、白い手が差し出された。

「お暇ひまなら、一曲いかがかしら？」

「ニーナ……」

　カイは小さく頷いてニーナの手を取ると、庭の中央までエスコートした。静かに向かい合うと左手を絡ませ、右手を背中に添える。

　白いドレスに身を包んだニーナは、月の女神のようだった。細い身体が腕うでの中でしなり、なめらかな頬ほおにまつ毛が蒼あおい影を落としている。

　その儚はかなく美しい佇まいは、自分がこの世に繋つなぎ止めておかなければいつのまにか消えてしまいそうで──カイは気が付くと口を開いていた。

「あ、あー……ニーナ……そのドレス、よく似合ってる……」

「嬉しいわ」

「シンプルでいいな」

「ふふっ、ありがとう」

「……お前さ、自分の分を削けずって、リンとクロトにいい服を買ってやったんだろ？」

　ニーナは少し驚いたように目をみはると、「そうよ」と微笑んだ。

「初めての舞ぶ踏とう会だから、二人にはいいドレスを揃そろえてあげたかったの。だって、女の子はみんなお姫ひめさまだものね」

　カイの胸に、幼い頃ころのニーナの姿がよぎる。閉ざされた窓辺に立ち、くたびれたぬいぐるみを抱だきしめて、同い年の女の子たちを見つめていた小さな少女。──できることなら、俺が手を引いて、あの殺風景な部屋から連れ出してやりたかった。

　切なさに似た愛いとおしさが込み上げて、自然と唇がほどけていた。

「……だったらお前もだよ、ニーナ姫」

「え？」

　ごく間近に見上げる瞳から顔を逸そらしながら、カイは少しぶっきらぼうに告げた。

「俺さ、ちゃんとお前のそういう優しいところ、見てるから。誰だれよりも女の子らしいこと、知ってるから……」

　我ながら歯が浮くほど気き障ざだが、ニーナは思いのほかまんざらでもなさそうに笑った。

「今日のあなた、なんだかとても素敵よ。白い燕えん尾び服ふくのせいかしら？」

　カイは「おい」と苦笑した。

「お前これさぁ、一体どういうつもりで選んだ──」

「カイ」

　柔らかい声こわ音ねに呼ばれて、軽かる口くちを飲み込んだ。胸むな板いたに、あたたかな頬が寄り添う。

「……ありがとう、私の王子さま」

　身体の奥底で、鼓こ動どうが強く脈を打つ。からかわれているのか、それとも本心なのか──渇かわいた喉のどからどうにか声を絞しぼり出そうとした時、最後の音が優しく尾おを引きながら溶とけた。

　ニーナはそっと離れると、小さく膝を折ってにっこりと微笑んだ。その笑顔は、まるで花のように可か憐れんで──

「カイーッ！」

「あ……」

　聞き慣れた声が耳を打つとともに硬こう直ちよくがほどけて、カイは正直ほっとしていた。

　振り向くと、転がるように走ってくる二つの影がある。リンとクロトだ。

「カイ、大変！　あっちにすっごく大きいケーキがあったよー！」

「お菓か子しがたくさん載ってたぜ！　ケーキにお菓子が載ってんだぜ、すげーよマジで！　なー、見に行こうぜ！」

　麗うるわしいドレスをまとっているというのに、二人はまるで子どものように目を輝かがやかせていて、カイは苦笑した。

「お前ら、結局食い気なんだなぁ」

　きゃっきゃとはしゃぐ二人の手を、ニーナが取った。

「わ！」

「さあ、行きましょう！」

　そして元気に走り出す。

「カイ、早く早くーっ！」

　……華やかな舞踏会もいいけれど、俺たちはやっぱりこうじゃないとな。

　カイは小さく笑って、三人の背中を追った。







　あとがき




　お久しぶりです、掃そう除じしても掃除しても部屋が一向に綺き麗れいになりません、琴こと平ひら稜りようです。

　さっき隅すみ々ずみまでクイックル〇イパーしたばかりなのに、まっくろ〇ろすけ大のホコリが仲間になりたそうにこちらを見ている。怖こわい。君はいったいどこから来たんだい……？




　この度たびは『勇者リンの伝説[image: れべる゛]４』をお手に取っていただき、誠にありがとうございます！

　今回はサブタイトルにあるとおり、ニーナと、ニーナに瓜うり二つな王女さまのお話です。

　あとがきから読まれる方もいらっしゃるかと思うので（何を隠かくそう私もそうなので）、ネタバレしない程度に内容に触ふれると……

　ニーナと王女、見た目はそっくりだけれどまったく境きよう遇ぐうの違ちがう二人が出会ったとき、主人公たちは一国の存亡をかけた、壮そう大だいな陰いん謀ぼうの渦うずへと巻き込まれていく──！

　……すみません盛りすぎました。大だい丈じよう夫ぶです、いつも通りのお気楽ファンタジーです。

　具体的にはお茶会だったり舞ぶ踏とう会だったり、ＳだったりＭだったりオカマだったり、ちょっぴり懐なつかしいアイツが暗あん躍やくしていたり、カイとニーナが急接近したりしなかったり……あとはカイの胃やら腎じん臓ぞうやら下半身やらがピンチに晒さらされたり、カイが鞭むち打うたれたり、鞭打たれたり、鞭打たれたりしていますね何なのホントうらやましい……（ギリィ）！

　冗じよう談だんはさておき、ちょっとだけお気楽じゃない部分もあって、一巻でときどき「自分なんて何の役にも立たない」と自信なさげに口にしていたニーナ、その原因となっている彼女の過去トラウマが明かされたりもします。

　お気楽勇者リン率いるはちゃめちゃパーティー、なんだかんだ大おお騒さわぎしながらもゆっくり一歩ずつ進んでいるので、温かい目で見守っていただければ幸いです。




　そしてそんな彼らが大だい活かつ躍やくの小林先生のコミカライズが、エイジプレミアムにて連れん載さい中です！

　おすすめしたいポイントは数えきれないほどあるのですが、とにかくジルの存在感インパクトがハンパないです！　リンやニーナ、クロトがいきいきと動き回っててとっても可愛かわいいのに、あるいはせっかくの見せ場でカイがめっちゃかっこいいのに、気がつくとジルの肉体に目がいってしまう……！　こう理り屈くつじゃなくて、否いや応おうなくビジュアルに訴うつたえかけてくる！　漫まん画がの力ってすごい……！

　元気いっぱい暴れ回るキャラクターたちはもちろん、私の拙つたない文章では描びよう写しやしきれなかった魔ま物ものたちとのバトルもとても見み応ごたえがございますので、ぜひよろしくお願いします！




　さて、本作の執しつ筆ぴつにおいても、たくさんの方々にお世話になりました。

　常つね日ひ頃ごろから、豊かな個性や軽けい妙みようなかけあいで創作のヒントをくれる友人たち。「『あんたなんて生なまごみがお似合いよ！』って英語でなんていうの!?」などという物ぶつ騒そうなメールにすぐさま返信してくれたＫ。忙いそがしい中、コリ解消グッズを送ってくれたＮ。執筆に行いき詰づまって七しち転てん八ばつ倒とうしている時に、大好物のアボカドを差し入れてくれたＡとＳ。いつも私を支え、温かく見守ってくれる家族。

　毎回私の脳内イメージをはるかに凌りよう駕がする、愛らしく繊せん細さいな絵を描えがいてくださるｋａｒｏｒｙさま。少しでも目を離はなすと横道にスライディングしまくる私に優しく寄より添そい、背中を支え、本当に辛しん抱ぼう強づよく伴はん走そうして下さった担当さま。

　そして何より、応おう援えんしてくださる読者の方々へ、心より御お礼れい申し上げます。ありがとうございました！

　それでは、また五巻でお会いできましたら嬉うれしいです！


琴平　稜
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勇ゆう者しやリンの伝でん説せつ




Lv.4 ニーナが王おう女じよで王おう女じよがニーナで、風ふう雲うん急きゆうを告つげる舞ぶ踏とう会かい。
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